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る
。
紛
争
を
国
家
と
国
家
の
対
立

と
い
う
構
図
で
武
力
に
よ
っ
て
解

決
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
協

力
を
通
し
た
信
頼
醸
成
に
よ
っ
て

未
然
に
防
ぐ
こ
と
、
市
民
の
信
頼

の
関
係
を
対
立
す
る
も
の
同
士
の

間
に
も
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
や
北
朝
鮮

で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
市
民
に
よ
る
平
和

構
築
と
い
う
代
案
を
、
国
際
協
力

と
い
う
具
体
的
な
活
動
を
通
し
て

示
そ
う
と
し
て
い
る
。

二
○
○
○
年
二
月
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は

設
立
二
○
周
年
を
迎
え
る
。
そ
し

て
こ
の
節
目
の
年
に
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
と

し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
二

○
年
の
経
験
を
振
り
返
り
つ
つ
、

こ
の
不
安
な
時
代
の
状
況
を
的
確

に
つ
か
み
、
活
動
の
意
味
す
る
も

の
を
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
伝
え

て
い
く
。
日
本
で
も
、
ど
こ
か
お

か
し
い
と
は
思
っ
て
い
る
、
声
に

な
ら
な
い
市
民
の
声
に
も
応
え
な

が
ら
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
。

巳０隻
代表理事熊岡路矢

一
九
九
九
年
六
月
、
三
週
間
に

わ
た
っ
て
ユ
ー
ゴ
連
邦
と
コ
ソ
ポ

自
治
州
を
訪
れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
空

爆
の
被
害
状
況
、
難
民
の
実
状
を

調
査
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
非
常

に
複
雑
な
紛
争
状
況
の
地
域
を
短

期
間
で
回
っ
た
の
で
、
全
貌
を
つ

か
み
か
ね
る
感
も
あ
る
が
、
「
ピ

ン
・
ポ
イ
ン
ト
の
空
爆
」
と
は
言

い
な
が
ら
、
爆
撃
を
受
け
た
標
的

の
人
々
は
も
と
よ
り
周
辺
被
害

も
、
ま
た
そ
の
他
の
「
誤
爆
」
で
、

殺
さ
れ
た
民
間
人
も
千
人
の
単
位

（
こ
ど
も
の
死
傷
率
は
三
○
’
四

○
％
）
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
空
爆
下
で
の
ス
ト
レ
ス

は
た
い
へ
ん
大
き
く
、
現
地
の
医

師
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
流
産

数
．
率
は
約
三
割
上
が
り
、
精
神
・

神
経
の
病
は
格
段
に
増
え
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
（
パ
ン
チ
ェ
ポ

市
肥
料
工
場
の
破
壊
で
は
、
大
量

の
発
ガ
ン
物
質
が
大
気
中
に
放
出

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
妊
娠
中
絶

が
相
次
い
だ
と
の
報
も
あ
っ
た
。
）

生
き
延
び
た
人
・
子
ど
も
た
ち
の

場
合
で
も
、
受
け
た
精
神
の
傷
が

癒
さ
れ
る
に
は
何
年
も
か
か
る
で

あ
ろ
う
。
一
方
コ
ソ
ボ
自
治
州
で
は
、
セ

ル
ビ
ァ
軍
と
民
兵
組
織
に
よ
る
、

破
壊
と
粛
清
の
跡
を
た
し
か
に
見

て
、
ま
た
ア
ル
バ
ニ
ア
の
人
々
の

具
体
的
な
被
害
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
。
弾
圧
に
よ
る
被
害
は
、
広

範
に
お
よ
び
、
老
人
・
女
性
・
子

ど
も
も
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
た
点

で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
「
ポ
ル
・
ポ

ト
」
政
権
下
で
の
、
異
常
な
殺
裁

に
近
い
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
複
雑
な
の

は
、
コ
ソ
ボ
解
放
戦
線
（
Ｋ
Ｌ
Ａ
）

も
ふ
く
む
両
側
の
武
装
組
織
が
、

相
手
民
族
側
に
対
し
て
、
そ
し
て

自
民
族
の
「
裏
切
り
者
（
と
し
た

人
々
）
」
に
も
、
激
し
い
尋
問
・
拷

問
を
行
な
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
チ

ト
ー
大
統
領
時
代
」
に
、
当
時
の

米
国
グ
ル
ー
プ
（
西
側
）
か
ら
も
、

ソ
連
グ
ル
ー
プ
（
東
側
）
と
も
一

線
を
画
し
な
が
ら
、
「
多
民
族
多
文

化
共
生
」
社
会
を
築
い
た
か
に
見

え
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
は
あ
る

が
、
チ
ト
ー
死
後
（
一
九
八
○
年
）
、

セ
ル
ビ
ア
民
族
を
筆
頭
に
各
民
族

の
自
己
主
張
は
増
大
し
、
つ
い
に

「
旧
ユ
ー
ゴ
連
邦
」
を
解
体
す
る
に

い
た
っ
た
。
そ
の
間
の
、
相
互
の

殺
し
合
い
・
迫
害
の
激
し
さ
は
、
い

ま
に
連
な
る
憎
悪
と
復
讐
の
悪
無

限
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

か
つ
て
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ベ
ト

ナ
ム
の
戦
乱
と
、
そ
れ
に
続
く
難

民
の
流
出
に
ふ
れ
て
タ
イ
国
の
地

に
生
ま
れ
た
日
本
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
の

活
動
も
、
二
○
年
目
に
は
い
り
、
多

く
の
人
々
の
支
援
に
よ
り
、
今
回

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
（
Ⅱ
特
定
非
営
利

活
動
法
人
）
を
獲
得
で
き
た
。
日

本
社
会
で
く
ら
す
私
た
ち
自
身

も
、
政
治
や
経
済
や
軍
事
の
世
界

的
な
大
き
な
流
れ
に
呑
み
込
ま

れ
、
自
ら
の
人
生
・
生
活
を
決
め

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
時

代
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
二

○
年
の
活
動
の
方
向
通
り
、
「
ふ
つ

う
」
の
人
々
の
連
携
を
通
し
て
、
実

働
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
平
和
実
現

の
観
点
か
ら
も
、
ま
た
自
然
環
境

と
長
期
に
両
立
す
る
「
食
と
農
」
の

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
こ
れ

か
ら
も
海
外
・
国
内
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
豊
か
に
し
て
い
き
た

い
。
次
の
世
紀
に
む
け
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
関
心
と
支
援
を
ど
う

ぞ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

J慧
醗、

識
目

今年度の
事務局長谷山博史

瀧動を展望して

私
た
ち
は
不
安
の
時
代
に
生
き

て
い
て
、
不
況
と
リ
ス
ト
ラ
に
は

敏
感
に
反
応
す
る
が
、
も
め
ご
と

を
戦
争
と
い
う
手
段
で
解
決
し
よ

う
と
す
る
政
治
の
動
き
に
は
鈍
感

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
年
度
の

変
わ
り
目
に
行
な
わ
れ
た
統
一
地

方
選
挙
で
は
、
周
辺
事
態
法
の
こ

と
も
、
ユ
ー
ゴ
空
爆
の
こ
と
も
争

点
リ
ス
ト
の
末
端
に
も
入
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い

る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
政

治
・
軍
事
の
力
に
よ
る
一
極
支
配

が
呼
応
し
合
い
な
が
ら
、
人
々
の

自
己
決
定
権
を
骨
抜
き
に
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
国
際
協
力
を
通
し

て
二
つ
の
代
案
を
示
そ
う
と
し
て

い
る
。
一
つ
は
、
地
域
循
環
型
の

社
会
の
実
現
で
あ
る
。
人
々
が
地

域
資
源
と
地
域
の
固
有
の
文
化
、

互
い
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
生

か
し
な
が
ら
自
立
し
て
い
け
る
よ

う
、
支
援
す
る
。
地
域
の
人
た
ち

が
、
自
分
た
ち
の
未
来
を
自
分
た

ち
で
決
め
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
住
民
組
織

に
よ
る
多
様
な
生
活
改
善
の
試
み

と
、
こ
の
各
現
場
で
の
試
み
を
地

方
や
中
央
の
行
政
が
認
め
、
保
証

し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
く
よ
う
働

き
か
け
る
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
政
策

提
言
）
活
動
を
含
む
。

も
う
一
つ
は
、
平
和
を
草
の
根

の
運
動
か
ら
築
い
て
い
く
試
み
で

あ
る
。
民
族
、
宗
教
、
国
家
の
名

の
下
で
行
な
わ
れ
る
戦
争
は
、
地

域
自
立
を
根
本
か
ら
脅
か
す
。
国

際
協
力
は
単
に
、
富
め
る
も
の
か

ら
貧
し
い
も
の
へ
の
援
助
で
は
な

い
・
市
民
に
よ
る
国
際
協
力
、
国

や
地
域
を
越
え
た
市
民
の
平
和
の

緋
を
繋
い
で
い
く
こ
と
で
も
あ

,議騨鑑RXi
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◎
住
民
組
織
支
援

〔
バ
ン
コ
ク
・
東
北
タ
イ
］

八
八
年
か
ら
続
け
て
き
た
タ
イ

東
北
部
と
バ
ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
で

の
支
援
事
業
は
、
九
六
年
度
か
ら

直
接
現
場
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
を

1ｇｇＳ－１ｇｇｇ
一一顔i湧観骨蕊

Ｈ罫曾
鷺H釦

◎
自
然
農
業
セ
ン
タ
ー

【
バ
ン
コ
ク
郊
外
］

タ
イ
の
三
つ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
※
）

と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立

ち
上
げ
た
ノ
ン
ジ
ョ
ッ
ク
自
然
農

業
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、
環
境
保

全
と
多
様
性
を
実
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
安
全
性
と
安
定
性
、
適

切
な
生
産
性
を
保
証
す
る
自
然
農

業
の
適
正
技
術
の
研
究
と
普
及
を

行
な
う
こ
と
で
あ
る
。

一
年
目
と
な
っ
た
昨
年
度
は
、

一
九
九
九
年
度
活
動
計
画

◎
自
然
農
業
セ
ン
タ
ー

［
バ
ン
コ
ク
郊
外
］

昨
年
に
引
き
続
き
、
農
場
の
設

’
九
六
○
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
急
激
な
「
近
代
化
」
の
中
で
、
十
数
年

前
か
ら
農
民
が
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に
始
め
た
、
複
合
農
業
や

有
機
・
自
然
農
業
は
、
自
然
の
持
つ
多
様
性
、
循
環
性
、
持
続
・
安
定
性

を
農
業
生
産
に
生
か
す
先
駆
的
な
試
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
農
業
を
基
礎

と
し
た
循
環
型
の
持
続
的
社
会
を
目
指
す
た
め
に
は
、
地
域
レ
ベ
ル
の
相

互
扶
助
が
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
こ
の
よ
う
な
試
み
を
具
体
的
に
支

援
す
る
方
向
性
を
探
り
、
そ
の
た
め
の
様
々
な
支
援
を
タ
イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

連
携
し
て
行
な
っ
て
い
る
。

ノ
ン
ジ
ョ
ッ
ク
自
然
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
修
を
通
し
て
、
自
然
農

業
を
目
指
す
人
々
へ
の
支
援
を
行
な
う
。
住
民
組
織
支
援
に
お
い
て
は
、

住
民
主
体
と
参
加
と
い
う
基
本
を
お
さ
え
、
会
計
管
理
技
術
の
向
上
な
ど

の
、
側
面
的
支
援
を
行
な
う
。
タ
イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
学
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
研
修
は
、
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
五
名
程
度
受
け
入
れ
る
予
定
。
こ

の
ほ
か
に
共
同
体
に
お
け
る
地
域
の
「
朝
市
」
の
役
割
と
、
農
民
が
本
当

の
意
味
で
利
益
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
も
う
一
つ
の
市
場
の
在
り
方
」

を
探
る
調
査
を
計
画
し
て
い
る
。

九
九
八
年
度
活
動
報
告

タ
イ

自
然
農
業
と
循
環
の
地
域
づ
く
り

◎
住
民
組
織
支
援

［
バ
ン
コ
ク
・
東
北
タ
イ
｝

東
北
タ
イ
の
チ
ャ
イ
ャ
プ
ー
ム

で
は
回
転
資
金
の
事
後
調
査
を
行

な
う
。
こ
の
調
査
結
果
を
住
民
組

織
の
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
、
今

後
、
活
動
を
行
な
う
上
で
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
話
し
合
い
を

進
め
る
。
バ
ン
コ
ク
の
ク
ロ
ン
ト

イ
・
ス
ラ
ム
で
は
、
基
本
的
な
運

農
場
の
設
計
、
土
作
り
な
ど
の
基

本
的
な
整
備
に
力
を
入
れ
た
。
あ

わ
せ
て
、
一
度
に
三
○
名
が
利
用

で
き
る
研
修
施
設
を
整
備
し
た
。

ま
た
、
協
力
団
体
の
要
請
を
受
け

て
自
然
農
業
の
研
修
を
三
回
行

な
っ
た
。

（
※
）
弓
国
シ
Ｈ
国
○
句
・
の
”
両
国
ｚ

ｚ
両
目
・
国
シ
ｚ
”
シ
【

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
派
遣

九
八
年
九
月
よ
り
日
本
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
研
修
生
）
一
名

を
受
け
入
れ
た
。
バ
ン
コ
ク
で
の

二
ヶ
月
の
語
学
研
修
を
含
む
研
修

を
行
な
っ
た
の
ち
、
本
人
の
希
望

を
尊
重
し
て
派
遣
先
の
現
地
Ｎ

Ｇ
Ｏ
を
弓
国
シ
門
函
○
句
（
弓
面
普

国
○
房
註
ｎ
国
①
巴
房
句
○
ｐ
ｐ
ｑ
胃
ざ
巳

と
決
定
し
た
・
弓
国
跨
国
○
句
の
バ

ン
コ
ク
事
務
所
で
約
二
ヶ
月
仕
事

を
し
た
後
、
現
在
は
タ
イ
東
北
部

ヤ
ソ
ト
ン
県
の
活
動
地
で
働
い
て

い
る
。

置
か
な
い
体
制
に
移
行
し
て
い

る
。
住
民
組
織
の
メ
ン
バ
ー
が
会

計
を
透
明
化
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
な
い
、
組
織
内
で

の
話
し
合
い
が
不
十
分
で
活
動
が

前
に
進
み
に
く
い
な
ど
の
問
題
も

あ
っ
た
が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
る

中
で
、
九
八
年
度
は
特
に
バ
ン
コ

ク
の
ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
と
東

北
タ
イ
の
チ
ャ
イ
ャ
プ
ー
ム
の
住

民
組
織
に
、
自
分
た
ち
で
組
織
を

運
営
し
て
い
こ
う
と
い
う
積
極
的

な
姿
勢
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
メ
ン
バ
ー
内
の
話
し
合
い
で

も
、
前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
活
発
に
な
っ
て
き

た
。

営
経
費
を
支
援
し
な
が
ら
、
会
計

シ
ス
テ
ム
の
一
層
の
強
化
を
目
指

す
。
ま
た
図
書
館
運
営
委
員
会

が
、
多
角
的
な
活
動
を
積
極
的
に

提
案
し
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
う

し
た
活
動
が
更
に
深
ま
る
よ
う
側

面
的
な
支
援
を
し
て
い
く
。
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計
、
土
作
り
な
ど
の
基
本
的
整
備

を
行
な
う
。
ま
た
農
場
で
の
生
産

物
（
鶏
卵
、
野
菜
、
米
、
果
物
）
の

販
路
を
確
立
し
、
二
年
後
の
経
済

的
独
立
を
目
指
し
て
具
体
的
準
備

を
す
る
。
さ
ら
に
、
自
然
農
業
を

す
る
人
々
を
対
象
に
し
た
長
期
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
六
カ
月
以
上
）

を
始
め
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
給
を
視
野
に
入
れ
、
バ
イ
オ

ガ
ス
（
※
）
、
太
陽
電
池
な
ど
の
導

入
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
※
）
人
畜
の
ふ
ん
尿
と
生
ゴ
ミ

な
ど
の
廃
棄
物
を
発
酵
さ
せ
て
メ

タ
ン
ガ
ス
を
つ
く
り
出
す
循
環
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

◎
地
場
の
市
場
づ
く
り
を
目
指

し
た
調
査
｛
東
北
タ
イ
｝

こ
の
四
○
年
間
、
外
貨
獲
得
の

た
め
に
輸
出
志
向
型
農
業
が
推
し

進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
農
作
物

が
生
産
さ
れ
て
か
ら
消
費
さ
れ
る

ま
で
の
道
の
り
に
大
き
な
隔
た
り

を
生
ん
で
し
ま
っ
た
。
生
産
、
消

費
い
ず
れ
の
面
か
ら
見
て
も
村
人

は
都
市
の
市
場
価
格
に
左
右
さ
れ

不
安
定
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
本
調
査
は
そ
の
問
題
点
に
着

目
し
、
タ
イ
東
北
部
コ
ン
ケ
ン
県

で
「
朝
市
」
を
作
り
上
げ
て
い
る

事
例
や
そ
の
可
能
性
の
あ
る
村
を

調
査
し
、
今
後
の
支
援
を
検
討
し

て
い
く
。

ノンジョック自然農業センター

養鶏を入れることにより農園を循環型にしていく

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
研
修

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
研
修
生
）
の

受
け
入
れ
を
五
名
程
度
に
増
や
す

予
定
で
あ
る
。
ま
た
第
一
期
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
事
後
研

修
を
行
な
い
、
よ
り
深
く
Ｊ
Ｖ
Ｃ

お
よ
び
そ
の
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動

や
、
考
え
方
を
知
る
機
会
を
積
極

的
に
提
供
す
る
。
ま
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
タ
イ
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
数
も
増
や
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。



◎
資
料
・
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
）
【
プ
ノ
ン
ペ
ン
］

持
続
可
能
な
農
業
普
及
の
た
め

の
研
修
、
教
材
の
開
発
、
資
料
室

の
運
営
が
主
な
活
動
で
あ
る
・
月

一
度
の
割
合
で
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
主

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
対
象

に
会
議
や
研
修
を
行
な
い
、
活
動

地
訪
問
や
タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
へ
の

研
修
旅
行
を
実
施
し
た
。
教
材
作

り
に
つ
い
て
は
、
「
自
給
菜
園
シ
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東京のスタッフも参加した技術学校の活動評価会議

蕊

一
九
九
八
年
度
活
動
報
告

◎
技
術
学
校

〔
プ
ノ
ン
ペ
ン
・
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
］

プ
ノ
ン
ペ
ン
校
は
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
経
済
の
停
滞
に
よ
っ
て
運
営
経

費
の
独
立
採
算
に
多
少
の
懸
念
も

あ
る
が
、
運
営
に
関
し
て
は
ほ
と

ん
ど
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
だ
け
で
可
能

に
な
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
か
ら
の
支
援
は

奨
学
金
を
除
い
て
九
八
年
度
で
終

了
し
た
。
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
校

は
、
自
立
の
た
め
に
は
技
術
レ
ベ

ル
及
び
経
営
体
制
が
ま
だ
不
十
分

な
の
で
、
も
う
一
～
二
年
支
援
を

◎
資
料
。
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
）
［
プ
ノ
ン
ペ
ン
一

Ｔ
Ｒ
Ｃ
に
関
わ
っ
て
い
る
他

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
ス

タ
ッ
フ
た
ち
に
対
し
、
よ
り
積
極

的
な
参
加
を
促
し
、
理
論
や
議
論

だ
け
で
な
く
も
っ
と
農
民
に
と
っ

て
実
際
に
役
立
つ
よ
う
な
具
体
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
す
る
。

ま
た
、
参
加
に
見
合
っ
た
費
用
の

負
担
を
要
請
す
る
。
資
料
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

語
の
資
料
を
増
や
す
努
力
を
す

る
。
ま
た
、
将
来
の
Ｔ
Ｒ
Ｃ
の
あ

り
方
を
方
向
づ
け
る
た
め
に
、
活

動
を
整
理
し
来
年
度
の
評
価
に
備

え
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

貧
富
の
差
の
拡
大

一
九
九
七
年
七
月
の
武
力
衝
突
と
、
九
八
年
の
総
選
挙
前
後
の
混
乱
を

経
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
九
九
年
に
入
り
、
や
っ
と
政
治
も
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
、
人
々
が
自
ら
の
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
海
外
か
ら
の
援
助
や
投
資
は
都
市
に
集
中
し
、
貧
富

の
差
は
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
政
府
待
望
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟

を
果
た
し
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
国
民
の
八
○
％
以
上
が
農
村
部
で
自

給
的
農
業
を
営
ん
で
い
る
こ
の
国
が
、
国
際
市
場
経
済
に
組
み
込
ま
れ
て

い
く
過
程
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
本
格
的
に
活
動
を
始
め
て
か
ら
二
一
年
が

経
過
し
、
徐
々
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
中
心
の
活
動
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
技
術

学
校
は
も
と
よ
り
、
農
村
開
発
も
、
住
民
組
織
で
あ
る
村
づ
く
り
委
員
会

を
設
立
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
支
援
が
終
了
し
て
も
自

立
し
て
活
動
を
継
続
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と
に
重
点
が
移
っ
て
い
る
。

一
方
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
し
て
、
政
策
提
言
（
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
）
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
支
援
、
日
本
の
人
々
に
対
す
る
「
開
発
教
育
」

な
ど
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
実
施

の
他
に
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
も
力
を
い
れ
て
い
き
た
い
。

◎
持
続
可
能
な
農
業
と
農
村
開
発

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）
【
カ
ン
ダ
ー
ル
州
一

従
来
バ
ラ
バ
ラ
に
実
施
し
て
い

た
井
戸
掘
り
や
、
コ
メ
銀
行
、
持

続
可
能
な
農
業
の
研
修
な
ど
の
活

動
を
、
互
い
に
関
連
づ
け
ま
た
村

単
位
で
活
動
を
統
合
す
る
と
と
も

に
、
村
人
自
身
が
活
動
の
主
体
に

な
る
こ
と
を
目
的
に
、
村
づ
く
り

委
員
会
（
Ｖ
Ｄ
Ｃ
）
を
つ
く
る
こ

と
を
活
動
の
中
心
と
し
た
。
年
度

継
続
す
る
。
当
年
度
は
海
岸
沿
い

に
出
張
所
を
新
設
し
、
船
外
機
の

修
理
な
ど
港
町
の
特
徴
を
活
か
し

た
試
み
を
始
め
た
。

へ
果
樹
を
植
え
る
こ
と
を
奨
励
す

る
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
オ
フ
ィ

ス
の
敷
地
を
利
用
し
て
持
続
可
能

な
農
業
の
展
示
・
実
演
を
行
な

云
う
。
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蕊
リ
ー
ズ
四
」
や
農
民
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
な
ど
を
出
し
た
。
資
料
室
で

は
、
特
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
の
資
料

収
集
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

弓
両
○
：
弓
吋
騨
旨
閏
の
罰
①
の
○
巨
月
①
の
①
画
‐

計
①
局

末
ま
で
に
五
つ
の
委
員
会
が
で
き

た
。
持
続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
自
給
用
菜
園
や
堆
肥

作
り
の
研
修
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
新
し
く
緑
肥
の
導
入
や
荒
廃

地
へ
の
植
林
を
行
な
っ
た
。
ま

た
、
現
地
の
小
学
校
の
先
生
と
協

力
し
て
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い

る
。
の
シ
両
ロ
：
ｍ
院
国
冒
幽
匡
①
シ
喝
旨
巳
‐

冒
馬
倖
丙
巨
畠
」
ロ
①
ぐ
①
］
８
日
①
具

一
九
九
九
年
度
活
動
計
画

：

◎
持
続
可
能
な
農
業
と
農
村
開
発

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）
〔
カ
ン
ダ
ー
ル
州
｝

引
き
続
き
村
づ
く
り
委
員
会
の

設
立
や
研
修
を
通
じ
て
、
村
人
中

心
の
農
村
開
発
を
目
指
す
。
今
年

は
、
新
た
に
一
○
の
村
づ
く
り
委

員
会
を
設
立
す
る
予
定
で
、
合
わ

せ
て
一
五
の
委
員
会
に
対
し
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
研
修
旅
行
な
ど
を

実
施
し
て
運
営
能
力
の
向
上
を
計

る
。
持
続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て

は
、
土
壌
の
改
善
、
身
近
な
自
然

資
源
の
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、

新
た
に
裏
作
の
試
験
的
実
施
や
庭

周
一

没,

村の生活と自然資源のつながりを学ぶ環境教育

◎
技
術
学
校

［
プ
ノ
ン
ペ
ン
・
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
｝

今
年
度
か
ら
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ

ル
校
へ
の
支
援
を
中
心
に
行
な

う
。
機
材
・
教
材
の
供
与
と
教
師

の
養
成
を
行
な
う
と
同
時
に
、
独

立
採
算
の
た
め
の
営
業
努
力
も
強

化
す
る
。
一
方
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
校

に
つ
い
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
運
輸

省
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
参
加
し
た
意
志
決

定
機
関
で
あ
る
執
行
委
員
会
を
発

足
さ
せ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
中
心
の

継
続
的
な
運
営
体
制
を
確
立
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
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上
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の
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を
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◎
自
然
農
業
と
農
村
開
発

【
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
］

堆
肥
や
マ
ル
チ
（
マ
ル
チ
ン

グ
、
耕
地
の
表
面
を
覆
う
栽
培
技

術
の
一
つ
）
な
ど
の
自
然
農
業
の

考
え
方
を
採
用
し
た
実
践
が
、
各

村
の
篤
農
家
（
研
究
熱
心
な
農

家
）
を
中
心
に
始
ま
っ
た
。
ナ

ト
ー
ン
村
で
は
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
共
同
耕
作
地
で
バ
ナ
ナ
な
ど
の

果
樹
や
陸
稲
栽
培
に
よ
る
応
用
を

始
め
た
。
ほ
か
に
五
種
類
の
自
然

農
業
に
関
す
る
実
用
的
な
ハ
ン
ド

畑の表面をおおうマルチのトレーニング(ビエンチャン県）

ラ
オ
ス
で
は
通
貨
キ
ー
プ
が
下
落
を
続
け
、
輸
入
に
頼
る
生
活
必
需
品

や
主
食
の
米
の
値
上
が
り
が
庶
民
を
苦
し
め
て
い
る
。
米
な
ど
の
食
糧
を

自
給
し
た
い
政
府
は
、
潅
湖
面
積
を
二
年
ご
と
に
倍
増
さ
せ
よ
う
と
潅
概

ポ
ン
プ
の
設
置
を
進
め
、
村
人
に
借
金
を
さ
せ
て
化
学
肥
料
、
農
薬
を
買

わ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
土
壌
の
劣
化
、
健
康
被
害
、
借
金
づ
け
、
河

川
の
枯
渇
と
い
っ
た
問
題
が
起
き
は
じ
め
て
い
る
。
外
貨
獲
得
源
で
あ
る

森
林
の
伐
採
も
衰
え
を
見
せ
ず
、
村
の
共
有
林
を
認
知
し
、
森
の
管
理
を

村
人
に
任
せ
よ
う
と
い
う
政
策
目
標
も
後
回
し
に
さ
れ
が
ち
で
、
森
と
共

に
生
き
、
森
の
恵
み
に
頼
る
人
々
へ
の
脅
威
は
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
人
々
が
市
場
経
済
や
近
代
農
業
に
振
り
回
さ
れ
ず
に
、

身
近
に
あ
る
資
源
や
伝
統
的
な
知
恵
を
活
か
し
て
、
自
然
・
伝
統
と
調
和

し
な
が
ら
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
続
け
る
。

九
九
八
年
度
活
動
報
告

夢

◎
森
林
保
全
と
複
合
農
業

【
カ
ム
ア
ン
］

九
八
年
度
は
四
つ
の
村
で
共
有

林
づ
く
り
を
支
援
し
て
、
村
人
自

身
が
村
の
森
を
保
護
林
や
利
用
林

な
ど
に
分
け
、
規
則
や
管
理
委
員

会
を
作
っ
て
、
法
律
に
守
ら
れ
た

ブ
ッ
ク
の
作
成
、
内
外
の
自
然
農

業
農
家
へ
の
訪
問
と
交
流
、
農
薬

や
種
子
の
保
存
に
関
す
る
研
修
、

自
然
農
業
の
専
門
家
を
招
い
て
の

研
修
な
ど
を
行
な
っ
た
。
ま
た
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
県
内
の
村
の
コ
メ
銀

行
や
家
畜
銀
行
の
資
金
を
、
次
の

村
に
移
転
し
た
。

篭p『

Ｉ

正
真
正
銘
の
共
有
林
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
村
人
主
体
の

共
有
林
づ
く
り
の
方
法
を
県
・
郡

の
当
局
や
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
広
め

た
。
さ
ら
に
農
業
分
野
の
活
動
が

本
格
化
し
、
自
然
農
業
の
研
修
を

行
な
っ
て
自
然
の
摂
理
に
従
っ
た

農
業
の
基
本
を
学
ん
で
も
ら
い
、

田
畑
の
土
を
良
く
す
る
一
歩
と
し

て
大
豆
を
使
っ
た
緑
肥
作
り
を
試

し
て
も
ら
っ
た
。

◎
森
林
保
全
と
複
合
農
業

［
カ
ム
ア
ン
］

自
然
農
業
の
実
践
を
始
め
た
村

を
中
心
に
、
技
術
的
な
研
修
や
情

報
提
供
を
行
な
っ
た
り
、
ラ
オ
ス

内
外
で
す
で
に
自
然
農
業
を
手
が

け
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
所
に
村

人
と
と
も
に
学
び
に
行
っ
た
り
し

て
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ

ず
、
自
然
の
摂
理
に
従
っ
た
農
業

が
ラ
オ
ス
の
地
に
根
づ
く
よ
う
支

援
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
村
人

主
体
の
共
有
林
づ
く
り
の
方
法
が

政
府
や
他
の
団
体
に
採
用
さ
れ

て
、
そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
よ

う
、
研
修
・
ス
タ
デ
ィ
ッ
ア
ー
の

受
け
入
れ
を
積
極
的
に
進
め
て
ゆ

き
た
い
。

ー

蕊鍵錘鐙一

少

一
九
九
八
年
度
活
動
計
画

◎
農
村
開
発

【
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
｝

九
九
年
の
活
動
の
軸
は
、
自
然

農
業
の
方
法
を
計
画
に
組
み
込

ん
だ
村
の
共
同
耕
作
地
を
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
と
、
緑
肥
の
成
果

を
村
人
と
共
有
す
る
こ
と
・
村
人

の
誰
も
が
目
で
見
て
成
果
が
あ

る
と
納
得
す
る
こ
と
と
、
自
然
農

業
を
推
進
す
る
意
思
を
支
え
る

体
制
を
し
っ
か
り
と
作
る
こ
と

だ
。
そ
の
た
め
の
技
術
研
修
、
経

験
交
流
を
進
め
、
自
然
農
業
を
普

及
す
る
た
め
の
新
た
な
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
も
作
成
す
る
。
こ
れ
ま
で

村
人
た
ち
と
築
い
て
き
た
成
果

の
上
に
立
っ
て
、
二
○
○
○
年
七

月
以
降
の
ラ
オ
ス
政
府
と
の
次

期
契
約
に
向
け
て
県
と
の
調
査
、

討
議
を
重
ね
る
。
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合
鴨
農
法
の
実
験
、
調
査
な
ど
を

実
施
し
た
。

◎
人
材
育
成
【
八
イ
フ
ォ
ン
］

「
子
ど
も
の
家
」
で
は
、
市
の
児

童
相
談
所
と
協
力
し
て
、
児
童
、

保
護
者
へ
の
相
談
を
行
な
う
こ
と

で
、
子
ど
も
達
の
置
か
れ
た
状
況

を
よ
り
詳
し
く
把
握
し
、
一
時
保

一
九
九
八
年
度
活
動
報
告

こ
こ
数
年
の
間
に
、
人
々
の
生
活
水
準
も
全
般
的
に
は
急
速
に
改

善
さ
れ
た
が
、
教
育
や
医
療
が
有
料
化
さ
れ
る
な
ど
、
貧
困
層
の
九

○
％
が
居
住
す
る
農
村
部
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

「
お
金
の
か
か
る
世
の
中
」
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
政
府
は
二
○

一
○
年
ま
で
に
五
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
植
林
を
目
指
し
て
い
る

が
、
自
然
森
林
の
減
少
も
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
政
府
の
画
一
的
な
開
発
計
画
手

法
と
は
違
う
住
民
組
織
の
強
化
を
重
視
し
た
支
援
を
し
な
が
ら
、
貧

困
軽
減
と
環
境
保
全
の
両
立
を
め
ざ
し
て
長
期
計
画
の
作
成
を
進
め

た
。
九
九
年
度
は
、
少
数
民
族
の
人
々
を
対
象
に
し
た
新
プ
ロ
ジ
エ
ク

ト
を
、
北
部
山
岳
地
域
二
省
で
開
始
す
る
。
農
村
開
発
や
森
林
政
策

の
実
施
が
画
一
的
．
｜
方
的
に
な
り
が
ち
な
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、

地
域
住
民
の
意
思
や
知
恵
を
ど
う
活
動
の
中
に
反
映
さ
せ
、
そ
の
成

果
を
関
係
行
政
機
関
と
共
有
で
き
る
の
か
が
課
題
と
な
る
。

｜
方
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
と
フ
エ
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
現
地

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
協
力
団
体
）
へ
の
引
き
渡
し
を
進
め
つ
つ
、

南
部
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
の
調
査
を
続
け
、
新
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
展
開
の

可
能
性
を
探
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
各
地
で
普
及
活
動
を
行
な
っ
て

き
た
合
鴨
農
法
に
つ
い
て
の
、
ハ
ノ
イ
で
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
に
協
力
す
る
。

ベ
ト
ナ
ム

住
民
の
意
思
と
知
恵
を
活
か
し
て

護
、
識
字
教
室
、
職
業
訓
練
へ
の

参
加
な
ど
を
的
確
に
行
な
う
こ
と

が
で
き
た
。
農
村
部
テ
ィ
エ
ン
ラ

ン
郡
で
は
、
引
き
続
き
村
の
ト

レ
ー
ナ
ー
（
講
師
）
に
対
し
て
、
保

健
衛
生
、
各
種
農
業
技
術
（
稲
作
、

畜
産
、
養
魚
、
総
合
害
虫
防
除
な

ど
）
の
研
修
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

◎
環
境
保
全
｛
フ
エ
省
一

山
岳
地
の
ア
ル
イ
郡
に
お
い

て
、
Ｎ
Ａ
Ｖ
（
北
欧
の
民
間
団
体
）

と
共
同
で
、
表
土
の
流
出
を
緩
和

す
る
「
等
高
線
農
業
」
の
普
及
を

進
め
て
い
る
。
今
ま
で
に
二
一
○

Trial＆Errorl999/９－１０(No.193）８

◎
農
村
開
発
【
フ
エ
省
］

社
会
が
急
激
に
変
化
し
て
い
る

フ
エ
省
に
お
い
て
、
農
業
・
生
活

の
改
善
を
目
指
し
て
、
村
人
自
身

が
行
な
う
活
動
の
支
援
を
開
始
し

て
六
年
が
過
ぎ
た
。
こ
の
間
、
一

○
の
「
村
づ
く
り
委
員
会
が
」
設

立
さ
れ
、
地
域
住
民
の
リ
ー
ダ
ー

が
中
心
と
な
り
村
人
の
要
望
に
基

づ
い
て
農
業
の
多
様
化
、
生
活
基

盤
の
整
備
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営

や
農
業
技
術
に
関
す
る
研
修
な
ど

様
々
な
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
き

た
。
外
部
者
に
よ
る
評
価
や
村
人

と
の
活
動
評
価
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
、
目
的
を
達
成
し
た
と

考
え
ら
れ
る
七
村
で
支
援
を
終
了

し
た
。

戸
の
農
家
が
、
合
計
約
二
九
へ
ク

タ
ー
ル
の
傾
斜
地
の
耕
地
で
こ
の

方
法
を
実
践
し
て
い
る
・
ベ
ト
ナ

ム
北
部
の
等
高
線
農
業
先
進
地
へ

の
ス
タ
デ
ィ
ー
ッ
ア
ー
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
活
動
と
貸
し
付
け
基
金
の

運
営
を
学
び
、
そ
れ
を
導
入
し

た
。
ま
た
白
砂
地
で
農
村
女
性
グ

ル
ー
プ
が
行
な
う
苗
木
生
産
の
支

援
を
行
な
っ
た
。
苗
木
を
生
産

し
、
八
ヶ
月
後
に
大
き
く
な
っ
た

苗
木
を
販
売
し
、
そ
の
利
益
を
女

性
の
た
め
の
研
修
や
親
の
な
い
子

ど
も
へ
の
奨
学
金
、
老
人
や
病
気

の
家
族
へ
の
支
援
な
ど
に
使
っ
て

い
る
。

子どもの家での折り紙教室

◎
調
査
。
地
域
開
発

〔
チ
ャ
ヴ
ィ
ン
省
〕

国
際
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｏ
Ｘ

Ｆ
Ａ
Ｍ
が
実
施
し
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
か
ら
ス

タ
ッ
フ
を
一
年
間
派
遣
し
た
・
郡

の
関
係
諸
機
関
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
・
教

育
・
小
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

の
活
動
に
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
、

草
の
根
の
人
々
を
直
接
支
援
し
て

き
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
経
験
を
活
か
し
つ

つ
、
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ａ
Ｍ
の
手
法
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
し
か
し
、
団
体
の
規

模
の
違
い
か
ら
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
運
営
上
の
相
違
が
大
き
く
、
共

同
で
事
業
を
行
な
う
の
が
難
し
い

こ
と
も
分
か
っ
た
。
一
方
で
、
生

計
・
教
育
な
ど
に
関
す
る
地
域
の

調
査
で
は
、
今
後
に
役
立
つ
デ
ー

タ
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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◎
農
村
開
発
〔
ホ
ア
ビ
ン
省
］

ホ
ア
ビ
ン
省
タ
ン
ラ
ッ
ク
郡
は
ハ

ノ
イ
の
南
西
約
八
○
ｋ
ｍ
に
位
置
す

る
中
山
岳
地
に
あ
り
、
住
民
は
ほ
ぼ

一
○
○
％
少
数
民
族
の
ム
オ
ン
で
あ

る
。
新
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
こ
の
タ
ン

ラ
ッ
ク
郡
の
西
部
高
地
の
五
村
（
タ

ン
ラ
ッ
ク
郡
に
は
７
つ
の
高
地
村
が

あ
り
、
す
べ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の

認
定
し
た
、
も
っ
と
も
生
活
の
苦
し

い
一
七
一
五
村
に
入
っ
て
い
る
）
を

対
象
に
、
地
域
資
源
の
有
効
利
用
と

共
同
体
の
強
化
・
人
材
育
成
に
よ
る

持
続
的
な
農
村
開
発
を
目
指
す
。
九

九
年
度
は
中
心
地
の
ル
ン
ヴ
ァ
ン
村

で
小
規
模
潅
湖
設
備
の
補
修
・
建
設

畜
産
技
術
指
導
員
養
成
な
ど
の
研

修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
う
。
ま

た
、
地
域
の
状
況
の
理
解
を
さ
ら
に

深
め
、
村
づ
く
り
委
員
会
の
設
置
に

む
け
て
準
備
を
す
す
め
る
。

一
九
九
九
年
度
活
動
計
画

◎
環
境
保
全
【
ソ
ン
ラ
省
〕

森
林
面
積
の
割
合
が
低
く
生
活

状
況
の
厳
し
い
ソ
ン
ラ
省
は
、
北

西
部
の
山
岳
地
域
に
位
置
し
、
ベ

ト
ナ
ム
全
土
の
中
で
も
森
林
保
全

と
貧
困
軽
減
の
重
点
地
域
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
Ｆ
Ｓ
Ｉ
（
ベ
ト
ナ
ム
森
林
科
学

研
究
所
）
の
ソ
ン
ラ
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
て
フ
モ
ン
民
族
と
タ
イ
民

族
の
三
集
落
（
合
計
約
一
○
○

戸
）
で
実
施
す
る
。
長
期
的
に
は
、

住
民
が
自
ら
持
続
的
に
自
然
資

源
、
特
に
森
林
と
土
壌
を
管
理
・

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
。
本
年
度
は
土
地
利
用
・

伝
統
的
な
資
源
管
理
の
方
法
な
ど

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
傾
斜
地

農
業
や
家
畜
飼
育
に
関
す
る
研
修

を
行
な
う
。

99年度より新しく北部山岳地域で少数民族対象の活動

O鋤Ｉ

◎
農
村
開
発
｛
フ
エ
省
｝

九
八
年
に
、
新
た
に
農
村
開
発

活
動
を
開
始
し
た
村
で
、
白
砂
地

で
の
経
験
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い

た
、
女
性
の
さ
ら
な
る
参
加
の
促

進
及
び
村
づ
く
り
委
員
会
の
強
化

を
図
る
。
ア
ル
イ
郡
で
は
、
Ｎ
Ａ

ｃ

Ｖ
（
北
欧
の
民
間
団
体
）
と
共
同

し
て
パ
コ
・
タ
オ
イ
の
少
数
民
族

調
査
を
行
な
い
文
化
・
社
会
の
理

解
に
努
め
る
。

◎
環
境
保
全
〔
フ
エ
省
｝

Ｎ
Ａ
Ｖ
と
共
に
等
高
線
農
業

の
支
援
を
継
続
す
る
。
こ
の
方
法

は
ア
ル
イ
郡
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
に
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本

年
度
は
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最

終
年
に
な
る
の
で
、
対
象
者
を
増

や
す
と
と
も
に
グ
ル
ー
プ
活
動
の

機
能
を
強
化
し
た
い
。

◎
人
材
育
成
｛
八
イ
フ
ォ
ン
］

今
年
度
が
支
援
の
最
終
年
度
に

あ
た
る
「
子
ど
も
の
家
」
で
は
、
施

設
の
自
立
運
営
を
目
指
し
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
収

益
活
動
や
、
日
本
の
児
童
相
談
専

門
家
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の
相

談
員
へ
の
研
修
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
新
た
に
理
容
ク
ラ
ス
を
運

営
、
さ
ら
に
洋
服
や
ほ
う
き
の
製

作
・
販
売
も
行
な
う
。
テ
ィ
エ
ン

ラ
ン
郡
で
は
、
六
村
の
ト
レ
ー

ナ
ー
が
自
分
た
ち
で
立
案
し
た
保

健
衛
生
、
農
業
技
術
の
研
修
を
支

援
す
る
。

◎
調
査
・
地
域
開
発

【
チ
ャ
ヴ
ィ
ン
省
］

九
八
年
度
に
行
な
っ
た
ス
タ
ッ

フ
派
遣
に
よ
る
共
同
事
業
の
形
を

改
め
、
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ａ
Ｍ
と
の
協
力
関

係
を
保
ち
な
が
ら
も
Ｊ
Ｖ
Ｃ
独
自

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性
を
模

索
す
る
。

識灘識灘篭
騒蝉』

児三相談専門家(自治労)による講習会の様子
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蕊

蝿

弔

当溌

土
地
な
し
農
村
世
帯
の
多
い
ク

メ
ー
ル
民
族
地
域
に
お
い
て
、
導

入
的
に
小
学
校
建
設
支
援
を
し
な

が
ら
、
民
族
、
住
民
組
織
、
農
業
・

生
計
等
に
つ
い
て
の
調
査
を
続
け

る
。

鍵
落承



◎
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

（
森
林
農
業
）
｛
バ
ル
ハ
ッ
ト
郡
一

前
年
度
に
引
き
続
き
、
農
民
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
育
苗
及
び
植
林
を

中
心
に
し
た
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト

リ
ー
活
動
を
支
援
し
た
。
参
加
農

民
数
、
苗
木
数
の
ど
ち
ら
も
前
年

に
比
べ
飛
躍
的
に
伸
び
、
今
年
度

の
雨
季
の
終
わ
り
、
九
月
の
時
点

で
は
参
加
者
数
は
前
年
度
の
三
グ

ル
ー
プ
二
九
世
帯
か
ら
七
グ
ル
ー

プ
一
一
二
世
帯
と
な
り
、
植
林
し

た
苗
木
数
は
一
一
種
類
、
四
、
○

一
三
本
か
ら
一
四
種
類
、
二
四
、

中

９
Ｌ
、

串廿

10Trial＆Errorl999/９－１０(No.193）

◎
生
活
改
善
【
バ
ル
ハ
ッ
ト
郡
｝

前
年
度
に
引
き
続
い
て
モ
デ
ル

農
園
で
野
菜
づ
く
り
と
樹
木
の
育

苗
と
植
林
の
展
示
栽
培
を
行
な
っ

た
。
野
菜
は
八
種
類
、
在
来
種
の

他
、
に
ん
じ
ん
や
ビ
ー
ッ
、
ト
マ

ト
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
と
い
っ
た
外

来
種
も
栽
培
し
、
さ
ら
に
八
種
類

の
種
を
三
六
三
人
の
農
民
や
女
性

た
ち
へ
配
布
し
た
。
家
庭
で
の
野

菜
づ
く
り
普
及
の
た
め
に
、
台
所

か
ら
の
排
水
を
利
用
し
た
り
、
生

ご
み
で
堆
肥
を
作
っ
た
り
す
る
な

ど
の
工
夫
も
行
な
っ
た
。
モ
デ
ル

農
園
で
は
樹
木
の
利
用
の
普
及
も

側
が
必
要
な
維
持
管
理
・
修
繕
を

利
用
者
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
行

な
え
る
よ
う
な
仕
組
み
も
つ
く

る
。

一
九
九
八
年
度
活
動
報
告

エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
森
林
資
源
の
保
全
と
回
復
が
日
々
の
生
活
に
差
し

迫
っ
た
課
題
で
あ
り
、
政
府
だ
け
で
な
く
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
植
林
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
は
農
民
た
ち
に
と
っ

て
は
、
え
て
し
て
上
か
ら
の
も
の
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
だ
と
い
う
意
識

が
希
薄
で
あ
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
農
民
の
樹
木
へ
の
関
心
と
理
解
を
広
め
、
そ

れ
を
実
践
に
移
す
こ
と
へ
の
支
援
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、
こ
の
三
年
間

バ
ル
ハ
ッ
ト
郡
で
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
活
動
（
日
々
の
農
作
業
に
樹

木
の
活
用
を
組
み
入
れ
る
よ
う
な
活
動
）
を
中
心
に
農
民
に
よ
る
活
動
を

支
援
し
て
き
た
。

九
九
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今
後
の
エ

チ
オ
ピ
ア
で
の
活
動
の
形
態
、
方
向
性
、
可
能
性
を
探
る
。
現
地
の
郡
農

業
事
務
所
へ
活
動
を
引
き
渡
す
手
続
き
を
行
な
い
、
手
掘
り
井
戸
づ
く
り

を
進
め
る
と
同
時
に
、
来
年
度
以
降
の
新
た
な
活
動
の
た
め
の
調
査
を
行

な
う
。
活
動
方
針
は
、
引
き
続
き
「
農
民
自
身
の
手
に
よ
る
自
然
環
境
、
特

に
森
林
資
源
の
改
善
を
通
し
て
の
生
活
の
向
上
」
を
め
ざ
す
も
の
と
す
る
。

エ
チ
オ
ピ
ア

森
と
農
業
の
結
合
を
め
ざ
し
て

三
○
七
本
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
参

加
農
民
の
自
分
達
の
活
動
と
し

て
の
意
識
と
や
る
気
、
そ
れ
に
前

年
か
ら
引
き
続
い
て
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
密
着
し

た
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
技
術
の
向

上
に
よ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
雨

季
明
け
後
、
一
○
月
に
郡
役
場
お

よ
び
郡
農
業
事
務
所
と
の
間
で

活
動
評
価
と
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
を
持
ち
、
ま
た

一
二
月
に
は
、
県
庁
か
ら
の
担
当

者
も
交
え
た
話
し
合
い
で
、
九
九

年
の
活
動
に
つ
い
て
の
合
意
が

な
さ
れ
た
。

苗づくりの状況を見てアドバイスするＪＶＣ現地スタッフ

◎
水
く
み
場
改
善

〔
バ
ル
ハ
ッ
ト
郡
〕

計
画
全
体
で
予
定
し
て
い
る
一

二
本
の
う
ち
、
六
本
の
手
掘
り
井

戸
を
つ
く
り
、
手
押
し
ポ
ン
プ
を

設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、

井
戸
づ
く
り
と
並
行
し
て
利
用
者

グ
ル
ー
プ
を
組
織
化
し
、
井
戸
と

ポ
ン
プ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
の

意
識
を
高
め
、
さ
ら
に
実
際
に
井

戸
づ
く
り
作
業
へ
参
加
し
て
も
ら

う
と
共
に
維
持
管
理
し
て
い
く
上

で
必
要
な
管
理
・
運
営
及
び
技
術

の
研
修
を
行
な
う
。
郡
役
場
や
県

の
水
資
源
課
と
も
協
議
し
、
行
政

爵

◎
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
（
森

林
農
業
）
〔
バ
ル
ハ
ッ
ト
郡
］

郡
役
場
、
郡
農
業
事
務
所
と
の

合
意
に
基
づ
き
、
九
九
年
は
活
動

を
漸
次
農
民
グ
ル
ー
プ
と
地
元
行

政
に
引
き
渡
し
て
い
く
た
め
の
期

間
と
し
、
郡
農
業
事
務
所
と
協
同

し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

九
八
年
度
ま
で
に
結
成
さ
れ
た
農

民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
育
苗
、
植
林

活
動
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た

め
、
郡
農
業
事
務
所
を
通
し
て
必

要
な
種
や
農
具
、
資
材
を
提
供
す

る
。

◎
水
く
み
場
改
善

【
バ
ル
ハ
ッ
ト
郡
一

郡
役
場
、
県
庁
、
州
政
府
の
各

行
政
機
関
と
の
交
渉
に
時
間
を
要

し
た
が
、
二
月
下
旬
に
事
業
合
意

を
よ
う
や
く
結
ん
だ
。
こ
れ
を
受

け
て
三
月
か
ら
事
業
を
始
め
る
た

め
の
井
戸
建
設
資
材
の
購
入
と
現

場
へ
の
搬
入
を
行
な
っ
た
。

一
九
九
九
年
度
活
動
計
画

◎
新
活
動
調
査

バ
ル
ハ
ッ
ト
郡
で
の
ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
活
動
が
一
段
落

し
、
現
地
へ
の
引
き
渡
し
の
段
階

に
移
っ
た
の
を
機
に
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
も
と
に
新
た
な
活
動
地

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開
の
可
能

性
を
探
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず

は
直
接
実
施
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

目
指
す
が
、
あ
わ
せ
て
現
地
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
組
ん
で
の
事
業
の
可
能
性
も

探
る
。
調
査
地
の
選
択
や
活
動
内

容
の
参
考
と
す
る
た
め
に
他
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
活
動
地
を
い
く
つ
か
訪
れ
た

り
、
行
政
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
意

見
を
聞
い
た
り
す
る
予
定
で
あ

る
。
調
査
地
を
選
ん
だ
後
は
さ
ら

に
地
域
の
状
況
調
査
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
形
成
の
た
め
の
調
査
を
行
な

い
、
来
年
度
以
降
の
事
業
計
画
を

立
案
す
る
。

行
な
う
た
め
、
一
五
種
類
の
樹
木

の
苗
木
を
一
、
七
九
七
本
育
て
、

穀
物
畑
の
中
や
そ
の
周
囲
で
の
樹

木
活
用
の
実
例
を
示
す
た
め
に
植

林
し
た
。

◎
生
活
改
善
｛
パ
ル
ハ
ッ
ト
郡
一

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
活
動

と
同
様
に
郡
役
場
、
郡
農
業
省
と

の
話
し
合
い
で
モ
デ
ル
農
園
に
つ

い
て
も
郡
農
業
事
務
所
と
協
力
し

な
が
ら
引
き
渡
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。
自
給
用
の
家
庭
菜
園
の

普
及
の
た
め
野
菜
の
種
の
配
布
も

農
業
省
を
通
し
て
行
な
う
が
、
関

心
の
あ
る
農
民
達
が
独
自
に
種
を

入
手
で
き
る
方
策
も
講
じ
る
。
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◎
職
業
訓
練
｛
全
国
各
地
］

ア
ン
ゴ
ラ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル

ン
ジ
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
の
ア
フ
リ

カ
諸
国
か
ら
の
難
民
、
南
ア
フ
リ

カ
の
貧
困
層
と
農
村
地
域
の
青

年
、
あ
わ
せ
て
六
二
七
人
に
対
し

て
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
）
と
の
協
力

で
、
高
等
専
門
学
校
や
職
業
訓
練

学
校
で
学
ぶ
た
め
の
奨
学
金
を
支

給
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
建
設
、
工

一
九
九
九
年
度
活
動
計
画

一
九
九
八
年
度
活
動
報
告

持続可能な農業のコースに参加したＮＧＯ

｢ジンギサ｣のスタッフ(左手前は講師のティム）

’
九
九
四
年
に
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
）
体
制
か
ら
民
主
制
へ
と

移
行
し
た
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
人
口
の
八
○
％
を
占
め
る
黒
人
の
大
多
数
は

現
在
も
貧
困
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
農
村
社
会
は
出
稼
ぎ
収
入
に
頼
る
生

活
が
続
い
て
お
り
、
農
村
で
の
小
規
模
な
家
族
農
業
づ
く
り
、
地
場
産
業
の

育
成
は
新
生
南
ア
フ
リ
カ
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
現

地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
、
農
村
で
の
農
業
の
研
修
等
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
内
戦
が
続
く
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の
難
民
が
増
え
て
お
り
、

難
民
申
請
者
は
六
万
人
に
上
っ
て
い
る
。
難
民
が
南
ア
フ
リ
カ
社
会
で
自
立

し
て
い
く
た
め
に
、
職
業
訓
練
と
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
。

こ
の
五
年
間
で
、
政
府
機
構
の
改
革
や
法
律
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
て

お
り
、
六
月
の
第
二
回
総
選
挙
以
降
の
民
主
化
後
の
第
二
期
は
、
そ
れ
ら
を

基
盤
と
し
た
実
質
的
な
変
革
が
進
め
ら
れ
る
時
期
だ
と
い
え
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ

は
、
職
業
訓
練
や
農
業
研
修
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
に
よ

り
技
術
と
自
信
を
身
に
つ
け
た
人
々
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
実
践
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
難
民
へ
の
職
業
訓
練
と
教
育
機
会
の

提
供
は
二
○
○
一
年
を
め
ど
に
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
経
験
と
実
績
を

引
き
継
い
で
い
く
。

南
ア
フ
リ
カ

食
べ
て
い
け
る
技
術
を
人
々
に

作
機
械
、
自
動
車
整
備
、
縫
製
、
会

計
管
理
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
全
国
各

地
の
学
校
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
生
徒
の
選
考
・
カ
ウ
セ
ン
リ

ン
グ
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
英
語

力
が
十
分
で
な
い
難
民
に
対
し

て
、
英
語
教
室
を
実
施
し
、
二
五

○
人
が
学
ん
だ
。

◎
農
村
開
発
〔
全
国
各
地
一

持
続
可
能
な
農
業
に
関
す
る
現

地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
「
ペ
ラ
ム
」
お
よ
び
そ
の
加
盟

団
体
と
協
力
し
、
農
村
で
の
住
民

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象

に
「
持
続
可
能
な
農
業
と
環
境
回

復
」
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し

た
・
東
ケ
ー
プ
州
、
西
ケ
ー
プ
州
、

ク
ワ
ズ
ー
ル
ー
ナ
タ
ー
ル
州
で

の
研
修
の
一
○
コ
ー
ス
に
合
計

二
五
○
人
が
参
加
し
た
。
ま
た
、

各
村
で
の
研
修
に
使
え
る
よ
う

に
、
ズ
ー
ル
ー
語
や
ソ
ト
語
な
ど

の
民
族
語
で
の
資
料
づ
く
り
や
、

絵
を
使
っ
た
わ
か
り
や
す
い
教

材
の
開
発
、
各
州
内
で
の
農
民
交

流
に
も
協
力
し
た
。

◎
子
ど
も
の
教
育

〔
八
ウ
テ
ン
州
一

ハ
ウ
テ
ン
州
の
ソ
ウ
ェ
ト
地
区

に
あ
る
ブ
ヤ
ニ
小
学
校
は
、
フ
ァ

イ
ン
タ
ウ
ン
・
ス
ラ
ム
の
住
民
が

開
設
し
た
学
校
で
、
現
在
も
地
域

住
民
に
よ
る
学
校
運
営
委
員
会

が
運
営
し
、
小
学
校
一
年
か
ら
三

年
生
ま
で
の
二
八
四
人
が
学
ん

で
い
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
教
材
の
購

入
、
教
員
の
研
修
、
教
室
の
補
修

な
ど
に
協
力
し
た
。
ま
た
、
古
い

工
場
を
貰
い
受
け
た
も
の
を
校

舎
と
し
て
使
っ
て
き
た
が
、
新
校

舎
建
設
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
資

金
の
確
保
と
建
設
準
備
を
進
め

て
お
り
、
こ
の
委
員
会
の
活
動
へ

の
協
力
を
行
な
っ
た
。

◎
職
業
訓
練
〔
全
国
各
地
｝

九
八
年
度
か
ら
引
き
続
き
難
民

と
南
ア
フ
リ
カ
貧
困
層
農
村
地
域

の
青
年
を
対
象
に
、
約
五
○
○
人

が
高
等
専
門
学
校
や
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
で
学
べ
る
よ
う
奨
学
金
を

支
給
し
て
い
く
。
若
者
の
失
業
率

が
四
○
％
に
も
上
る
南
ア
フ
リ
カ

で
は
、
就
職
が
難
し
い
た
め
、
卒

業
生
を
対
象
と
し
た
就
職
指
導
に

力
を
入
れ
、
情
報
が
手
に
入
り
に

く
い
難
民
や
農
村
青
年
が
十
分
な

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

卒
業
生
が
縫
製
、
電
気
工
事
、
自

動
車
整
備
な
ど
の
分
野
で
共
同
事

業
を
始
め
る
こ
と
に
も
協
力
し
て

い
く
。
英
語
の
習
得
は
、
難
民
が

南
ア
フ
リ
カ
で
の
生
活
を
始
め
る

上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

今
年
度
も
約
二
五
○
人
が
英
語
教

室
で
学
ぶ
。

⑥
炉

。
＃
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◎
子
ど
も
の
教
育

［
ハ
ウ
テ
ン
州
一

ハ
ウ
テ
ン
州
の
ソ
ウ
ェ
ト
地
区

に
あ
る
ブ
ヤ
ニ
小
学
校
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
い
く
。
特
に
新
校
舎

建
設
が
大
き
な
課
題
な
の
で
、
住

民
参
加
に
よ
る
計
画
・
建
設
と
資

金
確
保
の
た
め
に
協
力
し
て
い

く
。

◎
農
村
開
発
【
全
国
各
地
一

「
ペ
ラ
ム
」
お
よ
び
そ
の
加
盟

団
体
が
実
施
す
る
農
業
・
環
境
に

関
す
る
研
修
な
ど
を
継
続
し
て
支

援
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
研
修
に
参
加
し
た
人
々
の
村
を

訪
問
、
調
査
し
、
必
要
と
さ
れ
て

い
る
支
援
を
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力

し
な
が
ら
行
な
う
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
農
作
物
の
市
場
が
、
白
人
大

規
模
農
場
の
生
産
物
に
独
占
さ
れ

て
き
た
の
で
、
小
規
模
農
民
に
よ

る
地
域
で
の
市
場
開
拓
に
つ
い
て

も
調
査
・
協
力
し
て
い
く
。

＃

大工のコースで技術を身につける



い
る
。
ま
た
、
音
楽
を
通
じ
た
平

和
へ
の
取
り
組
み
や
、
紛
争
で
心

に
傷
を
負
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

セ
ラ
ピ
ー
（
治
療
）
に
役
立
て
る

目
的
で
、
日
本
で
集
め
た
中
古
ピ

ア
ノ
を
五
台
送
っ
た
。
さ
ら
に
、

パ
レ
ス
チ
ナ
と
日
本
の
高
校
生

が
、
文
通
や
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
意

見
を
交
換
す
る
場
を
設
定
し
た
。
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◎
教
育
・
文
化
支
援

【
エ
ル
サ
レ
ム
ほ
か
］

現
地
で
長
く
活
動
し
て
き
た

「
ス
パ
ッ
フ
ォ
ー
ド
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
」
と
の
協
力
で
、
「
エ
ル
サ

レ
ム
子
供
平
和
図
書
館
」
を
開
設

し
、
子
ど
も
た
ち
の
平
和
教
育
へ

の
支
援
を
始
め
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ

自
治
政
府
の
権
限
も
及
ば
ず
常

に
緊
張
状
態
に
お
か
れ
て
い
る

エ
ル
サ
レ
ム
の
ア
ラ
ブ
人
の
子

ど
も
た
ち
を
主
な
対
象
と
し
て

パレスチナの女性と即興の連弾

一
九
九
八
年
度
活
動
報
告

一
九
九
四
年
に
開
始
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
が
、
和
平
交
渉
の
結

論
を
見
ず
に
五
年
間
の
期
限
を
迎
え
、
今
後
の
成
り
行
き
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
国
際
社
会
か
ら
の
支
援
な
ど
で
、
経
済
イ
ン
フ
ラ
や
社

会
サ
ー
ビ
ス
は
確
実
に
充
実
し
て
き
て
お
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
を
中

心
に
独
立
国
家
樹
立
へ
の
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
国
家
樹
立
は
排
他
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
つ
な
が
り
か
ね

な
い
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
「
平
和
教
育
」
の
重
要
性
を
認
識
し
、
政
治
、
宗
教
、
民

族
を
乗
り
越
え
て
共
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
と
問
題
を
共
有
し
、
武

力
以
外
の
問
題
解
決
の
方
法
を
模
索
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
「
エ
ル
サ

レ
ム
子
供
平
和
図
書
館
」
を
拠
点
に
平
和
教
育
活
動
を
行
な
い
な
が
ら
、
パ

レ
ス
チ
ナ
で
今
後
ど
の
よ
う
に
平
和
教
育
を
支
援
し
て
ゆ
け
る
か
を
探
る
。

子
ど
も
た
ち
が
書
物
や
音
楽
に
触
れ
る
こ
と
で
、
心
豊
か
に
育
つ
こ
と
を

期
待
す
る
と
同
時
に
、
平
和
教
育
の
指
導
者
に
対
し
て
の
学
術
的
な
支
援
も

視
野
に
入
れ
た
い
。
異
文
化
を
尊
重
す
る
意
識
を
育
む
と
い
う
意
味
か
ら
、

日
本
文
化
の
紹
介
も
積
極
的
に
行
な
う
と
と
も
に
、
日
本
の
人
た
ち
に
も
パ

レ
ス
チ
ナ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
日
本
社

会
に
向
け
た
広
報
活
動
も
行
な
っ
て
い
く
。

パ
レ
ス
チ
ナ

平
和
教
育
で
対
立
か
ら
共
存
へ

一
九
九
九
年
度
活
動
計
画

◎
農
業
支
援

〔
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
・
ガ
ザ
】

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
の
ラ
マ
ッ

ラ
ー
郡
で
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ
（
勺
巴
①
牌
自
慰
ご
跨
喝
胃
巳
‐

き
、
そ
の
過
程
を
通
し
て
協
力
関

係
を
築
い
て
い
く
。
四
月
に
は
、

ピ
ア
ノ
を
送
っ
た
先
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ァ
ッ
プ
を
兼
ね
て
、
日
本
か

ら
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
河
野
康

弘
氏
が
訪
れ
、
音
楽
療
法
や
環
境

保
護
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
の
演
奏
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
歌

手
と
の
共
演
を
行
な
う
。
ま
た
、

日
本
の
支
援
者
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ッ

ァ
ー
を
行
な
う
な
ど
、
日
本
へ
の

情
報
の
還
元
に
も
努
め
る
。

自
国
』
両
農
具
○
○
日
昌
昌
①
①
）
と

協
力
し
て
、
生
態
系
を
傷
め
な
い

農
業
の
研
修
を
行
な
っ
た
。
参
加

者
は
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
農
業
ス
タ
ッ

フ
お
よ
び
関
心
の
高
い
農
民
で
、

講
師
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
が
務

め
た
。
こ
の
研
修
へ
の
参
加
者

が
、
今
後
パ
レ
ス
チ
ナ
に
生
態
系

を
傷
め
な
い
農
業
を
広
め
る
中
心

と
な
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い

る
。

子供平和図書館にて(２点とも）

◎
教
育
・
文
化
支
援

〔
エ
ル
サ
レ
ム
ほ
か
］

平
和
図
書
館
は
四
月
に
仮
オ
ー

プ
ン
し
、
現
地
の
専
門
家
な
ど
の

意
見
を
聞
き
、
実
験
的
に
開
放
し

た
後
、
九
月
の
本
格
的
オ
ー
プ
ン

を
め
ざ
す
。
ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ

お
よ
び
イ
ス
ラ
エ
ル
の
平
和
教
育

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
共
同
で
、

平
和
教
育
や
環
境
教
育
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
参
加
型
研
修
）
を
開



地
理
的
に
は
、
日
本
に
も
っ
と
も
近
い
国
で
あ
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
（
北
朝
鮮
）
は
、
朝
鮮
半
島
の
分
断
以
来
、
日
本
を
ふ
く
む
多
く
の

国
々
と
国
交
が
な
く
、
現
実
に
は
最
も
「
遠
い
国
」
と
な
っ
て
い
る
。
’
九

九
五
年
の
大
雨
洪
水
を
契
機
に
、
は
じ
め
て
北
朝
鮮
は
国
連
機
関
な
ど
を
通

じ
て
国
際
援
助
を
求
め
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
、
人
道
食
糧
支
援
と
い
う
形
で
、
九
六

年
に
現
地
を
訪
問
し
た
。

自
然
の
災
害
に
加
え
、
山
の
傾
斜
地
の
過
開
墾
、
稲
の
密
植
な
ど
、
農
業

政
策
の
失
敗
が
土
壌
劣
化
や
保
水
の
低
下
を
ま
ね
き
、
飢
餓
の
構
造
を
生
み

出
し
て
い
る
。
国
際
援
助
に
よ
り
い
く
ら
か
栄
養
状
態
は
改
善
さ
れ
た
が
、

い
ま
だ
多
く
の
人
々
が
栄
養
・
健
康
障
害
に
苦
し
み
、
構
造
的
な
農
業
不

振
・
経
済
不
振
も
い
ま
な
お
続
い
て
い
る
。

一
方
、
九
八
年
に
大
規
模
な
津
波
の
被
害
を
受
け
た
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
に
お
い
て
は
二
度
の
調
査
を
重
ね
、
再
定
住
地
に
お
け
る
生
活
再
建
の
た

め
の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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託児所(北朝鮮･平安南道）

lｇｇＳ－１ｇｇｇ

◎
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

Ｊ
Ｖ
Ｃ
な
ど
六
団
体
で
つ
く
る

「
北
朝
鮮
こ
ど
も
救
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
で
は
募
金
を
募
り
、
二

二
○
万
円
分
の
小
麦
等
を
世
界
食

糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
を
通
し
て
、
一

二
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
（
小
学

校
お
よ
び
託
児
所
）
に
支
援
し

た
。
こ
れ
は
、
給
食
や
補
助
栄
養

食
と
し
て
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
利
用

さ
れ
た
。
九
八
年
一
二
月
の
代
表

団
訪
問
の
際
に
は
、
平
安
南
道
の

幼
稚
園
、
黄
海
北
道
の
託
児
所
、

平
壌
の
孤
児
院
を
中
心
に
、
米
・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
二
三
ト
ン
）
、
高

Ｏ
を
含
む
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
へ
の

出
席
、
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行

な
う
。九
八
年
度
の
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
「
農

業
・
環
境
円
卓
会
議
」
を
受
け
て
、

日
本
の
環
境
保
全
型
農
業
・
有
機

農
業
の
担
い
手
と
、
現
地
の
協

同
農
場
、
農
業
科
学
院
な
ど
を
つ

な
い
で
い
く
。
さ
ら
に
「
北
朝
鮮

こ
ど
も
救
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

軸
に
、
日
本
政
府
へ
の
働
き
か

け
、
現
地
へ
の
常
駐
活
動
者
の
派

遣
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
き
た

い
○
◎
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

津
波
災
害
救
援

九
八
年
の
津
波
災
害
に
対
し
、

雨
水
タ
ン
ク
及
び
雨
水
受
け
二
八

個
の
設
置
を
、
引
き
続
き
九
九
年

九
月
ま
で
続
け
る
予
定
。

ま
た
、
森
を
守
る
活
動
を
し
て

い
る
現
地
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し

て
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お

け
る
森
林
伐
採
の
現
状
を
日
本
の

人
々
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

一
九
九
八
年
度
活
動
報
告

及
び
雨
水
受
け
二
八
個
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
エ
イ
ド
・
ア
ブ
ロ
ー
ド
（
Ｃ

Ａ
Ａ
）
と
の
共
同
事
業
と
い
う
形

を
と
る
こ
と
に
し
た
。
日
本
の
他

の
団
体
と
も
共
同
歩
調
を
と
っ
て

い
る
。同
時
に
、
森
が
豊
か
に
残
っ
て

い
る
た
め
二
次
災
害
が
最
小
限
で

済
ん
だ
こ
と
が
分
か
り
、
現
地
で

以
前
か
ら
森
を
守
る
啓
発
活
動
を

続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
支
援
す

る
こ
と
と
し
た
。

一
昨
年
か
ら
続
い
て
い
た
干
ば

つ
災
害
へ
の
食
糧
・
水
支
援
は
、

雨
が
戻
っ
て
き
て
、
食
糧
も
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
九
八

年
一
○
月
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

緊
急
状
況
へ
の
対
応

市
民
の
国
際
的
な
連
携
をカ

ロ
リ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
文
房
具

を
直
接
配
布
し
た
。
そ
の
際
入
手

し
た
国
連
・
Ｅ
Ｕ
・
現
地
保
健
省

の
「
全
国
子
ど
も
栄
養
調
査
」
の

結
果
で
は
、
七
歳
以
下
の
子
ど
も

の
六
二
％
に
慢
性
栄
養
不
良
（
低

身
長
）
、
一
六
％
に
急
性
栄
養
不

良
（
体
重
の
低
下
）
が
見
ら
れ
る

と
い
う
衝
撃
的
な
内
容
が
報
告
さ

れ
て
い
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
執
行
委
員
で

ア
ジ
ア
農
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
事

務
局
長
で
も
あ
る
大
野
氏
の
参
加

に
よ
り
、
農
業
面
、
農
民
交
流
の

可
能
性
も
広
が
っ
て
き
た
。

九
八
年
四
月
の
、
北
朝
鮮
の
飢

鐘
に
思
い
を
は
せ
る
．
食
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
、
九
九
年
二
月
の

「
北
朝
鮮
人
道
支
援
日
韓
Ｎ
Ｇ
Ｏ

一
九
九
九
年
度
活
動
計
画

◎
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

津
波
災
害
救
援

九
八
年
七
月
一
七
日
、
北
海
岸

沖
合
い
を
震
源
地
と
し
た
地
震
が

発
生
し
、
高
さ
一
○
～
一
五
メ
ー

ト
ル
の
津
波
が
三
度
に
わ
た
っ
て

シ
サ
ノ
・
ラ
グ
ー
ン
付
近
の
村
を

襲
っ
た
。
死
者
二
五
○
○
人
余

り
、
被
災
者
は
一
万
人
に
上
っ

た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
被
災
直
後
に
三
人

を
現
地
に
派
遣
、
被
災
状
況
を
調

査
。
あ
わ
せ
て
義
援
金
を
募
集
し

た
。
九
九
年
二
月
末
か
ら
一
五
日
間

の
第
二
次
現
地
調
査
に
よ
り
、
住

民
の
生
活
の
た
め
の
雨
水
タ
ン
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
と
も
に
韓
国

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

多
く
の
関
心
を
集
め
、
日
韓
の
政

府
・
人
々
に
支
援
を
呼
び
か
け
る

も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
一
年
間
で

国
内
・
海
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

大
き
く
広
が
っ
た
。

津波で壊れた家(パプアニューギニア・サンタウン州）

◎
緊
急
救
援
と
提
言

北
朝
鮮
こ
ど
も
救
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
、
「
こ
ど
も
栄
養

調
査
」
の
報
告
内
容
を
受
け
て
、

引
き
続
き
子
ど
も
の
施
設
（
託
児

所
、
孤
児
院
な
ど
）
を
中
心
に
食

糧
支
援
を
続
け
る
。
ま
た
最
終
的

に
食
糧
支
援
に
頼
る
部
分
を
減
ら

す
た
め
に
も
、
農
業
の
現
状
を
把

握
し
、
有
効
な
協
力
方
法
を
模
索

し
た
い
。
年
度
前
半
に
日
本
の
有

機
農
家
（
野
菜
・
米
）
の
訪
問
を

実
現
し
、
土
壌
な
ど
現
状
の
調

査
、
農
民
交
流
を
行
な
っ
て
い

く
。
ま
た
、
韓
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協

力
を
軸
に
し
な
が
ら
、
欧
米
Ｎ
Ｇ
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◎
広
報
・
会
員
。
収
益
事
業

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
や
現
場
の
情
報

を
発
信
す
る
主
要
な
媒
体
で
あ
る

機
関
紙
（
弓
目
犀
両
罵
且
で
は
、

海
外
現
場
の
状
況
と
日
本
の
地
域

の
問
題
を
同
時
代
の
課
題
と
し
て

見
ら
れ
る
よ
う
、
森
、
住
民
組
織
、

ジ
エ
ン
ダ
ー
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
特
集
を
組
ん
だ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
も
増
加
し
て
い

る
。
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
報
告
会
や

各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
頻
繁

に
行
な
い
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
自
主
企
画
も
活

発
で
あ
る
。
恒
例
の
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の

つ
ど
い
」
は
、
埼
玉
県
・
狭
山
市

で
行
な
い
、
五
○
人
ほ
ど
の
参
加

を
得
た
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
）
に
基
づ
く
法
人
化
に
備

え
、
従
来
の
会
員
制
度
を
一
部
改

一
九
九
八
年
度
活
動
報
告

め
、
正
会
員
と
賛
助
会
員
の
種
別

を
設
け
、
全
会
員
に
選
択
し
て
も

ら
っ
た
。
次
期
総
会
か
ら
新
し
い

形
態
に
基
づ
い
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
意
思

決
定
が
行
な
わ
れ
る
。

秋
に
は
九
九
年
版
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
レ

ン
ダ
ー
の
写
真
家
・
野
町
和
嘉
さ

ん
の
写
真
展
を
中
心
に
、
「
ア
フ

リ
カ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
な
っ

た
。
メ
サ
イ
ア
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
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◎
調
査
研
究
・
提
言
・
開
発
教
育
．

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

タ
イ
農
民
金
融
に
関
す
る
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
日
本
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
各
機
関
に
対
す
る
政
策
提
言

を
行
な
う
と
同
時
に
、
タ
イ
を
モ

デ
ル
と
し
た
近
代
農
業
や
農
村
開

発
が
進
む
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

な
ど
の
周
辺
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

に
、
調
査
の
結
果
を
提
供
す
る
。

ま
た
、
調
査
を
共
同
で
行
な
っ
た

タ
イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
ラ
オ
ス
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
対
し
て
政
策
提
言
を

行
な
え
る
よ
う
支
援
す
る
。

ま
た
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
積
極
的
に
関
わ
り
、
政
策
提

言
、
開
発
教
育
な
ど
日
本
社
会
や

国
際
社
会
に
よ
り
有
効
に
影
響
を

与
え
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

を
続
け
て
い
く
。
「
○
○
・
○
・
国
」
を

通
し
て
の
ボ
リ
ビ
ア
で
の
文
化
継

承
活
動
を
今
年
も
継
続
す
る
。

識
鰯』

秋
か
ら
は
連
続
講
座
を
、
二
○

○
○
年
の
年
明
け
に
は
二
○
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ム
を
行
な
う
予

定
。
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
、
現
場

報
告
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の
意
味
を

明
ら
か
に
す
る
本
を
出
版
す
る
。

そ
の
他
、
ビ
デ
オ
、
展
示
用
パ
ネ

ル
な
ど
広
報
用
の
シ
ー
ル
を
整
備

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
も
更

に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

ま
た
、
法
人
化
を
機
に
会
員
拡

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
収
益
事
業
と

し
て
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
・
メ
サ
イ

ア
コ
ン
サ
ー
ト
も
例
年
通
り
行
な

』
７
。

◎
広
報
・
会
員
・
収
益
事
業

Ｊ
Ｖ
Ｃ
設
立
二
○
周
年
を
迎
え

る
に
当
た
っ
て
、
活
動
現
場
を
中

心
と
し
た
国
際
状
況
と
日
本
の
状

況
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の

意
味
を
さ
ら
に
明
確
に
し
、
日
本

社
会
に
訴
え
て
い
く
企
画
を
計
画

す
る
。

臨時会員総会兼･特定非営利活動法人設立総会

一
九
九
九
年
度
活
動
計
画

＄

ＪＶＣのつどい'９８(狭山）

東
京
で
一
○
回
目
、
大
阪
で
五
回

目
を
迎
え
た
。

◎
調
査
研
究
・
提
言
・
開
発
教
育
．

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
政
策
提
言

を
有
効
に
す
る
た
め
に
、
タ
イ
農

村
で
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
社
会
影
響
調

査
を
行
な
っ
た
。
特
に
日
本
の
借

款
援
助
の
一
つ
で
あ
る
農
村
金
融

が
、
逆
に
農
民
の
債
務
を
増
や
す

構
造
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
と

協
力
し
て
以
下
の
活
動
を
行
な
っ

た
。
「
地
雷
廃
絶
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
事
務
局
と
し
て
、
地
雷
禁

止
条
約
の
批
准
を
日
本
政
府
に
求

め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
Ｊ
Ｖ
Ｃ
や

ア
フ
リ
カ
日
本
協
議
会
等
一
○
団

体
で
結
成
し
た
シ
ａ
ｇ
Ｑ
皇
①

弓
○
日
目
。
シ
口
目
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
を

通
し
て
第
二
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
開
催
や
提
言

書
作
成
。

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
自
治
体
国
際
協
力

推
進
会
議
」
の
事
務
局
と
し
て
自

治
体
国
際
協
力
の
先
進
事
例
調

査
。
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
事
務
局
と
し
て
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
土
地
法
の
変
更
に
対
す
る
申

し
入
れ
、
お
よ
び
世
界
銀
行
主
催

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
国
会
議
に
合

わ
せ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
。
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」

を
通
し
て
、
外
務
省
と
の
定
期
協

議
で
発
言
。

こ
の
ほ
か
、
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
二
○
○
こ
「
シ
ー
ズ
・
市
民
活

動
を
支
え
る
制
度
を
作
る
会
」
な

ど
と
も
緊
密
に
連
携
し
て
活
動
し

た
。

ま
た
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
、
ボ
リ
ビ
ア
の
ガ

ラ
ニ
ー
民
族
に
よ
る
首
長
連
合
組

織
「
○
・
○
○
円
」
の
文
化
伝
承
の

活
動
を
支
援
し
た
。

｜
画
商
漉
動

一
情
報
を
出
し
、
提
言
す
る

一
海
外
の
状
況
を
日
本
に
伝
え
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
日
本
政
府
の
南
の
国
々
に
対

一
す
る
関
与
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
く
活
動
は
、
海
外
現
場
で
の
活
動
と
車
の

両
輪
癖
一
な
し
て
い
る
。
九
八
年
度
ｅ
前
』
一
度
以
属
に
積
極
的
魁
県
発
信
と

一
提
言
活
動
を
行
な
っ
た
。

’
九
九
年
一
月
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
設
立
二
○
周
年
』
・
』
あ
た
る
ｓ
韮
・
○
年
間
に
わ
た
る

蕊
峠
雲
蒙
震
蕊
萎
雷

一
タ
イ
に
お
け
る
農
村
調
査
の
結
果
を
活
か
し
芯
が
ら
、
周
辺
国
や
日
本
国
内

一
匿
雲
層
§
Ｉ



執
行
委
員
会

総会･執侭委員会報告 ＧＥＮＥＲＡＬＭＥＥＴｌＮＧＳ。ＥＸＥＣＵＴｌＶＥＣＯＭＭｌＴＴＥＥＭＥＥＴＩＮＧＳ

６７ｔｈＭｅｅｔｉｎｇ,Ｊａｎｕａｒｙｇ，１９９９

－Ａctivityplanforfiscalyearl999

-Strategyforfiscalreconstructionbasedonjuridicalpersonstatus

-Reportonapplicationforthecertificationofjuridicalpersonstatus

ＳＢｔｈＭｅｅｔｉｎｇ,Ｍａｒｃｈ２７，１９gg

-Reportonactivitiesforfiscalyearl998

-ProposalofactivityplanfOrfiscalyearl999(NewprojectinVietnam,etc.）

第
一
八
回
会
員
総
会

（
九
九
年
六
月
一
三
日
・
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
）

一
九
九
八
年
一
一
月
一
五
日
、

都
内
赤
羽
会
館
に
て
、
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
に
基

づ
く
法
人
設
立
の
た
め
の
臨
時
会

員
総
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、

五
○
人
を
超
え
る
出
席
者
と
と
も

に
、
法
人
認
証
申
請
に
必
要
な
要

件
に
つ
い
て
議
論
、
確
認
し
た
。

（
詳
細
は
、
機
関
誌
ト
ラ
イ
ア
ル

＆
エ
ラ
ー
一
八
六
号
参
照
）

特
に
重
要
な
点
と
し
て
は
、
新

し
い
定
款
の
中
に
提
案
さ
れ
た
会

員
の
種
別
の
件
と
理
事
会
の
設
置

が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て

は
、
会
の
運
営
に
関
す
る
議
決
権

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
幅
広
く

会
員
を
増
や
す
意
味
と
、
法
人
化

後
の
総
会
の
定
足
数
の
引
き
上
げ

に
関
連
し
て
、
「
正
会
員
」
と
「
賛

助
会
員
」
と
い
う
二
つ
の
種
別
を

設
け
る
こ
と
と
し
た
。
両
者
の
会

費
の
設
定
額
に
つ
い
て
議
論
が

あ
っ
た
が
、
当
面
両
者
と
も
に
同

額
と
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
役
員
の
制
度
と

し
て
、
現
行
の
執
行
委
員
会
か
ら

理
事
会
に
代
わ
り
、
法
的
に
も
会

の
運
営
に
関
す
る
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
設
立
総
会
の
決

議
に
基
づ
き
、
法
人
認
証
申
請
書

類
を
作
成
し
、
所
轄
庁
で
あ
る
東

京
都
に
提
出
し
た
。

第
一
七
回
Ｊ
Ｖ
Ｃ
臨
時
会
員
総
会
兼

特
定
非
営
利
活
動
法
人
設
立
総
会

特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て

の
東
京
都
か
ら
の
認
証
が
本
通
常

会
員
総
会
開
催
時
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
の
で
、
今
回
は
引
き
続
き

任
意
団
体
と
し
て
の
総
会
開
催
と

な
っ
た
。
法
人
組
織
へ
の
移
行
の

た
め
の
準
備
と
し
て
、
先
行
的
に

会
員
の
種
別
分
け
（
正
会
員
、
賛

助
会
員
）
を
済
ま
せ
て
い
た
た
め
、

正
会
員
を
も
っ
て
総
会
の
構
成
員

と
し
、
定
足
数
を
そ
の
総
数
の
三

分
の
一
と
し
た
。

五
月
末
時
点
で
正
会
員
の
総
数

は
二
九
六
名
（
会
員
総
数
一
七
一

九
名
）
、
当
日
出
席
六
二
名
、
委
任

状
出
席
一
三
九
名
、
合
計
二
○
一

名
で
総
会
は
成
立
し
た
。
今
回
も

例
年
通
り
、
九
八
年
度
の
活
動
及

び
決
算
報
告
、
九
九
年
度
の
活
動

計
画
及
び
予
算
案
の
二
つ
の
議
案

を
中
心
に
議
事
を
進
め
た
。

ま
ず
、
午
前
中
に
九
八
年
度
の

活
動
報
告
と
し
て
、
各
国
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
状
況
と
成
果
に
つ
い

て
各
担
当
か
ら
報
告
、
質
疑
応
答

の
上
承
認
さ
れ
た
。

昼
食
時
の
懇
親
会
を
挟
み
、
午

後
は
九
九
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

提
案
、
議
論
し
た
。
そ
の
中
で
、
Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
一

つ
で
あ
る
執
行
委
員
会
の
内
容
に

つ
い
て
も
っ
と
会
員
に
知
ら
せ
て

欲
し
い
と
の
意
見
や
、
幅
広
い
層

の
人
々
が
主
体
的
に
関
わ
れ
る
、

市
民
団
体
と
し
て
間
口
の
広
い
対

応
を
希
望
す
る
声
が
あ
が
っ
た
。

法
人
化
に
際
し
、
機
関
誌
等
を
通

じ
て
の
理
事
会
の
内
容
の
開
示

や
、
会
員
の
方
々
の
主
体
的
な
企

画
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
勢
で
臨
み

た
い
。

第
六
八
回
（
九
九
年
三
月
二
七
日
）

◎
九
八
年
度
活
動
報
告

◎
九
九
年
度
活
動
計
画

（
ベ
ト
ナ
ム
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
等
）

第
六
七
回
（
九
九
年
一
月
九
日
）

◎
九
九
年
度
の
活
動
方
針

◎
法
人
化
を
踏
ま
え
た
資
金
獲

得
戦
略

◎
法
人
認
証
申
請
の
報
告

第
六
六
回
臨
時

（
九
八
年
二
月
一
四
日
）

◎
都
条
例
に
則
し
た
定
款
案
の

最
終
確
認

◎
臨
時
会
員
総
会
兼
・
特
定
非

営
利
活
動
法
人
設
立
総
会
の

議
案
及
び
提
案
者
の
確
認
等

第
六
五
回
臨
時

（
九
八
年
一
○
月
一
七
日
）

◎
臨
時
会
員
総
会
の
開
催
と
審

議
内
容

◎
法
人
化
準
備
委
員
会
か
ら
の

報
告

第
六
四
回
（
九
八
年
九
月
一
九
日
）

◎
法
人
化
準
備
委
員
の
選
出

◎
新
定
款
の
内
容

◎
新
会
員
制
度
の
会
費

◎
理
事
会
の
規
模
と
役
割

第
六
三
回
（
九
八
年
五
月
三
○
日
）

◎
九
七
年
度
の
活
動
報
告

お
よ
び
決
算

◎
九
八
年
度
の
活
動
計
画

お
よ
び
予
算
案

◎
法
人
化
準
備
状
況

BecausetheTokyoMetropolitanGovemmenthadnotissuedacertificateofSpeci-

fiedNon-ProfitCorporationbythedateofthemeeting,weasavoluntaryorganl‐

zationheldthisAnnualGeneralMeetingasinthepast・However,becausethe

classificationofmembership(regularmembershipandsupportingmembership）

hasbeenineffectinpreparationfortransitiontojuridicalpersonOrganization,the

newarticlesofcorporationwerepartiallyapplied･Asaresult,theregularmem”

bershipwasqualifiedasmembersofthegeneralmeetingandthequorumwas

definedasonethirdofthetotalnumberoftheregularmembership・

Thetotalnumberoftheregularmembershipiscurrently296(thetotalnumber

ofallmembership:1,719)．Because62oftheregularmemberswerepresentand

l391ettersofattomeywerereceived,ｔｈｅｍeetingwasconsideredtobelegiti‐
mate、

Duringthemommgsession,thestatusandresultsofprojectsineachcountry

werereportedbythestaffinchargeandapprovedafterquestlonandanswer

l5Trial＆Errorl999/9-10(No.193）

ＧＥＮＥＲＡＬＭＥＥＴＩＮＧＳ

ＥＸＥＣＵＴｌＶＥＣＯＭＭｌＴＴＥＥＭＥＥＴｌＮＧＳ

time、Afteraninfbrmalpartyatlunch,plansforl999wereproposedanddiscussed

lnthissession,thefollowingopinionsand／ordesireswerebroughtup:ｌ)More

informationonExecutiveCommitteeMeetingsandthedecisionmakingprocessm

JVCshouldbegiventothemembership;2)Asagrass-rootsorganization,JVCshould

bepreparedtoacceptcontributionsinitiatedbyitsmembershipofvariousback‐
grounds，

Onacquiringstatusasajuridicalperson,wewillbereadytodiscloseinfOrmatlonon
theExecutiveCommitteeMeetingsviaJVCorgansetc・andtoprovidesupportfor

projectsinitiatedbythemembership．

Thel7thExtraordinaryGeneralMeeting

Thel7thExtraordinaryJVCGeneralMeetingandconcurrentlytheGeneralMeeting

forEstablishingSpecifiedNon-ProfitCorporationwereheldfbrestablishingjuridi‐

calpersonstatusaccordingto1lawtopromotespecifiednon-profltactivities(NPO
Law)'inAkabaneHallinTokyo,Novemberl5,１998．Theessentialmattersto

applyforstatusasajuridicalpersonwerediscussedandconfirmedwithmore

thanfiftyparticipants.(Forfurtherdetails,refertoTrial＆Error,vol､186）

Theclassincationofmembershipandtheestablishmentofthedirectorscommlt‐

tee(boardofdirectors)proposedinthenewarticlesofcorporationwerethemost

lmportantissues，Regardingtheformersubject,itwasagreedtosetup1regular
membership'andlsupportingmembershipIinviewofincreasingwidelythenum‐
berofmembershipofthevotingrightsortheoperationalmattersandraisingthe

quorumaftertheacquisitionofstatusasajuridicalpersonTheamountofdues

fbrthesetwoclassesofmembershipwerediscussedanditwasagreedtomake
themthesame

Astheneworganizationofofficers,theboardofdirectorswillbeestablishedby

replacingthecurrentexecutivecommittee・Theboardofdirectorswillassume

thelegalresponsibilitiesforJVCsoperation，Asperthedecisionofthismeeting，

theapplicationdocumentfbrcertificationofjuridicalpersonwaspreparedand

submittedtothecompetentauthority,theTokyoMetropolitanGovemment．

ExecutiveCommitteeMeetings

６３rdMeeting,Ｍａｙ３０，１９９８

－Reportonactivitiesandfinalaccountsfbrfiscalyearl997
-Proposalofactivityplanandbudgetforfiscalyearl998

-Thestatusofpreparationtoacquirestatusasajuridicalperson

６４ｔｈＭｅｅｔｉｎｇ,Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒｌｇ，１gg8

-Selectionofmembersforpreparatloncommitteeforstatusasajuridicalperson
-Newarticlesofcorporation

-Newmembershipsystemanddues
-Scaleandroleofdirectorscommittee

６５thExtraordinaryMeeting,October１７，１ggB

-Planofholdinganextraordinarygeneralmeetingandissuestobediscussedthere

ReportonpreparationcommitteeforstatusasajuridicalpersonThelBthAnnualGeneralMeeting(TokyoＹＭＣＡ,Ｍａｒｃｈｌ３１９ｇｇ）

SBthExtraordirlaryMeetirlg,Ｎｏｖｅｍｂｅｒｌ４，１ggB

-Finalreviewofproposedarticlesofcorporationthatconformwiththeregulationof
theTokyoMetropolitanGovemment，

-Confirmationofissuesandpresentersattheextraordinarygeneralmeetingand
concurrentlygeneralmeetingfbrestablishingspecifiednon-profitcorporatio、



1998年度貸借対照表
FＩＳＣＡＬｌ９９８ＢＡＬＡＮＣＥＳＨＥＥＴ 1999年３月３１日現在

AsofMarch31,1999

単位：円Ｙｅｎ

資産の部Assets

金額Ａｍｏｕｎｔ

1．流動資産CurrentsAssets

現金及び預金＊Ｃａｓ‘】＆ＢＳｎＫ 220.471.077

立替金ｉ１ｅｃｅＭﾖbIes 31.250

未収金OtherreceivabIes

海外事務所現預金OverseasofficaCash＆３ank

52‘623‘457

74.988.308

流動資産合計Subtota

２．固定資産FixedAssets

建物Ｂｕｍｉｎｇ

保評令Depositfor｢enｔ

長期貸付金Ｌｏｎｇｔｅｒｍ':Can

当資金(未来バンク他）”1vesとr診､erts.『､〔〕aptal

固定資産合計ＳI創りt(〕t(』：

資産の部合計Total

*現金及び預金
ＤｅｔａｉｌｏｆＣａｓｈ＆Ｂａｎｋ

1.現金Ｃａｓｈ

348,114,092

８.()00,000

12,245,000

1,000,000

10.100.000

31.345.000

379.459.092

金額Ａｍｏｕｎｔ

口ｖｇｈ ｌ,921,527

ドル＄103,317

ﾉifン隙ミ,.ＫＰ[〕喝r１ｄｓ 6.336

２.銀行Ｂａｎｋ

さくら銀行SaKu『ａＢａｎｋ33,723.669

束宗三菱銀行BanKofTokyoMitsubis‘1ｉ9,2460558

東京都民銀行…oｍｉｎＢａｎｋ63,452,215

朝日信用金庫AsahiShWoKinkolO,263,532

三井信託銀行Mitsui~rrust＆Banking702,395

富士銀行FKjjiBank２，灯9.709

三荊:銀f二ＳａｎｗａＢａｎｋ551,958

住友銀行SLlmitomoBalikli951,612

第一勧業銀行[〕ai-chiKangyoBankLOOO

東京相和銀行〒oky〔)Ｓ(〕ｕｗＢＢａ『１Ｋ32,593,267

3.郵便局PostaISavingl3,208.310

4.証券ＭＭＦ50.265.672

合計220.471.077

31/3/l999Rate＄l=￥121.55

負債の部Liabilities

1．流動負債CurrentLiabi1ities

源泉税等預り金Taxpayabie

前受金Advanceｓ｢eceived

流動負債合計Ｓｌ』btoTa

２．固定負債FixedLiabilities

退職給与弓:当金Rese｢vefo｢｢etirementa11owance

固定負債合言ＳⅨ〕t(〕ｍｉ

３．剰余金の部Reserves

基本金Endowment

繰越金＊Ｂ臼馴;cecarIie〔】f〔)|ｗａ噸

剰余金合計SJbtotal

負債・剰余金の部合計Total

＊繰越金
B31月ncecarriedfbrward

内訳Detai：

研究提言Adv(x]acy

ｽﾀｯﾌ研修StaffTraining

緊急救援EmergencyRelefFund

事業安定Ｐ｢c｣ectAdjustmentFurld

金額Ａｍｏｕｎｔ

1.295.23ユ

49.500.000

50.795.231

28.200.000

28.200.000

100,000.000

200.463.861

300.463.861

379,459,092

金額Amoun1

ﾌiiｙﾆｸﾍ繰越金projectaqvancesb『oughtf〔)｢ward

16,258,165

20,000.000

17,072,707

331529,026

69,3210000

44.282.963次年度繰越金Ｂａ:ance〈〕arriedforward

合言ＴＯｔａ 200.463.861

Trial＆Errorl999/9-10(No.193）１６



1998年度活動収支計算書

l7Trial＆Errorl999/9-10(No.193）

ＦＩＳＣＡＬｌ９９８ＦＩＮＡＮＣＩＡＬＲＥＰＯＲＴ
白1998年４月１日至1999年３月３１日
FromAprill,l998toMarch31,1999収入Revenue 支出Expenditures

IＮＤＥＰＥＮＤＥＮＴＡＵＤＩＴＯＲ１ＳＲＥＰＯＲＴ

日本国際ボランティアセンター（JVC）の1998年度決算につ

いて、監査の結果、事業は適正に実施され、また収支計算書お

よび貸借対照表は、一般に公正妥当と認められる会計原則に基

づいて作成されていることを認める。

13.139.926

12,553,527

6.879.754

1.499.292

9.143.859

3.816.324

1999年５月２８日

Ｍａｙ28,1999

監査報告書
4.72

WehaveauditedthefinancialstateｍｅｎｔｏｆＪＶＣａｓｏｆ

Ｍａｒｃｈｌ９９９ａｎｄａｃｋｎｏwledgedthatrevenue,expenditures

fortheFiscall998andthebalancesheetwerebasedon

generallyacceptedaccountingprinciples．

200.751.390

-287,529

2.7］

鳥･純子一億

看龍逃霧
調査委員

監査委員

内訳Detajl

黄MembershipDue蚤

募金DoMtion

個人募金DD1”onfmn2In(耐dunls

夏／冬募金Donationfl[Summc"Ch1･isllmscllarily値a､11劃９１
みどり・・本募

メ
カ
サイ

レン

アーン

釜DonaliqIl[ｍＩｎＭｉｄ〔jri

サ.、卜募金Ｄ<),Ｉ鋤lj〔Ⅲ:fmm二]e､(詞tCo,M:ert

ブー蔓金ＤＯＩ１ａｍｎｈｊｍＣ:iRendar

募金計SubtOtal

助成金Ｇ函ｔ

団体助成金 寄付金二]on;，

郵政省穴ランティァ貯金１

蝿:茄)mPriwl雌OrgnnlzmmnR

]lunraw:礎t』罰vinghIclmdom】Ａｉｄ

助日Z孟討Ｓ'1hｍｍＩ

補助金subusidy

国連機関E;NHcR

首本政府例務省）IapancscGovermncnt
偶本政府〈大使館草の根）japancscEmba鋤
補助金計Subm[aｌ

その他Othc曙

受取利息１，[cmstIncom（

雑収入（〕[he蝿

その他詞.Ｓ,Ibt｣)､１

収入合計Total

金額ｖｅｌｌ

14.730.728

53,917072

21.642593

8.821,634

皇4‘069,581

１５５８８２４４

103‘415.063

24.799.229

128.214.292

Ｍ0,528.910

１３‘000,000

7,971356

161.500.266

766.379

721406

1,487,785

19,972Ｊ9５

1.039.124

博成比§

3.5】

27.15

3ｕ5３

38.46

0.35

100.00

内訳ＤＣ[ail

タイＴｌ１割;1割耐

壷デノ,ﾉ自然農園MDdelji1rm

仁･民組織支援〈〕ommLlDityDcvdoPmcuL
NGO派遣研修Tl1aiNG〔)inlemsllIp
バン‘』ク謂務所Ean質koko瞳Ｃｅ

東京言理費Administ園lol1ExlPcnsesi1l･』.･kyu

プロジ･"･クト費EｉＳｕｂｔＩ１ａｉ

カンボジアC21mbodi3l

技術学校プノンペンTechnicaIskilI器t,菰ninRinPl,onml)Sn1，

技術学校シアヌ・クビルTcchnica1sMlstminil嘱inShihanolli《vIII，

持続的農業と農村開発Suslajnf1I〕IC噸,･icull1,1℃＆rwlidcv蛾lopl1,e、
卜:ノ

緊急

一.．､ングヤンターＴ館aIniMce,】にｒ

救援：Zmerlzcn仁yRcUel

プノンペン事務所恥,omPenhu血

霊ﾏ官理費Admj,無mliOnnxpe1l罵鴎iI:１．〔,kyO

プロジェクト費計SubIOai

ラオス恥０６

農村開発(Ｈ･Iンチヤ,ン）Ruraldcve1opmcnt

カムアン地域開発Ｒｕ【･mIdevclopment＆ibl瞳馬、

ビエンチャン事務所vientku,ceoH1ce

身諒琶理費Admjllislmtol1Expcl1sEsinTok”

ブロジ員クト費言･Ｓｕ:Ikjal

ベトナムＶｉｅｔｍｍ

人材育成(八イ・ノォン)Z2u1mT:r哨馴)ugn:どＩｌ借veIppmC皿

農村開発(フエ写?umidfwmk),)mピ､上
環境保全(フー>Envimn1Ileululpmlection

調査/地域開発(チヤヴイン)Rcgcrch
八ノイ事務所占lanOiomcc

東京管理費Admin』s1画[on識pcnscsim'Ybkyo

プロジ『・クト費言一SubL(油１

エチオピアEtlliOpim

アグロフォレストじ・・Ａ摩Dft1睡副r］

生活改善〔>ommunltydcvelDpm瞳nｔ

アジスアベバ事務所AddisAn)mbno飯鴎

東京管耳費Administ1ramnExu1en巽s,12,1.:)kyO

ゾ::ジ．.:ク1-費冒subtoml

（

農業事業RuraldevclopInent
ラマッラー事務所Ramallah1
東京管理費Ａ『1mini質1ｍ[on1蕊

プロジェクト費許Subtoal

南アフリカ別uthAfri“

轍業訓練vIx:at::),,aju罰jning

農村開発RurKilIlQvclOpmcn［
子ども教育EducatIon

ヨハネス．ﾉfルグ事務所Johanne語b１，噸｡儲｢舶

藷亨轄理費AdminisIratonIZxpenscsinToky《）

プロジニクト費謂Ｓ,１１》mul

緊急救援Ｅme,･無ncyRelief

北朝鮮ＮＣ唾ＫＯ面

パプアF~.・・１－:常_きア効ｐ１ＩａＮｅｗＧ画ne2，‐

ブロジニクI､費計Subtoal

ブロジーク:-評価費１，mj"tEwlIu:血'、

毎外ＮＧＯ支:援費（》vergea豊NGONetwOrk

為替損Fxcl1anRclos闇

海外ブ匡ジ:『:クト黄蒲．．‘:bml

国内Japan
国内ネットワーク費NeLwork

調査研究謂発教言ＡｄｖｏＥａｃｙ
広報／機弱誌製作I，ubliCRelatiOnS

国内ブロジF-ｸ.､費言･SubLO[aｌ

管理部門Ａｄｍｉｎｆ９ﾐﾛ話uiUI，

事務所維持費(〕mcclcase

人件費及び福利厚生費Ｓｍ荷s副】arl
そ･の他管理費()rher晶dmini馬tmli(ｊＩ，

管浬費蔚subk〕taj

事業

当期
特別

賢･管理費合計Tolal

収支BaIa1'ｃｃ

損失(パン::ク事務所〉エzxtraor〔ijn麺ylosscs但ankoko閃c。

当期収霊室額'rhisye劉r，sbalance

期首繰越金Ｂｃ又innin底(,ftl,ispcriO〔Ｉ

期末繰j諏今ElldufthisPcriod

金額ｖｃｎ

8.368‘868

4.996‘644

1‘020‘078

4101‘856

3.602.150

22.089.596

2,048,106

130760.239

ﾕ5,585,707

3,107.35弓

５目,317

9421.091

4.169.773

48-143-584

7079,587

9‘0050339

3,042,二83

5.678‘813

24-805‘922

47-032682

“
防
埋
“

ﾕ9.596.10二

5‘473,329

452ｊ504

3,426.586

1.901711

11.254.Ｚ３’

130.299.65

5.943,781

:,995,98（

6,704,28

4.058.12‘

149.00Ｌ8２

1'468‘341

2-618.519

4086.860

ﾖ,923‘560

1.56{),449

9.666.64］

339.16

672.286

4,699.820

ﾕ0.805.298

皇7.177.404

9.243.:４４

3,89,999

12.587‘831
Ｉ

200‘‘163.86］

1３４６

D､974

9n724

2n47l

().000

構成比９｛

5.32

11.59

5９７

』１．３３

35.88

0.98

０･46

0.38

２．３３

81.6

４．１４

14.19

１００．００



支出ExDenditures

１９９９年度活動収支予算
ＦＩＳＣＡＬ１９９９ＢＵＤＧＥＴ
自1999年４月１日至2000年３月３１日

L1999toMarch3102000

Trial＆Errorl999/9-10(No.193）１８

FromAprilFromApril
収入nevenue収入Revenue

999toMarch31,2000寺期存ｗｐＴｗ自I汁,,ｒｐＱ

内訳Detmjl

タイＴｈａｉｌａｎｄ

自然農業センター

スタディ

バンコク

東京管理

イア研

ツア・・ Ｓ[udv

Illt

l[cmship

omcc

ExpellsGs躯Tokyo

プロジ員ク．､費計SubTotaI

カンボジアＣ:１mb《jdia

特術学持プノンペンＴｅ１，１，１nicaIskilI5tE打､in輿iIlPhnnIYlPcnh

技術学校シアヌ･－ク医ルTcchinI蝿I鴬1画11鳥Kr&liningillShihanoukvi1ll

持続的農業と農村開発SustaimbleagT1:．:典:lre＆ruraidcvcIopmenl

資料・情報センターTrajners確駒ur〔:燈じenter

プノンペン事務所PhnomPcnh師Cｅ

東京管理費Administralm1Expenscsi龍Tokyu

ブ[』ジＴク:､費計Subto樋Ｉ

ラオスＬａ〔淵

森林保全と復合農業(カムンフン〕Rura1develoI〕mEI:tlhr"t:］

農村開発(ビーrンチヤン〉Ｒｕ厩aldevclOPnlcnt

東京管理費Adminl鳥tra[o12唾pensesillTDkyo

ブロジ・クト費計S1lbmLal

ベトナムVie、,、

人材育成(八〆,ノオ

地域開発（チヤヴ．

ン)Human鰹Cu1℃cdcvcloPmcnt

イン）ＣりmmL1ni[ydcvclOpment

農村開発(フエ>Rurnldevel(,pmgnt

環境保全(フエ>ﾇﾖnVilu,皿,Cntn]PrDtCCnOn

環境保全(ソン.フ）EnVim皿皿じu嘘upm[edjOn
農村開

ハノイ

東京管

発(ホアビン>Ruraldevelopment

事務

理費

所ユIzu1oio吐巳

Ad｣【山ligl【alol〕唾pcnscsinTok]

ブロジ員クト費言･SL1blolal

エチオピアE1hiOpia

アグロノォレストi･ノー(森林農業）ARmfbrestn

水くみ場改善Rur出lwatersuppiyimprovemcn［

牛蕪牧善HousehoIdaifhlir9lmprovemeI;ｔ

新活動調査Research
アジスアベバ事務所AddisAbmba姉Cｅ

員諒可管理費Adn1injs[ratonExpcnscsinTokyo

ブロジェク:､費計sub[oral
パレスチナMestil1e

教育文化支援Edu轍tion
一
痘
筆

マ
京
ラ
巣

一事務所RamflIlaho術Cｅ

費AdministratonExpense3i館TokyD

ブロジェグ､費胃･Subtolal

南アフリカＳ《〕uthAlﾖricm

職業訓練Ｖ《x:a油》n:i1t瞳IniI1H

農村開発Ｒｕr訓deveIopmenT

子ども教育Edu唖i1i｡、

ジョハネスバ・グ事務所Ｊ〔)han,lessburg〔,瞳Ｃｅ
東京管理費AdminM“)nExpensどSLn-oKvD

フロジ員クト費言SubmIa」

緊急対応Eme唾enCyRe1ief

北朝鮮ＮｏｒｍＫｏｌもａ

パプア．ユーギー.アPapuaNEwGuinea

予備費Reserve

プロジェクト費言SL1bloal

調査研究／開発教育Advocacy

プロジェクト評価費PmiccLcvaluadon
海外ＮＧＯ支援Ovei電enseNGGNetwDrk

毎外ブ[Ｉジ:=クト費計Ｔｏｍｌ

国内Japan

国内ネットワーク費NctwoIk

広報／機関誌製作PLlbUcRelations

|「]雨悶E罰司ジェクト費青E日翫而聞’

管理部門Adnnnislm1ion

役員報酬二>rピsid(,nt,畠剥ary

人件費及び福利厚生費staffsaiarjj
事務所維持費〈xnccicasc
その仙雲里費〈)rhcradministrarion

管理費計suhto制一一

事業費･管理費合計rolal

金額Ｙｅｎ

9,939,000

5409,000

2.695.000

1,4000000

1‘794‘０００

4.413.000

540.000

12.2880000

16371‘０００

5201,000

51857,000

5.000.000

15.257.000

21.700.000

9,750,000

5.500.000

36.950.000

二1.500‘０００

１‘650.000

５‘013.000

7,100,000

7.600.000

6.800,000

5.600,000

4000000

49.263.000

3.979‘000

3,947‘000

3.166‘000

1,026‘OOO

55790000

800000

118.497.000

3500.000

５．５０００００

880000

’9,880.000

760200.000

5200.000

2200.000

29.600.000

5.500,000

lEmFZmYm

2000.000

5.600.000

2000.000

9.600.000

6,500.000

2000,000

2.000.000

324.297.000

1,500‘000

13.300000

114.8ⅨM)0０

６m(X)0.000

26i500.000

二0‘０００．０００

上9.600.000

621001000

101.197.000

ｉ､650.000

柵喚員瞬

６．３９

１１．２８

9２１

12.28

4.61

2.46

29.59

2.39

1.62

0.50

0.50

80.83

□R雨

15.48

1００．００

内訳Deiail

会費Ｍ催､bどrshipDues一一一一

募金Ｄｃｎａ〔ioｎ

個人募金ＤＣ皿｡on[rDmTlldMduI山

夏/冬募金Domliona[SI1mIne"Ｃｌ麓isImascl1nntyc剛mpallm

みどり・本募金DDmtion誼)InMidoli

宴金計Ｒ1,b１面

収益事業助成金OLherdoMtion

メサイア:~jンソート募金ＤＣ、〔ionkomBcnc5tCDnce吐

カレンダ･募金Donationfro:弼Ｃ２１１ｅｎ１ｌａｒ

収益事業言･Subto【aｌ

助成金Ｇｒｍｌ１

団体助成金・寄付金Ｄｐｌｌａｌｊ伽kUmPlivateO“!:lzaIiuns

郵政省,l(ﾗﾝﾃ〃貯金Vdunl”PC"l艶vi昭In飴､過lj1jualAid
肋而今言一目,,hfnf角１

補助金Subusidy

国連機関醜HCR

円本政府(外務省）Jap副I1e誤Gov笹mmenI

日本政府(大使館草の根）Ｊａｎ:皿僅齢eEml)鎚鋤

詞死需SubLo[３１‐

その他Ｏ〔hcI

受取利息

雑収入<)[Ｉ

の他計

収入合計ＴＤｍｌ

Interesr-nmmI9

nel

金額Ｙｅｎ

16.000.00(）

7６

２０

197,000

000000

８－０００．０００

104.197.000

13.000.000

15.500.000

28.500.000

92,350,000

19.650‘000

１１２(X){Ｍ)0０

105‘０００．０００

29.000.000

5.000.000

１３９１】(ⅡＭ)0０

８００００００

７０００００

1.500.000

01.197.000

吸砿l上％

3.99

鮪日切四

34.65

0.37

1００．００



民間団体・グループ

アーユス

アイザ

(公)アジア・コミュニティ・トラスト

(財)イオングループ環境財団

ＥＣＣ地球救済キャンペーン

犬養道子「みどり－本」募金

ＷＥＬＬ

(財)太田慈光会

沖縄水道局

大津カトリック教会（グループ樫の木）

ガイアネットワークぎふ

加藤登紀子コンサート

神奈川ＪＶＣフレンズ

神奈川県生活協同組合連合会

川越市内ライオンズクラブ

グループあ一も

グループカンガルー

グローバル市民基金「地球の木」

解団連自然保毒墓今

(株)ＫＤＤコミュニケーションズ

(財)国際開発救援財団

国際難民奉仕会

コープおきなわ

越谷市職員組合

使用済みテレカ・カンボジア基金

ＪＶＣカレンダー事務局

ＪＶＣ国際協力コンサート「メサイア」

ジャスコ(株）

PrivateOrganizationandGroups

ＡｓｉａＣｏｍｍｕｎｉｔｙＴｒｕｓｔ

ＡＥＯＮＧｒｏｕｐＥｎｖironmentFoundation

MichikolnukaiFundforGreen

CharityConcertKATＯＴＯＫＩＫＯ

ＬｉｏｎｓＣｌｕｂｓｉｎＫａｗａｇｏｅＣｉｔｙ

GlobalPeople1sFoundationEARTHTREE

KeidanrenNatureConservationFund

KDDCommunications

RefugeelnternationalJapan

FoundationfbrlntemationalDevelopment/Relief

Co-opOkinawa

UsedTelephoneCardFundofvolunteerteamfOr

Cambodia

JVCCalendar

JVCBenefitConcertMESSIAH

l9Trial＆Errorl999/9-10(No.193）

支援団体
SupportingOrganization

ジャパンタイムズ

浄土宗東京教区青年会

浄土真宗本願寺派たすけあい運動募金

食品産業労働組合協議会

(財)住友財団

セイコー労組セイコーエプソン支部

世界の子どもたちと手をつなぐ会(JOF|Ｃ）

新日本管財(株)互助会

真如苑

清心女子高等学校（倉敷市）

清泉女子大学・福祉環境委員会

全石油ゼネラル石油労働組合

全日本自治団体労働組合（自治労）

創価学会青年平和会議

高岡教区寺族青年会

ちゃんこ江戸沢谷津店

(公)地球環境日本基金

調布ＷＡＴ

天龍商事(株）

電力総連

(社)東京都八南歯科医師会

東京マイコープ

(財)トヨタ財団

長峰集会

奈良文庫おはなしグループ連絡会

新潟国際ボランティアセンター(ＮＶＣ）

日本キリスト教団（佐賀教会）

福音館書店みどり一本の会

富士ゼロックス(株)社会貢献推進部

(財)毎日新聞社会事業団

三瀧寺

JUSCOCo.,Ltd、

Jodo-shuTokyoYouthAssociation

Shin-NihonKanzaiCo.,Ltd､CharityAssociation

Shinnyo-en

AlJapanPrefecturalandMunicipalWorkersUnionOichirひRengo）

TheSumitomoFoundation

Souka-GakkaiYouthPeaceCouncil

JapaneseChankoRestaurantEDOSAWA

ElectricPowerWorkerIsUnion

TheToyotaFoundation

NiigatalntemationalVolunteerCenter(NVC）

MainichjNewspapenMainichiSocialWelfareFoundation

MoralogylnternationalReliefCommittee

LaosChildrenIsCelebrationDayCampalgn

LaosPostcardCommlttee

RisshouKousei-kaiFlmdfbrPeace

みちしばの会

モービル石油(株）

モラロジー国際救援運動推進委員会

安田火災海上保険(株）

ラオス子どもの記念日基金キャンペーン

ラオス古ハガキ委員会

ウTF侍成会一食平和基金

ワング､－ランド・マーケット

日本国内の公的機関

日本政府（外務省）

郵政省国際ボランティア貯金

環境事業団

(社)国際農林業協力協会

(財)国際緑化推進センター

(社)国土緑化推進機構

(財)東京国際交流財団

(財)新潟県国際交流協会

広島県（海外技術協力事業）

国際機関

国際連合難民高等弁務官事務所(ＵＮＨＣＲ）

カナダ政府

５０音順

注：１００．０００円以上寄付・助成していただいた団

体を掲載しました。

EＨｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓ

MinistryofForeignAffairs,Japan

ThePostalSavingfOrlntemationalVoluntaryAidinJapan

JapanEnvironmentCorporation

AssociationfbrlnternationalCooperationofAgricultureandForestry

(AICAF）

JapanlntemationalForestryPromotion＆Coop‐

erationCenterOIFPRO）

TheTokyolnternationalFoundation

UnitedNations＆Ｏｖｅｒｓｅａｓ

UnitedNationsHighCommissioneribrRefUgees(UNHCR）

CanadaＦｕｎｄ

Note:Organizationswhichcontributedandaidedl,000,000

ｙｅｎＪＶＣｏｒｍｏｒｅａｐｐｅａｒｉｎｔｈｉｓｐａｇｅ．



JVCスタッフ（１９９８年度） JVCStaffinfiscall998

東京

熊岡路矢／谷山博史／磯田厚子／石丸敏子／奥野
久美子／荻野洋子／倉川秀明／清水俊弘／害賀一
仁／高木賢一郎(鎌倉市から研修)／高橋清責／谷山由
子／富安光子／中島弥生／中野恵美／長野広美／
福井責久子／松尾康範／山根譲

タイ

村上真平／杉山桂二／南亜希子／皆見陽子／
パイロウ・モンコンブンルールート

カンポジア

JVCスタッフ＆役員 ＴＯＫＹＯＯＦＦＩＣＥ

MichiyaKumaoka／HiroshiTaniyama／Atsuko
lsoda／Toshikolshimaru／KumikoOkuno／Yoko

Ogino／HideakiKurakawa／ToshihiroShimizu／
KenichiroTakagi(TraineesfromKamakura-shi)／
KazuhitoSuga／KiyotakaTakahashi／Ｙｕｋｏ
Ｔａｎｉｙａｍａ／ＭｉｔｓｕｋｏＴｏｍｉｙａｓｕ／Yayoi
Nakajima／EmiNakano／ＨｉｒｏｍｉNagano／
ＹasunoriMatsuo／YuzuruYamane／Kikuko

Fukui／

ＴＨＡＵＩＡＮＤ

ＳｈｉｍｐｅｉＭｕｒａｋａｍｉ／ＹｏｋｏＭｉｎａｍｉ／Akiko
Minami／PairohMongkolboonluelert

CAMBOＤＩＡ

JVCStaffand
ExecutiveCommitteeMembers

岩崎美佐子／山口誠史／余部徹／馬清／尾立素子

森田洋子／チャン・ナリン／ポーン・ナディー／

ノッブ・パウソー・トゥーイ／チャン・ダーツ／

パン・ソパル／ソリー・シアック／マリー・チヨムラン

チュム・チャンナレット／マヌー・クレメント・ペレイラ／チン・トラ

ラオス

渡辺龍也／七里和広／塚本和泉／福田まゆみ／クラープ･プイブニボン
コンドウァン・プッタチャーン／ブンシン／ヴィアン／サイサヌック

ベトナム

伊藤達男／伊藤幸子／稲見圭／常葉勝／松本節子／和田智子／ダオ・

ティ・トゥガー／ホー・ティ・フォン・ダイ／レ・ヴィエト・トゥオン

ホアン・ティ・し・八ン／ファム・コン・フィン

エチオピア

市来圭／ソロモン・エシャテ／タファセッチ・テセマ／ゼネブ・

メコネン／アラマイヨ・アベベ／アリ・シラジ／タショメ・デミセ

南アフリカ

津山直子／大島義幸／日方圭子／セレケ・マディマベ／

ジャブ・シベコ／ドゥドウジィレ・ンカビンデ／シポ・ディカレ

ファナ・ムソミ／アンジェラ・クレイグ

パレスチナ

佐藤真紀

有給スタッフ国内１９名海外５８名

代表：熊岡路矢

事務局長：谷山博史

(１９９８年４月～１９９９年３月に在籍したスタッフを掲載しました）

執行委員

アイネス・バスカビル(Ｊｖｃメサイアｺﾝｻｰﾄ実行委員長)／足立房夫(財団法

人国際障害者年記念ﾅｲｽハート基金常務理事)／磯田厚子(女子栄養大学助教授日本国

際ポﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー )／岩崎駿介(日本国際ポﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー 特別顧問)／大河

内秀人(ｱー ﾕｽ=仏教国際協力ネットワーク理事)／大野和興(ジｬー ﾅﾘｽﾄ､アジ

ア農民交流ｾﾝﾀー 事務局代表)／熊岡路矢(日本国際ﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー 代表)／鴫

紀晶(ﾜﾗポﾗ事務局長)／須田吉海(市民運動全国ｾﾝﾀー 世話人)／高田洋子

(敬愛大学助教授)／田中優(グﾙー ブＫＩＫ｜）／谷山博史(日本国際ポﾗﾝﾃｨｱ

ｾﾝﾀー 事務局長)／西沢純夫(Ｊｖｃポﾗﾝﾃｨｱグﾙー プ)／林達雄(日本国際

ポﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー 前代表)／原毅彦(立命館大学教授)／平野克己(アジア経済研

究所)／船橋邦子(大阪女子大学女性学研究ｾﾝﾀー )／星野昌子(敬愛大学教授､社

団法人神奈川人権ｾﾝﾀー 理事長日本国際ポﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀー 特別顧問)／本田徹(医

師､ＳＨＡＲＥ＝国際保健協力市民の会代表)／横川芳江(グﾛー バﾙ市民基金｢地球の木」

代表）

竺杏室量冒

斉藤誠(熱帯雨林保護法律家ﾘｰグ､弁護士）／高塚直子(公認会計士）

総会員数１，７１９名(内訳正会員２９６名、賛助会員１４２８名）

１９９９年５月末現在

Misakolwasaki／MasashiYamaguchi／KiyoshiUma／MotokoOdachi／
ToruAmabe／YokoMorita／ChanNarin／PhoeuneNady／NopPouev／

SarTouch／ChanDanith/PhanSophal／SolySeak／MaryChamrorum／
MannuClementPereira／ChumChannareth／ChinTola

LAOS

TatsuyaWatanabe／KazuhiroShichiri／MayumiFukuda／Izumi

Tsukamoto／KulapPhouivunibone／KongDuanePhoutthachanh／
Bunsin／Saisanouk／Ｖｉａｎ

ＶＩＥＴＮＡＭ

Tatsuolto／Sachikolto／Keilnami／TomokoWada／MasaruTokiwa／

SetsukoMatsumoto／ＤａｏＴｈｉＴｕＮｇａ／HoThiPhuongDai／LeViet

Tuong／HoangThiLeHang／ＰｈａｍＣｏｎｇＰｈｉｎ

ＥＴＨＩＯＰＩＡ

Keilchiki／SolomonEshete／TaffesechTessema／ZenebeMekonen

AlemayehuAbebe／AliSiraj／ＴｅｓｈｏｍｅＤｅｍｉｓｓｉｅ

ＳＯＵＴＨＡＦＲＩＣＡ

ＮａｏｋｏＴｓｕｙａｍａ／ＫｅｉｋｏＨｉｋａｔａ／ＹｏｓｈｉｙｕｋｉＯｈｓｈｉｍａ／Seleke

Madimabe／JabuSibeko／DuduzileNkabinde／SiphoDikgale／fana

Msomi／ＡｎｇｅｌａＣｒａｉｇ

ＰＡＬＥＳＴＩＮＥ

ＭａｋｉＳａｔｏ

ThenumberofpaidstaffinJapanl9Abroad58

President:MichiyaKumaoka

SecretaryGeneral:HiroshiTaniyama

ListofJVCpaidstaffduringtheperiodofAprill98toMarch199

ExecutiveCommitteeMembersinfiscall998andl999

lnezMBaskerville（concertMessiahchairperson）／FusaoAdachi（Executive

Director,CommemorationoflYDPNiceHeartFoundation）／AtSUkOISOda(Associate

Professor,KagawaNutritionUniversity）／ShUnSUkelWaSaki（SpecialAdvisor,Japan
InternationaIVolunteerCenter）／ＨｉｄｅｈｉｔＯＯｋＯＣｈｉ（Director,ＡＹＵＳ〔International

CoopertionNetworkofBuddhism〕）／MiChiyakUmaOka（President･Japanlnterna・
tionalvolunteercenter)／ToshiakiShima(ExecutiveDirectorwalavola)／Kazuoki

OhnO（Journalist〔Agriculture,RuralDevelopment,Food〕，Director,AsianFarmers

Exchangecenter)／HarumiSuda(shiminundouzenkokucenter)／YokoTakada

(ＡＳＳociateProfessorKeiaiUniversity)/MaSarUTanaka(GroupKIKI)，HirOShi

Taniyama(SecretaryGeneral,JapanlnterIrationalVolunteerCenter）／SUmiO

NiShizaWa(ThememberofVolunteerGroup,JapanlnternationalVolunteerCenter）／

TatsuoHayashi(fbrmerPresident,JapanlnternationalvolunteerCenter)/Takehiko

Hara（Professor,RitsumeikanUniversity）／KatSUmiHiranO（InstituteofDevelop

ingEconomy〔IDE〕）／KUnikOFUnabaShi(Professor,Women1sStudiesCenterOsaka

Women1sUniversity,Coordinator,AsianWomen'sConferenceNetwork）／MaSakO

HOShinO(ProfessorKeiaiUniversity,TheChiefDirector,KanagawaHumanRightsCen‐

ter,SpecialAdvisor,JapanlntemationalVolunteerCenter）／TOrUHOnda（Medical

Doctor,President,SHARE〔ServicefbrtheHealthinAsian＆AfiricanRegion〕）／YOShie

YOkOkaWa（Representative,Grobalpeoplelsfoundation〔EARTHTREE〕）

Auditoｒ

MakotoSaito（Attorneyatlaw）／NaokoTakatsuka（CPA

ThetotalnumberofJVCmembersisl,719(regularmember296，

supportingmemberl423)ａｓｏｆｅｎｄｏｆＭａｙｌ９９９．

Trial＆Errorl999/9-10(No.193）２０
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|nfo｢ｍｉｎｇＪａｐａｎｏｆｃｉｒｃｕｍｓｔａｎｃｅｓｉｎｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇｃｏｕｎｔ｢ｉｅｓａｎｄ

ｓｐｅａｋｉｎｇａｂｏｕｔｔｈｅｉｎｖｏｌｖｅｍｅｎｔｉｎｔｈｅｓｅｃｏｕｎｔｒｉｅｓｂｙＪａｐａ
ｎｅｓｅagenclessuchasODAisinsepa｢ablefromJVOsonsite

ove｢seasactivitiesDuringthisfiscalyea｢,ｗｅｇｅｎｅ｢atedin‐

formationandmadeproposalsmo｢epositivelythanlastyear、
ＢａｓｅｄｏｎｔｈｅａｃｈｉｅｖｅｍｅｎｔｂｙＪＶＣｄｕ｢ingthese20years,ｗｅ
ｗｉｌｌｍａｋｅｔｈｅｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅｏｆＮＰＯactivitiesclea「ａｎｄｃｏｍｍｕ‐

ｎｉｃａｔｅｉｔｔｏｔｈｅｐｕｂｌｉｃ、Ｂｙｍａｋｉｎｇｕｓｅｏｆｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅ

villagesu｢veyinThailand,wewillactivelyint｢oducepolicyrec‐
ommendationinneighbo｢ｉｎｇｃｏｕｎｔｒｉｅｓａｎｄＪａｐａｎ．

Activities,ＦｉｓｃａｌｌｇｇＢ

ＰｕｂｌｉｃＲｅｌａｔｉｏｎｓ,ＭｅｍｂｅｒｓｈｉｐａｎｄＦｕｎｄＲａｉｓｉｎｇ

Ourorgan(Trial＆Error)istheprincipalmediumtogenerate

infOrmationofJVC1sactivitiesandonsitecircumstancesltcar‐

riedfeaturearticlesonsuchthemesasfOrests,peoplesorgani‐

zation,andgendersothatthecircumstancesatoverseassites

andcommunityproblemsinJapanmaybeconsideｒｅｄａｓｃｏｍ‐

montasksinthesedays・ＴｈｅａｃｃｅｓｓｔｏｔｈｅＪＶＣｈｏｍｅｐａｇｅｉｓ

ｉｎｃreasing・Reportingmeetingsbysitestaffandvarioussym‐

posiumswereheldfrequently・Projectsinitiatedbyvolunteer

groupswerecommon・Ourcustomary,JVCgatheringwasheld

inSayama,Saitamaprefecturewithaboutfiftｙｐｅoplepartici‐

pating、

Inpreparationforestablishingjuridicalpersonstatusaccord‐

ｉｎｇｔｏｔｈｅｌａｗｔｏｐｒｏｍｏｔｅｓｐｅｃｉｆｉｅｄｎon-profitactivities,we

changedourmembershipsystemtointroducemembershipclas-

sificationwithregularmembershipandsupportingmember‐

Ship、Allmembershipchoseeitheroneortheother、Fromthe

nextgeneralmeetingdecisionswillbemadeinaccordancewith

thisnewsystem・

Ｉｎａｕｔｕｍｎ,ｗｅｈｅｌｄｔｈｅＡｆｒｉｃａＣａｍｐａｉｇｎｗｉｔｈａｐｒogramof

photographicexhibitionbｙＭｒ,KazuyoshiNomachiwhowas

thephotographerofJVCIsl999calendar・WeheldMessiah
concertstwice，DecemberlOthinTokyoandDecember5thi、
Osaka．

Survey,Research,Advocacy,DevelopmentEducation

andNetworkiｎｇ

InordertomakeeffectivepoliticalrecommendationstoJapans

ODAwemadeasurveyofthesocialinfluenceｏｆＯＤＡｏｎｖｉｌ‐

lagesinThailandltwasmadeclearthatloansforfarmers，

whichisoneofJapanlsODAassista､Ｃｅ,builtupastructureto
increasefarmers1debt・

Incooperationwiththenetworkinｇｏrganizationswewere
activeasfollows：

-AsthesecretariatofJapanCampaigntoBanLandmines,we

carriedoutacampaigntorequesttheJapanGovemmentto

ratifytheTreatyoftotalbanoftheanti-personnellandmines

(OttawaTreaty)．

-ＷｅｈｅｌｄＮＧＯｍｅｅｔｍｇｓａｎｄｐｒｅｐａｒｅｄａｐｒoposalattheSec‐

ondAfricaDevelopmentMeetingthroughACTthatwasorga‐

nizedbytenorganizationsincludingJVCandAfrica-JapanFo‐

ｒｕｌｎ，

-AsthesecretariatoftheCommunity-BasedDevelopmentlni‐

tiatives(CDI-Japan),wemadeasurveyonadvancedinstances

ofautonomicinternationalco-Operation，

２１Trial＆Errorl999/９－１０(No.193）
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-AsthesecretariatofPeople1sForumonCambodia,wemadea
propositionfbrtherevisiｏｎｏｆｔｈｅＣａｍｂｏｄｉａｎＬａｎｄＬａｗ,ａｎｄ

ｈｅｌｄａＮＧＯｓｙｍｐｏｓｉｕｍｗｈｅｎｔｈｅＷｏｒldBank1sConsultative
GroupMeetingwasheld，

-ThroughtheJapaneseNGOCenterfbrlnternationalCoopera‐

tion,wehavebeenparticipatingactivelyinregulardiscussion

withtheMinistryofForeignAffairs・

Inaddition,wecooperatedcloselywithPeople1sForum20011
and℃is-CoalitionfOrLegislationtoSupportCitizens1Organi-
zation，

AspartoftheoverseasNGOnetwork,wesupportedtheproject

ofBoliviaGuaranisCC.Ｃ､Ｈ・topreservetheculturebyvideo

recordingwiththecooperationoftheToyotaFoundation．

ＰｌａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌｇｇｇ

ＰｕｂｌｉｃＲｅｌａｔｉｏｎｓ,ＭｅｍｂｅｒｓｈｉｐａｎｄＦｕｎｄＲａｉｓｉｎｇ

IncelebrationoftheJVC1s20thanniversaryinFebruary2000，

wewillplantheprojectsthatwillmakethesignificanceof

JVCisactivitiesclearerandappealtothepublicinJapan,bas‐
ingontheintemationalandJapanesesituations・
Aseriesoflecturewillstartinautumnandacommemorative

symposiumwillbeheldearlyintheNewYear・Atthistiming，

wewillpublishabookofon-sitereportandmakingthesignifi‐

ｃａｎｃｅｏｆＪＶＣ'sactivitiesclear・Inaddition,wewillarrange

toolsforpublicrelations,suchasvideotapeandpanel,ａｎｄｅｎ‐

richthecontentsofhomepages，Takingtheestablishmentof

juridicalpersonstatusforanopportunity,wewillcarryout

campaignfbrincreaseinnumberofmembership・Messiahcon‐

certsandsalesofcalendarswillbecarriedoutforfundraising，

astheusualyear．

Survey,Ｒｅｓｅａｒｃｈ,Advocacy,DevelopmentEducation

andNetworking

BasedontheresultsofsurveyoftheloanfOrfarmersinThai‐

land,wewillmakepoliticadvocacytoJapan1sODAorganiza‐
tions、Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｌｍｅ,wewillprovidetheresultsofsurvey

forNGOsinneighboringcountriesｓｕｃｈａｓＬａｏｓａｎｄＣａｍｂｏｄｉａ

ｗｈｅｒｅｔｈｅｍodernfarminganddevelopmentofvillagesarein

progressafterthemodelofThailand・Additionallywewillsup‐
porttheThaiNGOthatcarriedoutthesurveyjointlywithus

sothａｔｔｈｅｙｍａｙｍａｋｅａｄｖｏｃａｃｙｔｏＬａｏｓａｎｄCambodia･

Incooperationwiththevariousnetworkingorganizations，

wewillcontinuethenetworkingactivitiesofpoliticrecommen‐

dationanddevelopmenteducationthathavemoreeffectivein‐

nuenceonJapaneseandtheinternationalpublics・Wewillcon‐

tinuetheactivitiesforreservingthecultureinBoliviathrough

C､ＣＣ.Ｈ・ｔｈｉｓyear．



TheDemocraticPeople'sRepublicofKo｢eａ（NorthKorea）is

geographicallyoneoftheclosestcountriestoJapan,however，
the｢ehavebeennodiplomaticrelationswithmanycountries

includingJapａｎｓｌｎｃｅｔｈｅｄＭｓｉｏｎｏｆｔｈｅＫｏｒｅａｎＰｅｎinsulaand
therefo｢ｅｉｔｈａｓｂｅｃｏｍｅｔｈｅ‘remotest，Count｢yineffect・

ＮｏｒｔｈKorea「equestedintemationalassistanceth｢ｏｕｇｈＵＮ

ｏ｢ｇａｎｉｚａｔｉｏｎｆｏｒｔｈｅｆｉ｢ｓｔｔｉｍａｗｈｅｎｔｈｅｙｓｕｆｆｅ｢ｅｄｆ｢ｏｍｔｈｅ

ｈｅａｖｙｒａＩｎｓａｎｄｆｌｏｏｄｉｎｌ９９５，ＪＶＣａｌｓｏｖｉｓｉｔｅｄｔｈｅｄｉｓａｓｔｅ「

areafo「ＨｕｍａｎｉｔａｒｉａｎＦｏｏｄＳｕｐｐｏｒｔｉｎｌ９９６．

Inadditiontothenatu｢aldisaster,failu｢esinagriculturalpolicy

suchasexcesslvecultivationonthemountainslopｅｓａｎｄｏｖｅｒ

ｐｌａｎｔｉｎｇｏｆ｢ｉｃｅｃａｕｓｅｄｔｈｅｄｅｃ｢ｅａｓｅｏｆｔｈｅｕｎｄｅｒｇｒｏｕｎｄｗａｔｅ「
reseI-vesandthedeterio｢ａｔｉｏｎｏｆｓｏｉｌａｎｄａｌｓｏｃｒｅａｔｅｄｔｈｅｓt｢uc-

tu｢ｅｏｆｓｔａ｢vation､Withintemationalassistance,ｔｈｅｎｕｔｒｉｔｉｏｎ

ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓｗｅｒｅｉｍｐｒｏｖｅｄｔｏｓｏｍｅｅｘｔｅｎｔ、Ｈｏｗｅｖｅｒ，many

peoplearestillsufferingf｢oｍｍａｌｎｕｔ｢ition／healthdisorders、

Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,ｗｅｈａｖｅｃｏｎｔｉｎｕｅｄｏｕ「ｓｕ｢ｖｅｙｉｎＰａｐｕａ

ＮｅｗＧｕｉｎｅａｗｈｅｒｅａｓｅｖｅ｢eearthquakeandtidalwavedisas‐

ｔｅｒｏｃｃｕｒ｢ｅｄｏｎＪｕｌｙｌ７，１ｇ９Ｂｉｎｏｒｄｅｒｔｏｉｍｐｌｅｍｅｎｔｔｈｅａｐ‐

prop｢iateassistanceto「econst｢ucttheirlMngconditioninthe
｢ｅｌｏｃａｔｉｏｎｓｉｔｅｓ．

Activities,Fiscall99B

ReIiefOperationandAppeal(NorthKorea）

TheNorthKoreaChildrenReliefCampaignthatwasformed

bysixorganizations,includingJVC,collectedcontributionsand

senttwomillionyenworthofwheattochildrenunderthirteen

(elementaryschoolsanddaynurseries)throughWorldFood

Program(WFP).ItwasusedtomakebiscuitsfOrschoollunches

andtosupplementfoodnourishment・Whenthedelegation
visitedthereinDecemberl998,theydistributedrice,ｃｏｒｎ(２３
tons),highcaloriebiscuitsandstationerydirectlytomainly
kindergartensinSouthPyong-anProvince,adaynurseryin
NorthHwang-haeProvinceandanorphanageinPyongyang
Astheresultof1SurveyofNationwideChildren，sNutrition

Condition1madebytheUnitedNations／ＥＵ／MinistryofHealth
NorthKorea,shockingconditionswerereported、６２％ofchil‐
drenundereightyearsaresufferingfromchroniclackofnour-

ishment(shortinheight),ａｎｄ１６％fromacutelossofweight
WiththeparticipationofMr､Ｏｈｎｏ‐JVCExecutiveCommit‐

teememberandDirectorofAsianFarmersExchangeCenter，

theopportunitiesinagriculturesupportandfarmersexchanges
areexpanding

Both1AMealCampaign1fOrstarvationinNorthKoreainApril
l998andIJapaneseandKoreanNGOForumforNorthKorea
HumanitarianSupport1inFebruaryl999withKoreanNGOsas

partnersdrewattentionwidelyandappealedtopeoplesand
govemmentsinbothJapanandKorea､Thedomesticandover‐

seasnetworkextendedgreatlyinthisyear．

Elementa｢ｙschool(SouthPyong-an）
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ReliefofTidalWaveDisaster

(PapuaNewGuinea）

蕊:騨識r曲常騨砦織,羅蕊

AsevereearthquakeoccurredonJulｙ17,1998withitsseismic
centerlocatedinanoffShorenorthernarea・Ｔｈｅｔｉｄａｌｗａｖｅｓｏｆ

ｌＯｔｏｌ５ｍｅｔｅｒｓｉｎｈeightattackedavillageneartheSissano

Lagoonthreetimes・Thenumbersofvictimsandinjuredｗｅｒｅ

over2,500and10,00qrespectively､Immediatelyafterthedi-

saster,JVCsentthreestaffmemberstothelocationforasur‐

veyofthesuffering,andbeganraisingcontributions，

Withtheresultofthesecondon-sitｅｓｕｒｖｅｙｆＯｒｌ５ｄａｙｓｓｉｎｃｅ

ｔｈｅｅｎｄｏｆＦebruaryl999,itwasdecidedtoinstall28setsof

rainwatertanksasajointprojectwithanAustralianNGO，

CommunityAidAbroad(ＣＡＡ)．Ontheotherhand,itbecame

clearthattheremainingluxuriantfbrestminimizedthesecond‐

arycalamity、Thereforewealsodecidedtosupportalocal
groupthathadbeenactiveinanenlightenmentmovementfbr

protectionofforests・

Wehadprovidedthefoodandwatersupportfordroughtsince
theyearbeforelast・ThisprojectwascompletedinOctober
l998,becausebythenithadrainedsufficientlyandfoodhad
againbecomeavailable．

ＰｌａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌ９９９

ＥｍｅｒｇｅｎｃｙＲeliefandProposal(NorthKorea）

TocopewiththeresultofISurveyofChildrensNutritionCon‐

dition1,wewillcontinuefbodsupportmainlytochildren1sfacili‐
ties(daynurseriesandorphanhomes)．Wewanttogetagood
graspofthecurrentagriculturalsituationandseekaneffective

wayofcooperationtodecreasethedependenceonfoodsup
portinthelongrun・Duringthefirsthalfoffiscall999,wewill

carryoutvisitstoorganicfarmers(riceandvegetable)tostudy
thecurrentstatusofsoilthereandassociatewiththefarmers・

WiththecooperationwiththeKoreaｎＮＧＯｓ,wewillpartici‐
pateininternationalNGOmeetingsincludingＥｕｒｏｐｅａｎａｎｄ
ＡｍｅｒｉｃａｎＮＧＯｓａｎｄｍａｋｅaninformationexchangeactively
(BeijingMeeting,Mayl999)．
Inconjunctionwith1l998AgricultureandEnvironmentRound‐
tableMeeting1byUNDP,wewillestablishaconnectionand

exchangeaboutenvironmentallyfriendlyagricultureandor‐
ganicfarmingwithcooperativefarｍｓａｎｄｔｈｅＡｃａｄｅｍｙｏｆＡｇ‐
riculturalScienceinNorthKorea・ＷｉｔｈａｄｒｉｖｅｂｙＮｏｒｔｈＫｏ‐
reaChildrenReliefCampalgn,wewillappealtoagenciesofthe
JapaneseGovemmentandpursuitthepossibilityofsending
residentactivists．

ReliefofTidaIWaveDisaster

(PapuaNewGuinea）

ForthetidalwavedisasterinSissanoareaonthenorthcoast

lastyear,wewillcontinuetoinstall28setsofrainwatertank

andcollector，ThisisajointprojectwithAustralianNGO，
CommunityAidAbroad(ＣＡＡ)thatisactiveatthesite・
Wewillprovidesupporttoalocalgroupthathasbeenactlve

forprotectionofforestandinfOrmJapanesepeopleofthecur‐
rentsituationindefOrestationinPapuaNewGuinea、Wewant

toenhancetheseactivitiesｔｏｃｈａｎｇｅｏｕｒｏｗｎａｗａｒｅｎｅｓｓｆｏｒ
nature．

Trial＆Errorl999/9-10(No.193）２２



ThePalestineP｢ovisionalAutonomythathadsta｢tedinlgg4

willexpireafte「ａｔｅ｢moffiveyearswithouttheconclusiorlofa

peacenegotiation・Ｓｏｗｅａｒｅｃｏｎｃｅｍｅｄｈｏｗｔｈｉｎｇｓｗｉｌｌｔum
out・lnthemeantime,economicinf｢astructu｢ｅａｎｄｓｏｃｉａｌｓｅｒ‐

ｖｌｃｅｓａｒｅｃｅｒｔａｉｎｌｙｉｍｐ｢oｖｌｎｇｕｎｄｅｒｔｈｅｌｅａｄｏｆＴｈｅＰａｌｅｓｔｉｎｅ

ＡＬＩｔｏｎｏｍｏｕｓＧｏｖｅｍｍｅｎｔａｎｄｔｈｅｓｕｐｐｏｒｔｆｒｏｍｉｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌ

ｓｏｃｉeties､Ｔｈｅｙａｒｅｐｌｒｏｇ｢essingtowardtheestablishmentof

anindependentnation

However,ｔｈｅｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔｏｆｔｈｅｎａｔｉｏｎｍｉｇｈｔａｌｓｏｂｒｉｎｇ

ｅｘｃＩｕｓｉｖｅｎａｔｉｏｎａｌｉｓｍ，Ｗｅａ｢ｅａｗａ｢ｅｏｆｔｈｅｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅｏｆ

ＰｅａｃｅＥｄｕｃａtionandwewillsha｢ｅIssueswiththepeoplewho

mustcoexistbygettingoverthebarrie｢ｏｆpolitics,「eligionand

racetogether,ａｎｄｓｅｅｋｔｈｅｓｏｌｕｔｉｏｎｓｏｔｈｅｒｔｈａｎｆｏ｢ｃｅ

ＷｅｗｉｌｌｓｔｕｄｙｈｏｗｗｅｃａｎｓｕｐｐｏｒｔｐｅaceeducationinPales‐

ｔｉｎｅｉｎｔｈｅｆｕｔｕｒｅａｓｗｅｃｏｎｔｉｎｕｅｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌａｃｔＭｔｙｕｓｌｎｇ

ＪｅｒｕｓａｌｅｍＣｈildrensPeaceLib｢aｒｙａｓａｂase，

Ｗｅｅｘｐｅｃｔｔｈａｔｃｈｉｌｄｒｅｎｗｉｌｌｇｒｏｗｗｉｔｈａｇｒｅａｔｄｅａｌｏｆｓｅｎｔｉ‐

ｍｅｎｔｔｈ｢oughbooksandmuslc,ａｎｄｗｅｗａｎｔｔｏｃｏｎｓｉｄｅ「aca‐

demicsupportfo｢theleadersofpeaceeducationatthｅｓａｍｅ

ｔｉｍｅＷｅｗｉｌｌｉｎｔ｢oduceJapanesecultu｢ｅｔｏｇ｢ｏｗｔｈｅｉｒａｗａｒｅ‐

ｎｅｓｓａｎｄ「espectfordiffe｢entcultu｢ｅｓ;ｉｎｔｈｅｍｅａｎｔｉｍｅ,ｗｅ

willｐ｢omotepublicrelationsfo｢Japanesepeopletounde｢stand
Palestinia｢1andlsraeliculture．
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ＥｄｕｃａｔｉｏｎａndCulturalActivities

SupportforAgriculture

(TheWestBankandGazaStrip）

蕊鍵＃

IncooperationwithPARC(PalestinianAgriculturalRelief

Committee)weheldtraininginRamallahDistrictontheWest

Bank,ｏｎｆａｒｍｉｎｇｓｏａｓｎｏｔｔｏｓｐｏｉｌｔｈｅｅｃｏsystem,Participants

comprisedagricultuｒａｌｓｔａｆｆｍｅｍｂｅｒｓｏｆＰＡＲＣａｎｄｔｈｅｆａｒm-

erswhohaveastronginterestinsuchagriculture,Ｔｈｅｔｒａiner

wasastaffmemberofJVC，Weexpectthattheparticipantsof

thistrainingwillbecomeleaderstospreadthistypeoffarming
inPalestineinthefuture．

Activities,ＦｉｓｃａｌｌｇｇＢ

EducationandCulturalActivities

(Jerusalem）

Incollaborationwiththehistorical,longservingSpafford

Children'sCenterweestablishedtheJerusalemChildrensPeace

Libraryandstartedsupportingpeaceeducationforchildren・
OursupportismainlyintendedforArabchildreninJerusalem
whoarebeyondthepowerofThePalestineAutonomousGov‐

ernmentandarealwaysintensesituations・Wealsocollected

fivesecond-handpianosinJapanandsentthemPalestinefor

thepurposeofbringingaboutpeacethroughmusicandutiliz‐
ingthemfOrtherapyfOrchildrenwhohaveexperiencedtrauma
duetoalltheconflictsandtensions､Ｗｅａｌｓｏｐｒｏvidedhigh

schoolstudentsinPalestmeandJapantheopportunitytoex‐

changeideasbetweenthemvialettersandvideotapes．

Ｉ
Ｍ｢・Kono‘aJapanesepianistmadeajointconce｢ｔｗｉｔｈｆａ‐

ｍｏｕｓＰａｌｅｓｔｉｎｅｓｌｎｇｅｒＭｓＲｅｅｍＢａｎｎａ

２３Trial＆Errorl999/９－１０(No.193）
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蝋

WeopenedthelibrarytentativelyinAprill999tohearopin‐
ionsandadviceoflocalspecialists・WewillprepareafOrmal

openinginSeptemberl999aftertheexperimentalopenlng･We
willalsoholdworkshopsonpeaceeducationandenvironmental
educationincollaborationwithNGO，ｓ,performingpeaceedu‐

cationactivityinPalestineandlsraeLWewillbuildthenet‐
work､InAprill999,Ｍｒ､YasuhiroKonowhoisaJapanesejazz
pianistvisitedwherewesentpianos,andplayedthepianoat
theworkshopsonmusictherapyandtheenvironmentalpro‐

tection・HealsoplayedwithaPalestinianSinger，１ｔprovided

foⅡｏｗ－ｕｐａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ、WewillplanstudytourstoPales‐
tinefbrJapanesesupportersandsendinformatlonontoJapan．

蕊



BlackSouthAf｢iｃａｎｓ,rep｢esenting80％ofthepopulationin

SouthAf｢ica,hadbeendeprivedoftheirownlandｓａｎｄｃｏｅｒｃｅｄ
ｔｏｍｉｇ｢ａｔｅｔｏｖａｒＩｏｕｓｓｅｇｒｅｇａｔｅｄａ｢ｅａｓｕｎｄｅｒｔｈｅＡｐａ｢theid
system、Absenceofemploymentinthosea｢ｅａｓｏｂｌｉｇｅｄｍａｌｅ
ｆａｍｉｌｙｈｅａｄｓａｎｄｙｏｕｎｇｍａｌｅｓｔｏｗｏｒｋａｗａｙｆ｢ｏｍｔｈｅｉ｢homes，

hａｖｉｎｇｂｅｅｎｐｒｌｍａｒｉｌｙａｂｓｏ｢ｂｅｄｉｎｔｏｍｉｎｉｎｇｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ、Ｔｈｅ
ｄｅｍｏｃｒａｔｉｃｎｅｗＳｏｕｔｈＡｆｒｉｃａ,sfailuretoalleviatepoverty

especiallyinru｢ａｌａｒｅａｓｃｏｎｔｉｎｕｅｄｔｏａｌｌｏｗｂｌａｃｋｍａｌｅｐｏｐｕｌａ‐

tiontobeseparatedfromtheirfaｍｉｌｉｅｓａｎｄｗｏｒｋｉｎｍｌｎｅｓｎｅａ「

u｢ｂａｎａｒｅａｓ、Developmentｏｆ「uｒａｌｌｏｃａｌｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓａｎｄｓｍall-

scalefamilyagriculturalbusiness,therefo｢e,areforeseenand

stronglydemandedｂｙｔｈｅｒｕ｢ａｌｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｔｏｆｌｅｅｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓ

ｆ｢omsuchsystemcreatedbythepl-eviousgovernment，From

thisviewpoint,JVChasinitiatedtrainingp｢ｏｇ｢ａｍｓｌｎａｇｒｉｃｕｌ‐

tureincooperationwithlocalNGOsｔｏｐｒｏｍｏteself-sufficiency
withintheruｒａｌｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓ．

ＪＶＣａｌｓｏｈａｓｂｅｅｎｐ｢ｏｖｉｄｉｎｇｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌａｎｄｔ｢ａｉｎｉｎｇｏｐｐｏ｢－

ｔｕｎｉｔｉｅｓｔｏｐｏｌｉｔｉｃａｌｒｅｆｕｇｅｅｓｗｈｏｈａｖｅｆｌｅｄｆ｢ｏｍｔｈｅｉ「ｃｏｕｎ‐

ｔｒｉｅｓｏｆｏ｢ｉｇｉｎｍａｉｎｌｙｄｕｅｔｏｐｒｏｔ｢actedarmedconflicts，Ｔｈｅ

ｎｕｍｂｅｒｏｆｐｏｌｉｔｉｃａｌ「ｅｆｕｇｅｅｓｉｎＳｏｕｔｈＡｆｒｉｃａｈａｓａｍｏｕｎｔｅｄｔｏ

ｍｏｒｅｔｈａｎ６０,ＯＯＯａｎｄｐ｢omotionoftheirself-reliancea｢ｅｃｒｉｔｉ－
ｃａｌｔｏｔｈｅｉｒｌｉｖｅｓｉｎＳｏuthAfrica

Forthelastfiveyea｢s,reformofadminist｢ativestructu｢eand

installationoflegalinf｢astructurehavebeenmetinSouthAf‐

ｒｌｃａａｎｄｓｕｂｓｔａｎｔｉａｌｃｈａｎｇｅｓｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｗｏｒｋｄｏｎｅｂｙｔｈｅ

ｆｉｒｓｔｄｅｍｏｃraticgovernmentareexpectedinthesecondphase
ofthedemocraticSouthAfricaJVCwillcontinuetoconｄｕｃｔ

ｉｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎｏｆｔｒａｉｎｉｎｇｐｒｏｇｒａｍｓｉｎｖｏｃａｔｉｏｎａｌｓｋｉｌｌｓａｎｄ

ｒｕraldevelopment，andhelpitsbeneficiariesbeequipｐｅｄｗｉｔｈ
ｎｅｃｅｓｓａｒｙｓｋｉｌｌｓａｎｄｃｏｎｆｉｄｅｎｃｅａｎｄｅｖｅｎｔｕａｌｌｙｅｎｈａｎｃｅｔｈｅｍ

ｌｎｒｅｓｐectivecommunitiestheybelongto・Ａｌｓｏ,JVCintends

tohandove｢itsexpe｢Ienceandskillsinprovisionofeducational

assistancetowardpoliticalrefugeesbytheendofyｅａｒ２００１．

Activities,FiscallggB

VocationalSkilIsTrai､ing（Nationwide）

Atotalof627peoplewerebenefitedfromthisprojectthat

wasimplementedinpartnershipwithUNHCR・Beneficiaries

includedpoliticalrefugeesfromotherAfricancountriessuchas

Angola,Rwanda,BurundiandSomaliaaswellasSouthAfrican

youthsfromruralcommunities、Theprojectprovidedscholar‐
shipstothebeneficiarieswhoattendedvarioustypesofcourses

suchascarpentry,machinery,motormechanic,sewing,account‐
ingandcomputer、JVCmaintainedclosecontactswitheduca‐

tionalandtraininginstitutionsandprovidedindividualadvis‐

ingandcounselingtothebeneficiariesastheyprogressedin
theirrespectlvechoicesofthecourses．

RuralDevelopment（Nationwide）

lncooperationwithPELUM,anetworkingNGOspecialized

msustainableagriculture,anditsassociatemembersJVCimple‐

mentedlOtrainingcoursesonsustainableagricultureandenvl‐

ronmentalrevitalization・Atotalof250peopleattendedinEast‐

ernCape,WesternCapeandKwaZulu-Natal、ＪＶＣａlsofUnded

developmentofcoursematerialswithpicturesinlocallanguages

sｕｃｈａｓＺｕｌｕａｎｄＳｏｔｈｏｉｎｈｏｐｅｔｈａｔｗｉｄerpopulationsmrural

areasusethemJVCalsocontributedtopromoteexchangesof

informationamongstlocalfarmerslnrespectiveprovlnces．

陛輔鯉

騨鋳鞘
陵

霧L騒騒

Children，sEducation（Gauteng）

BuyaniPrimarySchoolinSoweto,Johannesburgwasestab‐

lishedbyresidentsoftheFinetownｓｑｕａｔｔｅｒｃａｍｐａｎｄｈａｓ
ｂｅｅｎｒｕｎｂｙｔｈｅSchoolSteeringCommitteemadeupofthe
residents・Atotalof284studentsfromGradeltoGrade3are

currentlystudyingattheschooLJVCassistedtheschoolin

purchaseofschoolmaterials,provisionofteacherstrainingand
rehabilitationofschoolfacilities，Constructionofanewschool

buildingisbeingforeseenbytheschoolandanewcommittee

wasformedtosecurefundsfortheconstruction．ＪVCassisted

theschoolinestablishmentandactivitiesofthiscommittee．

ＰｌａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌ９ｇｇ

ＶｏｃａｔｉｏｎａｌＳkillsTraining(Nationwide）

JVCwillcontinuetoprovidescholarshipstoapproximately

500politicalrefilgeesandSouthAfricanyouthsfromdisadvan‐

tagedruralcommunitieswhowillattendvarioustechnical

schoolsandtraininginstitutes，AsSouthAfricaIshighunem‐
ploymentrateamongstyouthsamountsto４０％thatcontinues

tohinderJVC'sbeneficiariesfrombeingemployed,JVCwill
emphasizeonvocationaladvisingandcounselingtoenablethem

toacquireinfbrmationonlocallabormarket・Atthesametime，

JVCwillassistthebeneficiariestoestablishcooperativesmall

businessesinsuchareasasdressmaking,electricity,motorme‐

chanic、Approximately250newlyarrivedpoliticalrefugees
willattendtheJVCEnglishclasstobeequippedwithEnglish
communicationskillstoinitiatetheirlivesinSouthAfrica．

RuralDevelopment(Nationwide）

PELUManetworkingNGOspecializedinsustainableagricul‐
ture,anditsassociatememberswillbesupportedinimplemen‐
tationoftrainingprogramsinagricultureandenvironmentis‐
suesAtthesametime,JVCwillconductneedsassessmentto

identifyfurtherassistancethataredemandedbyfbrmeｒpar‐
ticipantsoftheprevioustrainingprogramssupportedbyJVC，
JVCwillalsoconductaresearchonlocalmarketofagricultural
productsforsmallscalefarmers．

Children1sEducation（Gauteng）

JVCwillcontinuetosupportBuyaniPrimarySchoollocatedin

Soweto,GautengProvince､JVCwilltarget,amongstothers,con‐
structlonandfundraisingactivitiesfOranewschoolbuilding．

RefugeesinJVC，ｓＥｎｇｌｉｓｈｃｌａｓｓ;Englishfluencylsessential
tosu｢viveinSouthAf｢iｃａ
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鱗ツ

ApressingissueindailylMngintheｐ｢eservationandrestora‐
ｔｉｏｎｏｆｆｏｒｅｓｔｒｅｓｏｕ｢ｃｅｓＮｏｔｏｎｌｙｔｈｅＧｏｖｅｒｎｍｅｎｔｂｕｔａｌｓｏ
ｍａｎｙＮＧＯｓａｒｅｗｏｒｋｉｎｇｏｎｓｕｃｈａｆｆｏｒestationactMtiesHow‐

ever,ｆａ｢ｍｅ｢sbelievethatthesetaskswe｢ｅｆｏｒｃｅｄｏｎｔｈｅｍｂｙ
ｔｈｅｕｐｐｅｒｓｉｄｅ,ａｎｄｔｈｅｙｈａｖｅｓｃａｎｔｅｎｔｈｕｓｉａｓｍｆｏｒperfo｢ｍ－
ｌｎｇactivitiesbythemselves，Underthesecl｢cumstances,JVC
consideredthatoursupportwaｓｎｅｃｅｓｓａ｢ｙｔｏｇｅｎｅｒａｔｅｔｈｅｉ「
inte｢ｅｓｔｉｎｔ｢ｅｅｓａｎｄｔｏｉｎｃｒｅａｓｅｔｈｅｉｒｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇＳｏｗｅ
ｓｕｐｐｏｒｔｅｄｔｈｅｆａｒｍｅ｢ｓａｃｔＭｔｉｅｓｏｎｍａｉｎｌｙｐｒａｃｔｉｃｉｎｇａｇ｢o‐
fo｢est｢y,ｗｈｉｃｈｕｔｉｌｉｚｅｓｔｒｅｅｓｆｏｒｄａｉｌｙｆａｒｍｗｏｒｋｉｎＢｅ｢eｈｅｔ
Ｗe｢ｅｄａ

Ｗｅｗｉｌｌｓｅｅｋｎｅｗｆｏｒｍｓ,directionandpossibilityoffutureac‐
tivitiesinEthiopiabasedonou「supportingexpe｢ｉｅｎｃｅｓｓｕｃｈ
ａｓｔｈｅａｇ｢o-forestryactivityinBerehet、Ｗｅｗｉｌｌｈａｎｄｏｖｅ「Ｃｕ「

activitytoBe｢ehetWe｢edaAgricultureOffice,ａｎｄｗｅｗｉｌｌｒｅ‐

searchforthenewactivitiesf｢ｏｍｎｅｘｔｙｅａ｢,aswecontinue
well-diggingOu｢objectiveistheimp｢ovementofpeopleslive‐
|ｉｈｏｏｄｔｈ｢oughresto｢ａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｎａｔｕｒａｌｅｎｖｌｒｏｎｍｅｎｔｅｓｐｅ‐
ciallyforestresou｢cesbyfa｢ｍｅｒｓｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓ．

Activities,FiscallggB

Agro-forestry（BerehetWereda）

Wecontinuedtosupportfarmersactivitiesinagro-forestry
mainly,consistingofraisingseedlingsandplantingtreeSsince
lastyear・Thenumberofbothparticipatingfarmersandthe
seedlingsincreasedremarkablycomparedwithlastyear・As
ofSeptemberl998,ａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｒａｉｎｙｓｅａｓｏｎ,ｔｈｅｎｕｍｂerof

participantsincreasedfrom29householdsin3groupstoll2
householdsin7groups・Thenumberofplantedseedlingsin‐
creasedfrom4,O13treesofllkindsto24,307treesofl4kinds・

ItcanbesaidthattheseresultswerebroughtbyfarmersIin‐
creasingawarenessandenthusiasmfOrtheirownactivitiesand

lmprovementoftechniquesviaclosesupportbyourfieldstaff

lnOctoberl998,aftertherainyseason,wediscussedtheactiv‐

ityevaluationandplanswithBerehetWeredaCounciland

BerehetWeredaAgricultureOffice・Wehaddiscussionswitha

personinchargefromthezoneadministrationinDecember

l998,ａｎｄｗｅｒｅａｃｈｅｄａｎａｇｒｅｅｍｅｎｔｆｏｒｔｈｅａctivityplanin
l999．

WaterSourceImprovement（BerehetWereda）

Ｉｔｔｏｏｋｔｉｍｅｔｏｎｅｇｏｔｉａｔｅｗｉｔｈｅａｃｈａdministration,orBerehet

WeredaCouncil,NorthShowaAdministrativeZoneanｄＡｍｈ月ra

NationalRegionalState,butwefinallyexchangedadocument
ofagreementfortaskslateinFebruary1999．Ａｎｄｗｅｔｒａｎｓ‐
portedthematerialsforwell-digginganddeliveredthemtothe

sitesinordertobeginactivitiesinMarchl999．

Livelihoodlmprovement（BerehetWereda）

Wecontinuedtogivedemonstrationsforgrowingvegetables，

raisingseedlingsandplantingtreesviathedemonstrationgar‐
den､Wegreweightkindsofvegetablesincludingnotonlythe
nativespeciesbutalsointroducedspeciessuchascarrots,beets，

tomatoesandcauliflowers,andwedistributedeightkindsof

seedsto363farmersａｎｄｗｏｍｅｎ，Wealsodevisedusingdrain‐

age住omakitchen,andmakingcomposth･omgarbagefbrthe

２５TrialandErrorl998/9-10(No.183）

spreadofhomegarden･Ｗｅｒａｉｓｅｄｌ,797treesofl5kindsinthe

demonstrationgardentospreadtheutilizationoftrees,and
plantedtheminandaroundgrainfieldsasademonstration．

ＰｌａｎsforFiscall999

Agro-forestry（BerehetWereda）

BasedontheagreementwiththeBerehetWeredaCounciland

theBerehetWeredaAgricultureOffice,l999willbeatransi‐

tionperiodwhenwewillgraduallyhandoverouractivityto
farmersgroupandthelocaladministrations・Wedecidedto

collaboratewithBerehetWeredaAgricultureOffice,ａｎｄｗｉｌｌ

providenecessaryseeds,farmimplementsandmaterialsthrough
theBerehetWeredaAgricultureOfEcefbrthefbllow-upofrais‐
ingseedlingsandplantingtreesbythefarmersgroup,orga‐
nizedinl998．

WaterSourcelmprovement（BerehetWereda）

Ｗｅｗｉｌｌｄｉｇｓｉｘｗｅｌｌｓａｓｐａｒｔｏｆｔｈｅｔｗelvewellstotalplan,and
installhand-pumpsthisyear‘Wewillorganizetheusersgroup
attｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ,andraiseawarenessforthemaintenanceof

wellsandpumps・Wewillalsoprovidetrainingonmanage‐
mentandtechnology,whicharenecessaryformaintenance、

Ｗewillhavethemparticipateinwell-diggingwork・Wewill
alsodiscusswiththeBerehetWeredaCouncilandtheDepart‐
mentofWater,MinesandEnergyResourceDevelopmentin
NorthShowaAdministrativeZone,andestablishasystem
wherebytheseadministrationscanperformnecessarymainte‐
nanceandrepairincooperationwiththeusersgroup．

LivelihoodImprovement（BerehetWereda）

Asagro-forestryactivity,itwasdecidedtohandovertheman‐

agementofthedemonstrationgardentotheadministrationsin

cooperationwithBerehetWeredaAgricultureOffice,afterthe
discussionwiththeBerehetWeredaCouncilandtheOffice・

WewilldistributeseedsthroughthｅＯｆｆｉｃｅｆｏｒｔｈｅｓpreadof
homegardens，Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,wewilllookforwaysfor
whichfarmerswhohaveinterestinhomegardencanreceive
seedsindividually．

ＳｕｒｖｅｙｆｏｒＮｅｗＡｃｔＭｔｙ

Agro-fbrestryactivityinBerehethasbeencompletedanditis

nowinthｅｓｔａｇｅｏｆｈａｎｄｉｎｇｏｖｅｒｔｈｅｒｅｉｎｓｔｏｌocalleadership・
Takingitasanopportunity,wewillseekthepossibilitytohold
anotherprojectinanewsitebasedonourexperienceinBerehet・

Wewillhrstlookfbrthepossibilityofadirectpelfbrmingproject，
ａｎｄｔｈｅｎｗｅｗｉｌｌｌｏｏｋｆｏｒａｃｈａｎｃｅｔｏｃollaboratewithlocal

NGOs、ＷｅｗｉｌｌｖｉｓｉｔｏｔｈｅｒＮＧＯｓｓｉｔｅｓｔｏｃｈｏosethenextsite

forouractivity,ａｎｄｇｅｔｉｎｐｕｔｆｒｏｍｓｏｍｅｋｅｙｐｅｒｓｏｎｓｏfthe
administrationsfbrreferencetoanewactivity・ＷｅｗｉⅡmakea
surveyofthelocalcircumstances,ａｎｄａｌｓｏｍakeasurveyto
shapeaprojectafterｗｅｃｈｏｏｓｅｔｈｅｓｉｔｅＡｎｄｗｅｗｉｌｌｄｒａｗｕｐ
ourplanfOrfiscal2000．
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EnvironmentalPreservation(HueProvince）

ＰｌａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌ９９ｇ

ＲｕｒａｉDevelopment（HoaBinhProvince）

ＭｏｍｉｎｇＭａ｢ket(HoaBinh）
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ＴｈｅＴａｎＬａｃＤｉｓｔｒｉｃｔｉｎＨｏａＢｉｎｈＰｒｏｖｉｎｃｅｉｓｏｎｅｏｆｌ,715

districtswherethepoorestinVietnamlive,ａｎｄａｌｍｏｓｔｌＯＯ％of

thepeopleareoftheminorityraceofMuongOurnewproject

isintendedfbrfivevillagesinthewesternheightsofTanLac

District･Wewillpromoteutilizationoflocalresources,rein‐

forcementofcommunitiesandcontinuousruraldevelopment

vlapersolmeltrainin9.1,1999,wewillrepairandinstallsmall

irrigationsystems,andgivetrainingorholdworkshopsfOrthe

villagestockbreedingworkersinLungvanVillage,thecentral

placeofouractivities、Wewillalsodeepenunderstandingof

thelocalcircumstancesandprepareforestablishmentｏｆＶＤＣｓ．

総
鐘

SurveyandCommunityDevelopment

(TraVinhProvince）

SonLaProvinceislocatedinanorthwestemmountainousarea

wheretheratioofforestareaissmallandpeopleslivingis
severe・ＴｈｉｓａｒｅａｉｓｋｎｏｗｎｉｎａｌｌｏｆＶｉｅｔｎａｍｔoneedforest

preservationandpovertyreduction,OurproJectwillbeheldin

collaborationwiththeSonLaCenterofFSI(ForestScience
l､stitute),andintendedforaboutlOOhouseholdsinthreevil‐

lageswhichcompriseHmongandThaipeople，Ourgoalisthat

thepeoplewillmanageandutilizenaturalresourcescontinu‐

ously,especiallyforforestandsoil・Inl999wewillprovide
trainingonfarmingintheslopedfieldsandstockbreeding,ａｓ
ｗｅｗillstudylandutilizationandtraditionalresourcemanage‐
ｍｅｎｔ．

1弾

WewillchangethestyleofthejointprojecttodispatchJVC

stafftoＯＸＦＡＭ,ａｎｄｓｅｅｋｔｈｅｐｏｓｓｉｂｉｌｉｔｙａｓｏｕｒｏｗｎｐroject
keepingthepartnershipwitｈＯＸＦＡＭ

Ｔｈｅｒｅａｒｅｍａｎｙｈｏｕｓｅｈｏｌｄｓｗｉthoutlandownershhipinthe
ruralareawherepeopleofKhmerethnicityareliving、Wewill

continuesurveysofraces,ｐｅoplesorganizations,farmingand
livinginsuchareas,tosupportthebuildingofanelementary
schoolexperimentally．

HumanResourcesDevelopment(HaiPhong）

Wehavebegunruraldevelopmentinavillagenexttothe

whitesandyareasince1998．WewillreinfOrceDVCsandpro‐

motewomensparticipationthathasbeenourmakeasurveyof

theminorityrace,thePacoTaoi,incollaborationwithNAV，

andwewillendeavortounderstandtheircultureandsociety．

溝零蝉常

蕊

勘

WewillcontinuetosupportcontourｆａｒｍｉｎｇｗｉｔｈＮＡＶ・This

methodisbeingadoptedgraduallyintheprojectinALuoi

DistrictFiscall999willbethelastyearofthisjointproject,so
wewillreinforcethefunctionofgroupactivities,aswewill

increasetheparticipantsincontourfarming．

穂瀞熟

蕊

MakingtheForestmapbyForestconservationg｢Cup(SonLa）

EnvironmentalPreservation(SonLaProvince）

癖鍔騨騨:蕊瀞鍵

Fiscall999willbethelastyeartosupporttheChildrensHome，

andwealmattheindependentmanagementofthishome・We

willholdprofitableactivitiessuchasacharityconcert,andgive

trainingfbrlocalconsultantsincooperationwithaspecialistin

consultationfOrchildrenfromJapan・Ｗｅｗｉｌｌｂeginclassesln

hairdressing，Wewillalsomakeandsellclothesandbrooms・

ＩｎＴｉｅｎＲａｎｗｅｐｌａｎｔｏｓｕｐｐｏｒｔｔｒａｉｎｉngonhealthcareand

agriculturaltechniquesthatthelocaltrainersi、sixvillages
throughbythemselves．

霞



ｅｍｍｅｎｔ,ｗｅｈａｖｅａｔｔａｃｈｅｄｉｍｐｏ｢ｔａｎｃｅｔｏｔｈｅ「einfo｢cemerlt

ofpeopleso｢ganizations・Underthesecircumstanceswed｢ew

upalong-te｢mstrategytoaimfo「boththeenvl｢onmentalpres‐

ervationandreductionofpoverty・Ｗｅａｌｓｏｃｏｎｔｉｎｕｅｄｏｕｒｃｕ｢‐

rentactMtiesandsu｢veys、

Wewillinitiatenewp｢ojectsfo｢ethnicminorityg｢oupsintwo

provlnceslocatedinthenorthemmountainousareas，Ｏｕｒｔａｓｋ
ｉｓｈｏｗｔｏｒｅｆｌｅｃｔｌｏｃａｌｒｅｓｉｄｅｎｔｓｉｎｔｅｎｔｉｏｎｓａｎｄｉｄｅａｓｉｎｏｕ「

activitiesandsharetheresultswithadministrativeo｢gansln

Vietnamwhe｢eruraldevelopmentandforestpolｉｃｉｅｓｔｅｎｄｔｏ

ｂｅｃａｒ｢iｅｄｏｕｔｕｎｉｆｏrmlyandunilaterally，

Inthemeantime,wewillsearchforthepossibilityofinitiating

newprojectsthroughasurveyinthesouthemMekongDeltａ
ａｓｗｅｈａｎｄｏｖｅ｢ｏｕｒｐｒｏｊｅｃｔｓｉｎＨａｉＰｈｏｎｇａｎｄＨｕｅｔolocal

counte｢ｐａｒｔｓＷｅｗｉｌｌｈｅｌｐｔｏｈｏｌｄａｎｉｎｔｅｍａｔionalsymposium

inHaNoiaboutintegratedduckfarmingtｈａｔｗｅｈａｖｅｓｐ｢ead

sofar、Ｗｅｅｘｐｅｃｔｔｈａｔｔｈｅｓｐ｢ｅａｄｏｆｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

byJVCwillbeexpedited．

】Ｉ

EnvironmentalPreservation（HueProvince）

JVCworkedtogetherwiththeScandinavianNGO,ＮＡＶ(Nordic

AssistancetoVietnam),inALuoiDistrictinthemountainous

area,andwepromotedthespreadofcontourfarming,which

canpreventsu㎡acesoilfrombeingcontinuallywashedout・So
far210householdsconductedthiｓｍｅｔｈｏｄｉｎａｂｏｕｔ２９ｈａ,of

slopesintotal、WeheldstudytourstonorthernVietnamwhere

contourfarminghasbeendeveloped,andwelearnedandintro‐

ducedthewaysofgroupactivityandthemanagementofaloan
foundation，Wealsosupportedthevillagewomensgroupto

raiseseedlingsinthewhitesandyarea・Theysoldthegrown

seedlingseightmonthsafterthebeginningofplanting,andthey

appropriatedtheprofitsforwomentraining,orphanscholar‐
shipandaidfOrseniorsandthesick．
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弓盤雷乾弔菩毎:Ｆ
I昌謹

T｢ainirlgonchildcounseling(HaiPhong/Children'ｓＨｏｍｅ）

Thelivingstarlda｢dofthepeople,ingene｢al,ｈａｓｂｅｅｎｌｍ‐RuraIDeveIopment(HueProvince）
p｢ovedrapidlyinthelastfiveyearsiｎＶｉｅｔｎａｍ，Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒ

hand,schoolexpensesandmedicalexpensｅｓｂｅｃａｍｅｃｈａｒｇｅ－ Ｉｔｈａｓｂｅｅｎｓｉｘyearssincewebegantosupportactivitiesprac‐

ablelttumedintoTheage｢equiringmuchmoneyfo｢thepeopleticedbyvillagersthemselvesfOrimprovementintheirfarming
inru｢alareascomp｢ｉｓｉｎｇｏｆ９０％ｏｆｔｈｅｐｏｏ｢．ＴｈｅＧｏｖｅｍｍent

andlivinginHue,wherethecommunityisrapidlychanging、

ofVietnamisaimingattheaffo｢estationof5millionhabyDuringtheseyearstenVDCs(VmageDevelopmentCommittees）２０１０，Howeve｢,naturalforestsarestillcontinuingtodec｢ease

Unliketheunifo｢ｍｍｅｔｈｏｄｏｆｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｐｌａｎｓｂｙｔｈｅＧov-wereestablishedandwehavepromotedvariousactivities:ｆｏｒ
instance,diversificationofagriculture,lmprovementofliving

levels,trainingonthemanagementofprojectsandagricultural

techniques,etc・Wehavesupportedtheseactivitiesunderthe

directionofleadersinlocalresidents,inresponsetovillagers

demands，Afterexternalevaluationweheldworkshopsfor

activityevaluationwithvillagers・Wecompletedworkingin

sevenvillageswhereweconsideredthegoalsattained

JVCstaffandvillagers、discusslononprioritizingtheactivities(Hue）

SurveyandCommunityDevelopment

(TraVinhProvince）

掛曲愚卜

蕊
毛,率蓉

Activities,ＦｉｓｃａｌｌｇｇＢ

ＨｕｍａｎＲｅｓｏｕｒｃｅｓDevelopment(HaiPhongCity）

AttheChildren'sHomewecouldunderstandchildren，scon-

ditiollinmoredetailthroughthecounselingwithchildrenand

parentsincooperationwiththeChildrenCounselingCenterin
thecity・Andweeffectivelypromotedactivitiessuchastempo‐
rarycare,literacyclassesandparticipatioｎｉｎｖocationaltrain‐

ing･IntheTienRanDistrictlocatedinaruralarea,wecontin‐
uedtotraininstructorsinthevillagesonhealthcareandvari‐

ousagriculturaltechniquessuchaｓｒｌｃｅｇｒｏｗｍｇ,stockraising
fishbreeding,verminexterminating，Wealsoexperimented

andresearchedduckintergratedfarming．

蕊

鼠密議§

蕊 霧
蕊
識
蕊

JVCsentourstafftoaprojectwiththeinternationalNGO，

ＯＸＦＡＭ,forayear・ＩｎＯＸＦＡＭ,ＪＶＣｉｎｔｅｎｄｅｄｔｏｌｅａｍｔｈｅ

ｗａｙｏｆＯＸＦＡＭｉｎmakinggooduseoftheirexperlence，We

supportedthegrassrootspeopledirectlyinplantingmangrove
trees,improvingtheeducationalenvironment,arrangingsmall
infrastructurelncooperationwiththedistrictadministratlons

concerned・However,therewasabigdifferenceinthestyleof

projectmanagementcausedbythedifferenceinsizeofour
organizations，WerealizedthatitwasdifficultfbrJVCtohold
jointprojectswithＯＸＦＡＭ・Inthemeantime,ｗｅｃｏｕｌｄａｃ‐

quireusefuldataforthefuturethroughthelocalsurveyon
living,education,etc．
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ＡｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅｅｃｏｎｏｍｌｃｃｒｉｓｉｓｉｎＡｓｉａｉｓｓｕｂｓｉｄｉｎｇ,ｏｎｌｙｔｈｅ
Ｌａｏｃｕ｢｢ency,ｏ「kipisstilldepreciating、Thepeoplearesuffe｢‐
ｉｎｇｆｒｏｍｔｈｅｒｉｓｅｉｎｐ｢ｌｃｅｓｏｆｒｉｃｅａｎｄｉｍｐｏ｢ｔｅｄｓｔａｐｌｅｆｏｏｄｓ
ａｎｄｄａｉｌｙｎｅｃｅｓｓｉｔｉｅｓｔｈａｔｔｈｅｙｄｅｐｅｎｄｏｎ
ＴｈｅＧｏｖｅｍｍｅｎｔｉｓｐｒｏｍｏｔｉｎｇｔｈｅｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎｏｆｉrrigation

pumpstodoubletheirrigateda｢ｅａｓｅｖｅｒｙｔｗｏｙｅａ｢ｓｌｎｏ｢ｄｅ｢to
beself-sufficientinfoodssuchａｓｒｌｃｅ;anditisobligingvillag‐

e｢ｓｔｏｐｒｏｍｌｓｅｃｈｅｍｉｃａｌｆｅ｢tilize｢ｓａｎｄagriculturalchemicals
vialoans、Ａｓａ「esult,ithascreatedproblemsofdeterio｢ation

ofsoil,ｐｏｏ「health,ｉｎｃｒｅａｓｉｎｇｄｅｂｔａｎｄａｄｒｙｉｎｇｕｐｏｆ｢ive｢ｓａｓ
ｉｎＴｈａｉｌａｎｄＤｅｆｏｒｅｓｔａｔｉｏｎｏｆｗｏｏｄｌａｎｄｓｔｏｇａｉｎｆｏｒｅｉｇｎｃｕｒ‐

rencyisstillnotdiminishing、Ｐｏｌｉｃｉｅｓｔｏａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｃｏｍｍｕ‐
nalfo｢ｅｓｔｓａｎｄｔｏｅｎｔ｢ｕｓｔｔｈｅｖｉｌｌａｇｅｒｓｗｉｔｈｔｈｅｍａｎａｇｅｍｅnt

oftheforeststendstobeputoff・Ｔｈｅｓｅｔｈｒｅａｔｓａｒｅｂｅｃｏｍｌｎｇ
ｍｏｒｅｓｅrlousfo「ｔｈｅｖｉｌｌａｇｅｒｓｗｈｏｌｉｖｅｉｎｆｏｒｅｓｔｓａｎｄｄｅｐｅｎｄ
ｏｎｔｈｅｂｌｅｓｓｉｎｇｓｏｆｆｏｒｅｓｔｓ，

Asthiscircumstances,ｗｅｗｉｌｌｓｕｐｐｏｒｔｔｈｅｖｉｌｌａｇｅ｢ｓｔｏｌｉｖｅｉｎ

ｈａｒｍｏｎｙｗｉｔｈｎａｔｕ｢ｅａｎｄｔｒａｄｉｔｉｏｒＬｂｙｐ｢ｏｍｏｔｉｎｇｃｏｍｍｕｎｉｔｙ
ｂａｓｅｄｎａｔｕ｢ａｌｒｅｓｏｕ｢ｃｅｍａｎａｇｅｍｅｎｔｗｉｔｈｏｕｔｂｅｉｎｇｃｏｎｆｕｓｅｄ

ｂｙｔｈｅｍａｒｋｅｔｅｃｏｎｏｍｙａｎｄｔｈｅｍｏｄｅｒｎａｇ｢iculture

Activities,Ｆｉｓｃａｌｌ９９Ｂ

NaturalFarmingandRuralDevelopｍｅｎｔ

(VientianeProvince）

Themethodofnaturalfarmingwithtｈｅｕｓｅｏｆｃｏｍｐｏｓｔａｎｄ

ｍｕｌｃｈ,hasstartedmainlyamongthefarmerswhostudyhard

ineachvillage・InNatongVillage,wehavebeguntocultivate
dry-landriceandfruitssuchasbananasincommunalfieldsof2

ha、1,1998,wecarriedoutthefollowingactivities:compilation

offivepracticalhandbooksfornaturalfarmmg;thevisitand

exchangesamongbothdomesticandforeignfarmsthatare

engagedinnaturalfarming；trainingonpreservationofagrl‐

culturalchemicalsandseedsandnaturalfarmingtrainingby

theinvitedspecialist・Thefundsforricebanksandlivestock

banksinVientianeweretransferredtothenextvillage．

Trainingonbotanicalpesticide

詫号課
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TrainingongenderconcIousness

ＦｏｒｅｓｔＣｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎａｎｄｌｎｔｅｇｒａｔｅｄＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

(KhammouaneProvince）

lnfiscall998,wesupportedtheestablishmentofcommunal

fOrestsinfburvillages・Thevillagersbythemselvesdesignated

fOrestsinvillagesasprotectedfbrestsorusableforests・They
couldobtaintruecommunalfOrestsprotectedbythelawthrough

establishingregulationsandthemanagementcommittees･We

spreadthemethodoftheestablishmentofcommunalforests
amongmunicipalitiesandotherNGOs･Activitiesinagricul‐

turalfieldbecamevigorousasweprovidedthetrainingonnatu‐

ralfarmingandencouragedthemtolearnthebasisoffarming

fbllowingthelawsofnature,andexperimentedmakinggreen

manurefromsoybeansfOrthefirststepofsoilfertilization．

ＰｌａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌｇｇ９

ＲｕｒａｉDevelopment(VientianeProvince）

Ourmainactivitiesinl999areasfollows:gettingtheplanof

thecommunalfieldsinvillagesontherighttrackwherethe

methodofnaturalfarmingisadopted;sharingresultsofmak‐

inggreenmanure;convincingeverybodyinvillagesthatnatu-

ralfarmingiseffectivebylookingwiththeirowneyes;estab‐

lishingthesystemtosupporttheirintentionoftryingnatural

farming・Sowewillpromotetechnicaltrainingandexchange

experiences,andprepareanewhandbookfbrthepropagation
ofnaturalfarming、Wewillcontinuetoresearchanddiscuss

withthemunicipalitiesoftheprovincestowardmakinganew

agreementfromJuly2000basedontheresultsthatwedevelop

withthevillagers．

ＦｏｒｅｓｔＣｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎａｎｄｌｎｔｅｇｒａｔｅｄＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

(KhammouaneProvince）

Wewillprovidetechnicaltrainingandinformationmainlyin

thevillageswherepeoplestartedthepracticeofnaturalfarm‐

ing、Wewilltakevillagersforstudytobothdomesticand

foreignrelatedplacesofLaoswherenaturalfarmingisin

progresswithgoodresults・Wewantthefarmingbasedonthe
lａｗｓｏｆｎａｔｕｒｅｔｏｒｏｏｔｉｎＬａｏｓ,wherechemicalfertilizersand

agriculturalchemicalsarenotused・Wewillpositivelyaccept

trainingandstudytoursinordertospreadthｅｍｅｔｈｏｄｏｆｅｓ‐

tablishingthecommunalforestsundertheleadofvillagersby

theadoptionbytheGovernmentandotherOrganizations、

Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）２８



霊錘

Ourmainactivitiesaretrainingforsustainableagriculture，
developmentofteachingmaterialsandmanagementofdocu‐
ｍｅｎｔrooms・Meetingsandworkshopsforthestaffofeach

Ｉ

TRC（TrainersResourceCenter）
(PhnomPenhandKandaIProvince）
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ＡｆｔｅｒｔｈｅａｒｍｅｄｃｌａｓｈｉｎＪｕｌｙｌ９ｇ７ａｎｄｃｏｎｓｅｑｕｅｎｔｔｕｒｍｏｉｌ
ｂｅｆｏ｢ｅｔｈｅｇｅｎｅ｢ａｌｅｌｅｃｔｉｏｎｉｎｌｇ９Ｂｓｏｃｉｅｔｙｂｅｃａｍｅｕｎｓｔａｂｌｅ
ａｇａｌｎａｎｄｔｈｅｅｃｏｎｏｍｙｂｅｃａｍｅｓｔａｇｎａｎｔｌｎｌｇｇ９,ｔｈｅｐｏｌｉ‐
ｔｉｃｓｈａｓｂａｒｅｌｙｂｅｇｕｎｔｏｓｅｔｔｌｅｄｏｗｎ，ａｎｄｔｈｅｐｅｏｐｌｅｃｏｕｌｄ
ｓｔａ｢ttoimprovetheirownliving，ｌｎｔｈｅｍｅａｎｔｉｍｅ,ｔｈｅａｓｓｌｓ‐
tａｎｃｅａｎｄtheinvestmentfromab｢ｏａｄａ｢econcentratedinur‐

ｂａｎａｒｅａｓａｎｄｔｈｅｇａｐｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｒｉｃｈａｎｄｔｈｅｐｏｏｒｌｓｇｅｔ‐
tingla｢ger、TheGovemmenthasaccomplishedaffｉｌｉａｔｉｏｎｗｉｔｈ
ＡＳＥＡＮｔｈａｔｔｈｅｙｈａｄｌｏngedfor、However,ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍａｉｔ
ｍｅａｎｓｔｈａｔｔｈｉｓｃｏｕｎｔｒｙｗｈｅｒｅｏｖｅｒＢＯ％ｏｆｔｈｅｐｅｏｐｌｅａ｢e
engagedinself-sufficientfarmingin｢urala｢eahasjoinedthe
globalmarketeconｏｍｙ

ｌ２ｙｅａｒｓｈａｖｅｐａｓｓｅｄｓｉｎｃｅＪＶＣｓｔartedregularactMtiesin
CambodiaandtheCambodianpeoplea｢ｅｇ｢aduallytakingthe
leadintheseactivities、Ｗｉｔｈｎｏｔｏｎｌｙｔｈｅｍａｎａｇｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅ
ｔechnicalschoolbutalsofor｢u｢aldevelopmentbeguniｎｌｇ９ａ
ｗｅｎｏｗｓｔ｢ｅｓｓｔｈｅｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔｏｆａｓｙｓｔｅｍｔｈattheycan
continueforthemselveswithreinforcementofVDCs(theVil‐
|ageDevelopmentCommittees)asthepeoplesorganizations，
afterthecompletionofJVC，ssupport、

ＪＶＣａｓａｎｉｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌＮＧＯ,isexpectedtoplaytherolefo「
advocacy,supportinglocalNGOsandDevelopmentEducation

Ａｖｏｔｅｔｏｅｌｅｃｔｔｈｅｍｅｍｂｅｒｏｆ“ＴｈｅＶｉｌｌａｇｅＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ
Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ，’

forJapanesepeopleSowewilllayemｐｈａｓｉｓｏｎｔｈｅｓｅａｃｔＭ‐
ｔｉｅｓａｓｗｅｌｌａｓｃａｒｒｙｌｎｇｏｕｔｐ｢oiects．

WewillencourageCambodianstaffofotherNGOsinvolvedin

TRCtoparticipatemorepositively,andprovidenotonlytheory
anddiscussionbutalsopracticaltrainingthatisusefulfOrfarm‐
ers、Wewillchargeparticipantsforreasonabletuitionfees、

Regardingthedocumentcenter,wewillmakeeffbrtstoenrich

materialswritteninKhmer，Wewillrevlewtheactivitiesand

preparetowardnextyearsevaluationtoorienthowTRCshould

operateinthefuture．

ＰｌａｎsforFiscallg9g

TechnicalSchooI(PhnomPenhandShihanoukville）

鵬
Ｊ
１

蕊

WewillmainlysupporttheShihanoukvilleSchoolfroml999・

Wewillpromotetheprovisionofequipmentandteachingma‐
terials,andtrainingforteachers、Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ,wewill

makeeffbrtsbusiness-wisetorunthisschool,aimingataself
supportingbasis、Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,regardingthePhnom
PenhSchool,ｗｅwilllaunchtheexecutivecommitteeasthe

decision-makingorganizationwithboththeMinistryofTrans‐
portofCambodiaandJVC・Weaimtoestablishacontinuous

managementsystemledbyCambodianpeople．

ＮＧＯｗｅｒｅｈｅｌｄｏｎｃｅａｍｏｎｔｈａｎｄｗｅｃａｒｒiedoutvisitsand

studytoursofCambodianstothelocationsofouractivitiesin

ThailandandNepaLRegardingdevelopmentofteachingmate‐
rials,weissuedHomeGardenSeries4andFarmersNewslet‐

ters,etc，Weespeciallylaidemphasisongatheringmaterials
writteninKhmerfbrthedocumentcenter．

OursupportforThePhnomPenhSchoolwasconpletedin
fiscall998,withtheexceptionofgrantingscholarships・Al-
thoughthereissomedoubtoftheirself-supportingbasisbe‐
causeofstagnationofeconomyi、Cambodia,theschoolshould

bemanagedbyCambodianpeopleonly・Wewillcontinueto

supportTheShihanoukvilleSchoolfOronｅｏｒｔｗｏｙｅａｒｓｔｏｉｍ‐
provetheirmanagementsystemandtoraisetheirtechnical
level､Inl999wealsoestablishedanofficeatthewaterfrontin

thesamecityandstartedexperimentssuchasrepairingout‐
boardmotors．

ＳＡＲＤ(SustainabIeAgricultureandRuralDevelopment）
(KandalProvince）

２９Trial＆Errorl998/９－１０(No.183）

Activities,FiscallggB

TechnicaISchool(PhnomPenhandShihanoukvilIe）

WeconcentratedoureffOrtsinestablishingVDCs(VillageDe‐
velopmentCommittees).TheobjectivesofVDCsare:tohave

villagerstaketheleadinactivitiesbythemselves;toassociate

andcoordinatesuchactivitiesaswell-diggingricebanksand
trainingonsustainableagriculturethathadformerlybeencar‐
riedoutindividuaⅡy,andtointegratethemintogroupsaccord‐
ingtothevillage，Bytheendoffiscall998,weestablishedfive

VDCs･Regardingsustainableagriculture,wecontinuedtrain‐

ｉｎｇｆｏｒｈｏｍｅｇａｒｄｅｎｓａｎｄｔｈｅｍａｋｉｎｇｏfcompost・Weintro‐
ducedtheuseofgreenmanureandaffOrestationinwastelands･

Andwealsoprovidedenvironmentaleducationincooperation
withteachersofelementaryschools．

ＳＡＲＤ(SustainableAgricultureandRuralDevelopment）
(KandaIProvince）

Wewillcontinuetoaimforruraldevelopmentunderthelead

ofthevillagersthroughestablishmentofVDCsandtraining
lnl999,wewillnewlyestablishtenVDCs,andTrainingcourses
andstudytourswillbeheldfbratotaloffifteenVDCsinorder

toimprovetheirmanagementability・Regardingsustamable
agriculture,wewiurecommendanexperimentofsecondcrops
andtheplantingoffmittrees,aswewillpromoteimprovement
ofsoilandutilizationofnearbynaturalresourcesWewillalso

giveademonstrationofsustainableagricultureutilizingsitesof
ourfieldoffice．

TRC(TrainersResourceCenter）
(PhnomPenhandKandalProvince）



NongjokNaturalFarmingCenter

(TheoutskirtsofBangkok）

Wewillcontinuetoarrangethefundamentalagriculturalaspects

suchasdesignoffarms,fertilizationofsoil,etc，Inl999wewill

developamarketfOrproductssuchaseggs,vegetables,ｒｉｃｅａｎｄ

丘uitsproducedonthesefarmswherethebaseofproductionhas

beencompletedWewillmakethepreparationsforbecoming

financiallyindependentintwoyears，Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,wewill

beginthelong-term(morethansixmonths)trainingcoursefor

peoplewhoareengagedinnaturalfarmingWewillintroduce

biogasandsolarbatteriesinconsiderationofselfsupportingen‐

ｅｒｇｙ．
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Thiscenterwasestablishedasajointprojectwiththreeother

NGOsi､Thailand,THAIHORGREENNETandBANRAK・The

purposeofNongjokNaturalFarmingCenteristopromotere‐

searchandthespreadofpropertechniquesfornaturalfarming

thatassuressafety,stabilityandproperproductivitythroughthe

preservationoftheenvironmentandadiversityinlife

lnl998,thefirstyearforthiscenter,weconcentratedoureffbrts

onfundamentalaspectssuchasfarmdesignandsoilfertilization・

Wecompletedtrainingfacilitiesthataccommodatethirtypeople

atonｅｔｉｍｅ、Wealsoprovidedtrainingonnaturalfarmingthree

timesbyrequestofthecooperativeorganizations．

|i鍵驚鱗鍵《識識鍵識識韓瞬露蕊蕊鐙騨溌 l認

Wewillmakeapost-evaluationoftherevolvingfundsforthe

peoplesorganizationsinChaiyapum(northeastemThailand),and

sharethefindingsofthesurveywithmembersoftheseorganiza‐

tions・AndwewilldiscussthesefindingsassignificantpointsfOr

ouractivities、ＩｎＫｒｏｎｇＴｏｅｙＳｌｕｍ(Bangkok),wewillreinfOrce

theaccountingsystemmore,aswesubsidizeforbasicrunning

costs・TheManagementCommitteeoftheLibrarypositivelypro‐

poseddiverseactivities,soJVCwillgiveindirectaidrealizethat

goal．

SupportforPeoplesOrganizations

(Chaiyapum,Phitsanuloketc.）

TrainingofVolunteers
ThesharpModemizationwhichstartｅｄｉｎｔｈｅｌｇ６０'ｓｉｎＴｈａｉ‐

|ａｎｄｄｅｓｔ｢ｏｙｅｄｎａｔｕｒｅａｎｄｃｏｍｍｕｎｉｔｙｉｎｖｉｌｌａｇｅｓ、ｌｔｃａｕｓｅｄａ

ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎｄｅｃ｢easeandforcedfarmerstofalldeeplyintodebt、
Ｕｎｄｅ「ｔｈｅｓｅｃｌｒｃｕｍｓｔａｎｃｅｓｔｈｅｆａ｢ｍｅｒｓｈａｖｅｓｔａｒｔｅｄｉｎｔｅ‐

g｢atedagricultu｢ｅａｎｄｎａｔｕｒａｌｆａｒｍｉｎｇｔｏｐｒｏｔｅｃｔｔｈｅｉ「'iｖｅｓ

WehaveacceptedavolunteertraineefromJapansinceSeptem‐

berl998，Aftertwomonthstrainingthatincludeslanguagetrain

inginBangkok,wedecidedtosendhertoaNGOnamedTＨＡＩＨＯＦ

(ThaiHolisticHealthFoundation)incompliancewithherwishes

SheisnowworkinginYasothonProvince(northeastemThailand）

afterworkingattheBangkokofficeofTHAIHOFfbrtwomonths．

ｓＩｎｃｅｍｏｒｅｔｈａｎｌＯｙｅａｒｓａｇｏ、Ｔｈｅａｂｏｖｅｆａｒｍｉｎｇｉｓｔｈｅａｄ－

ｖａｎｃｅｄｐ｢acticethatutilizesnature'sdiversity,circularity,con‐

tinuityandstabilityforagricultu｢eproductionJVCisstudying

specificmethodstosupportthisp｢acticeinThailand

lntheNongjokNaturalFarmingCenterwewillsupportpeople

whoaimfomaturalfarmingth｢ｏｕｇｈｂｏｔｈｌｏｎｇ－ｔｅｒｍａｎｄｓｈｏ｢t‐

termｔ｢ainingRegardingthesupportforpeoplesorganizations，

ｗｅｗｉｌｌｇｉｖｅｉｎｄｉ｢ｅｃｔａｉｄｓｕｃｈａｓＩｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｏｆａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ

ｐｒａｃｔｉｃｅｓｕｎｄｅｒｔｈｅｄｉ｢ｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｐｅｏｐｌｅＷｅｗｉｌｌａｃｃｅｐｔ

ａｂｏｕｔｆｉｖｅＪａｐａｎｅｓｅｖｏｌｕｎｔｅｅｒｓａｓｏn-sitetraineeｓｗｈｏｗｉｌｌ

ｌｅａｍａｔＮＧＯｓｉｎＴｈａｉｌａｎｄ，Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅ「ｈａｎｄ,wewillresearch

theroleoflocalmｏｍｉｎｇｍａｒｋｅｔｓｉｎｔｈｅｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓａｎｄｕｎ‐

derstandHowanothermarketthatbenefitsfElrmersp｢ｏｐｅｒｌｙ
ｓｈｏｕｌｄｂｅ．

ＰＩａｎｓｆｏｒＦｉｓｃａｌｌｇｇｇ

JVChasbeenconcernedwithsupportingpeople，sorganiza‐

tionsinnortheastemThailandandtheslumsofBangkoksince
l988･WewithdrewJVCstafffromthelocationsinl996and

encouragedlocalleadershipThereweresomedifficulties‐the

membersoftheorganizationscouldnotunderstandthesignifi‐

canceformakingtheaccountingsystemmoretransparent，There

wasinsufficientdiscussionamongmembers・However,byl998

theywereeffectivelymanagingtheirownorganizationswithex‐

patriateassistance、EspeciallytheorganizationsinChaiyapum

(northeasternThailand)andKrongToeyＳｌｕｍ(Bangkok)ａｒｅａc‐

tiveandaggressivelycontributmg．

TrainingforVolunteers

淫

NongjokNaturalFarmingCenter

(TheoutskirtsofBangkok）

Ａｔ｢aineeofVolunteerSendingProjeｃｔｗｈｏｉｓｗｏ｢kinginYasothom

D｢ｏｖｌｎｃｅ

Trial＆Errorl998/9-10(No.183）３０

SupportforPeoplesOrganizations

(Chaiyapum,PhitsanuIoketc.）

Inl999wewillincreasethenumberofvolunteertraineesto

aboutfivepeople、Thefirstsetwillbegiventhepost-training
andwewillpositivelyprovidethemopportunitiestounderstand

conceptsandactivitiesofJVCandotherNGOs．Ａndwewill

lncreaseNGOsinThailand,whichwouldacceptvolunteeｒtrain‐
ｅｅｓ．

ＳｕｒｖｅｙｏｎＤｅｖｅｌｏｐｉｎｇｔｈｅＬｏｃａｌＭａｒｋetinNortheast‐
eｍＴｈａｉ１ａｎｄ

lnThailandexport-orientedagriculturehasbeenpromotedto

eamforeignexchangefbrthelast40years．Ｉtresultedincausing

toolongaprocessfromproductiontoconsumptlon・Villagers

livingisinfluencedbythemarketpriceinurbanareabothpro‐

duction-wiseandconsumption-wise,andtheyarefOrcedtolivean
unstablelife・Wewillfbcusontheseissuesandresearchthe

existingprojectsandtheprospectiveprojectvillagestohave

momingmarkets・Andwewillreflectthissurveyinourfuture

support．
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」 匡 ． ① 一 ① ① の 庁 ○ ヨ く の の 三 ｍ ｍ 庁 ① 片 ゴ ① Ｑ ① ヨ ① 血 ① ロ 巨 之 シ 「 ○

， 一 「 の 庁 「 一 六 の ① 印 コ ロ 計 ゴ の ① Ｏ 計 匡 四 一 ○ ○ コ Ｑ 一 重 ○ コ ○ 令 「 ① ｛ こ ぬ ① の ① ． ｜ ゴ ④ く ①

汁 ゴ の 一 「 ゴ ロ 「 ① の ① 一 ○ コ 計 ゴ ① 計 一 「 ゴ ー 血 ゴ 計 ． ○ 計 匡 ． Ｑ の 「 の 計 、 コ ロ 里 一 計 ゴ ① Ｑ ① ‐

計 ① 一 一 の ロ ① ○ ｍ こ の ① ｜ く 一 の 耳 ① Ｑ 計 ゴ ① ① 「 ① 印 の ↓ ○ 「 ｍ の ゴ ○ 「 芹 ご 「 ゴ ① ． 一 三 コ の 「 ①

計 ゴ の ○ 一 「 Ｏ こ 「 ． ① 計 四 コ Ｏ ① の Ｏ ↓ 庁 ゴ ① ○ ○ コ ｛ 一 一 ○ 片 一 三 の 「 ① く の 「 く ○ ○ 「 コ ロ ’ 一 ○ ｍ 汁 ① Ｑ ・

工 ○ 三 あ く の 「 ・ 計 ゴ ① ． こ 「 ゴ ロ ① 「 ○ ｛ 計 ゴ ① ロ の ○ 口 ｜ の 一 三 コ ○ 一 三 ① 「 ① ロ Ｏ 「 ゴ ロ ① Ｑ

ｍ の 計 。 ① 侍 ① 「 、 の 庁 の 善 く 一 ○ 堂 「 。 の ① 「 ○ 匡 ． Ｑ 計 ゴ ① 計 、 「 ぬ ① 叶 印 ① ． Ｑ ○ 一 く 一 一 一 四 コ の

一 三 コ ○ 一 三 の 「 の 蚕 一 一 の ロ ロ ビ ロ ○ 「 ゴ ロ 一 コ 血 ロ ピ 「 ゴ ー の 計 ① 六 ① 、 声 、 の ． 計 一 コ 計 Ｏ ｛ Ｏ こ 『

『 一 ｍ こ 「 ① の 一 コ の 口 詳 の Ｏ ↓ 豆 コ ロ ○ 一 コ 庁 四 一 「 の 計 「 一 六 の の ． （ ○ コ 一 一 Ｑ 「 の ． ｍ Ｏ Ｏ Ｏ 匡 ． （ ① Ｑ

十 ○ 「 ① Ｏ ‐ 鼻 Ｏ ざ Ｏ 津 ゴ の ８ の 匡 四 三 の の ． ） ｚ ① ｇ 「 ① ’ 一 く ち ① ○ 口 ｜ ① 乏 ① 「 の

亡 コ ロ ① 「 、 「 ① ① 計 の 計 「 の ① ① 。 匡 ① 計 ○ 片 ゴ ① ① 一 「 の 侍 「 天 ① の 、 Ｆ Ｏ Ｏ ｍ ｌ Ｑ Ｏ Ｏ 計 Ｏ 「 の

① 、 一 口 汁 ゴ ① 計 計 ゴ ① ． こ 「 ゴ ロ ① 「 ① コ ロ （ 。 ① 「 ① 庁 の ○ ↓ ． 一 一 の ○ ｍ 「 「 両 、 の 一 コ ‐

Ｏ 「 ① 、 の ① ロ ロ ピ の ○ ・ つ ① ． 。 ヨ の ． 計 、 ｜ ① コ ロ コ の こ 「 Ｏ 堂 ○ 一 一 一 コ ① ① の ① の 一 コ ‐

Ｏ 「 の ① の ① Ｑ の ゴ 四 「 ロ ー ピ ． （ 刀 の 、 ① 己 一 コ 、 計 ゴ ① Ｑ ① の 茸 匡 ○ 片 一 ○ コ Ｏ ｛ ① 糸 の 耳 一 一 ‐

一 Ｎ の 「 苗 ｇ ｏ ミ ヨ で ④ ． ○ の く Ｏ Ｑ ご ・ 一 ｍ 「 皿 の ロ 匡 印 ヨ ョ ① の Ｏ 弟 ○ ｍ 「 ○ 一 コ Ｏ ‐

皿 ① ． の 一 之 の 「 の 。 一 の Ｏ ゴ ① ［ 皿 の ロ ヨ 誌 茸 の 錘 一 意 、 、 ｍ 「 の ① 匡 言 再 一 三 ｍ の 「 の ‐

ロ ○ 弓 の Ｑ 計 ゴ ① 計 ロ 「 の ” 。 、 。 註 一 三 ○ 「 。 の 。 毒 、 璽 画 の ① 動 》 ① ご Ｏ 耳 の Ｑ ○ コ の ① 命 ‐

庁 ① 「 ① ． ○ ［ ゴ の 詞 。 ） 一 計 三 三 一 計 、 志 の ① 一 ○ コ 磁 堂 罫 の 計 ○ 載 鰯 、 一 の こ 「 く 一 く ① Ｑ

呂 匡 一 耐 、 量 ｏ 雲 亘 蔽 ． 旦 塞 の 一 電 舜 豊 ョ 、 田 ． ｊ ・

○ コ 計 画 の ○ 誌 ゴ の 『 蚕 、 つ 具 一 ｍ ｍ 三 汁 宣 の ③ 一 鰯 動 誌 ヨ ュ 一 ○ 画 堂 ○ コ の Ｏ 『 。 ① ‐

の 計 「 匡 国 垂 Ｑ コ 、 コ ユ ロ 匡 詞 の び 窪 的 の 謡 一 ｍ 。 黒 ヨ 匡 画 。 Ｑ 霊 の ぎ 琴 堂 ① 一 コ

六 ○ の Ｏ ぐ ○ 》 “ 。 Ｑ 一 軍 の 、 「 。 “ ロ ロ 匡 哉 蒜 琴 の ○ ○ コ 。 『 の 〆 の ロ 、 『 童 山 、 の 喬 蚕 ① 庁

ア 一 画 四 ． 繭 ． 画 の ○ 画 一 の 。 “ 。 ． 割 。 ① 「 の 乏 璽 の 乏 壷 の の 翼 の 、 α の 曇 零 ｍ 「 ぎ ぬ の

↓ ろ ヨ 印 迄 ロ 頁 の の 里 ○ コ ． 、 コ ュ 課 隻 ｍ ｍ ｏ ｍ 群 、 言 豊 、 蒜 舜 ゴ の 冠 の 琴 鯉 口 毒 、 ゴ の 。

誌 罫 の ヨ 印 ⑳ の 、 。 『 の 一 天 の “ 毎 コ ○ 獄 ヨ ① 一 ｍ の ． ○ ○ 己 の 匡 画 唾 の 『 Ｕ ｇ Ｕ Ｏ 詳 汽 の Ⅲ

四 ヨ の 一 コ ○ ｍ ヨ ヮ ○ 垂 一 ｍ 言 画 ○ 一 言 呉 懲 磁 簿 言 加 異 募 の ○ 一 。 言 ○ ヨ の ヨ

、 。 。 ○ 三 蔓 『 の コ ー バ 三 ｍ ｍ ○ ○ ヨ ロ 一 言 、 註 の 錘 《 琴 、 蒜 ご Ｃ 蒜 。 ○ ↓ 印 の 【 雪 、 画

、 動 Ｑ 亜 一 画 ① コ ー ① ． 里 ヨ の 錘 Ｃ 「 ぬ 四 コ 一 Ｎ 驚 薗 室 、 誉 蓑 。 。 一 コ ⑥ 一 陣 ○ の ② 六 戸 諺

《 六 ○ の ○ く ○ 墜 画 の 圃 黛 ○ コ 涙 『 罫 謹 雲 ○ 一 ｍ 募 一 廷 一 蕊 の 再 ○ ｍ 輿 の 摩 ① コ ュ パ 愚 ，

霞 「 の 。 ① 、 ｇ ｏ 霊 の 厨 畳 昼 の 計 「 里 箇 舜 鍾 鍾 ｇ ｇ 群 嬢 豊 壁 画 Ｑ 言

裏
「 皿 ○ の “ ｉ

一 コ 等 の ｍ Ｂ ｏ 『 刃 む め 一 帯 葺 割 詳 ○ 、 ヰ 驚 舞 の 雲 豊 一 旦 這 駕 一 一 設 吊 ○ ‐

の ｜ ① く 一 ｍ の の の ヨ の 璽 臼 の 、 菌 ご 一 訂 。 誉 の 鰯 ｏ ｇ ｍ 蕊 塁 或 里 の ヨ 亡 冨 ロ ｜ ①

「 印 Ｏ ① 、 、 ． ａ の 匡 涛 農 の 、 ○ ○ の × 一 の 詳 釦 餌 署 、 言 雪 、 皿 一 ざ の ↓ 忍 葺 ご ○ 弓

○ ゴ ゴ の 要 の 篤 禽 ゴ の 厚 の 狼 駒 逗 の ） “ 鼠 夢 の 留 黒 露 雪 画 の ○ く 一 の 計

亡 。 一 ○ コ の 一 Ｑ の 〉 ヨ 誌 ｏ の の 。 嬰 餌 工 ｏ 乏 璽 霞 釘 誹 禦 麺 識 璽 唾 ① ヨ ゴ ８ ｍ

。 ① ① 計 ゴ （ 一 ① 、 ○ 害 毒 の 四 ○ コ ｓ ｏ の 、 鐘 ○ コ “ 睡 酌 砥 司 竪 塑 コ ロ ① Ｏ Ｄ － の 計 ゴ ① 庁

乏 ① の 弓 の 争 ○ 「 の ヨ Ｏ の 【 辱 の 。 、 ヨ の 祷 匂 、 醜 画 の 罰 舜 葬 の ヨ の ① 一 く の ① ヨ Ｏ 「 の 、 の ‐

一 コ 、 ｜ く ． 昌 一 ① 閏 』 弓 の ｛ Ｏ ［ ヨ の 詞 寒 唾 皿 画 的 一 画 雲 一 ｍ こ つ 一 ○ コ 乏 印 の 。 一 の 匡 ． 評 ① 。 ．

「 ゴ の く 一 ○ 一 ① ． ○ ① Ｏ 詩 ヨ ロ ョ 輿 の 。 。 ｐ ⑩ 扇 の ○ 爵 一 ○ 重 一 画 弓 ○ の ① Ｑ ① く の 一 の

｛ Ｏ ’ 一 ○ 三 一 ① Ｑ ｐ 寵 誹 。 ① く 一 画 一 一 ○ 厘 ｍ 一 ○ 弐 ○ 一 の 。 『 ・ ａ の 註 、 の 哉 印 壁 画 つ 印 コ ロ く の ． １

ｍ の ① ． ○ ① 念 。 。 、 藷 ” 〆

こ ぐ ○ （ ｃ 四 ℃ 、 コ ー コ 蒜 の ヨ 釦 鐘 口 重 聖 堂 ○ 言 ． 詩 の 、 『 画 の ご 計 の 曇 唾 Ｑ 弓 一 コ

「 ゴ 、 一 一 ｍ 。 。 ご 管 霊 の ｏ 鳥 質 の 、 六 塁 乏 露 言 趣 、 ヨ ロ ロ ュ 少 幽 コ ユ 室 一 輿 ‐

． “ ヨ 印 コ ロ 甜 薮 の 読 ○ 一 一 ○ 三 一 ヨ 叩 α 『 、 蚕 。 赤 『 愈 弗 毎 ｍ の ｍ の ” ゴ の め び の の 。 函 ○

屋 ｍ 、 「 の 。 宣 誓 、 ． Ｑ 三 一 の ロ ー ロ ロ ロ 計 、 一 画 荏 蓉 の 画 群 “ 謡 癖 α 諸 印 画 の 璽 裁 ① 。 。 ○ 。 －

画 『 Ｏ へ 再 Ｃ Ｏ 壱 ○ 田 竺 ○ コ 『 の 。 ① 鼠 一 窪 ○ ぎ ぎ 餌 拝 ○ ヨ 、 ． 竜 切 匡 ロ ロ ロ 罫 の 『 、 ．

ｚ ○ 三 四 ユ 画 室 の 三 の 。 三 コ ① 零 の 一 ． 唾 ｍ ｐ ｍ 毒 、 画 の 、 ○ 輿 の 詩 琴 驚 の 切 言 、 一 畑

一 ○ 一 三 の 。 匡 画 一 コ 詳 云 の 豆 ” ぬ 一 ○ 画 の 一 ｍ 群 寄 の 、 『 三 ○ 売 画 ○ 一 詳 一 の い の 。 ○ コ ○ 『 曇 奪

印 コ ロ ヨ 三 識 、 曾 ・ 、 。 Ｑ 一 計 一 の 堅 零 一 ○ 亡 涛 ず 漏 匡 的 誌 口 旦 の ロ 己 の 。 嘩 隷 ○ 三 コ

毒 の 、 コ ユ 一 一 三 コ ⑩ 垂 ○ 乏 の く の 戸 、 。 。 。 『 錘 言 匝 詩 Ｃ Ｑ 匡 舜 麺 ○ 戴 く 嵩 髭 迩 ○ 一 一 毎 琶

一 ヨ 誌 ゴ ① ｍ の 型 〕 壁 の “ 耐 。 陸 謹 ○ 達 一 一 一 ○ ○ コ 蔵 ヨ 唾 ① 詳 口 の 毎 コ 。 ご ○ く の 詞 ① 四 ｍ

ｍ コ ユ ロ ○ ヨ の 閏 一 ○ コ 寓 三 の 弄 警 己 屋 、 。 〆 垂 の 。 ○ ｏ 画 の 団 堂 ○ コ 、 ヨ ③ 。 、

計 ゴ の Ｃ ａ 一 コ “ ミ ロ の Ｏ 画 一 の “ ○ 匡 譲 の 待 蛾 つ Ｑ ロ ロ ヨ 鎌 、 ① 『 の 蒜 の 里 両 鱒 壁 ○ コ Ｏ 『

ロ の 、 。 ① ロ 巨 動 ロ 「 印 黒 一 ○ 里 ｚ ① ○ 印 ． Ｑ ⑲ 、 菌 竪 切 ゴ ヨ の 葺 ○ 『 宏 四 一 ○ 匡 一 ‐

計 匡 「 の 、 コ ユ 詞 ○ ○ 豆 計 云 、 計 一 の ○ ○ 『 ゴ ロ 、 誇 苛 一 の 芦 へ 詳 弐 誹 云 の 。 “ 詩 匡 「 、 一 ① ． く 一 ！

「 ○ コ ヨ の ヨ ヨ ① 一 ○ コ い （ の 『 ヨ ． く ○ 号 菖 罫 章 里 、 津 の 重 堂 ○ コ ⑳ ゴ ロ の 匡 ロ ‐

ロ ○ 「 計 一 コ く 一 里 乏 ○ 式 群 ゴ の ｍ － 的 計 ○ の 重 誌 亘 言 窪 乏 Ｑ 迄 宣 面 の 、 ロ ロ 「 ① ○ 一 ① 庁 の ロ ．

三 一 ○ 工 一 く Ｌ 六 こ ニ ア ○ 六 ア

刀 ｍ Ｕ Ｏ 刀 『 画 く 「 工 ｍ Ｏ エ ア ｜ 刀 ℃ 、 刀 の Ｏ Ｚ

く く ① 印 「 の 一 一 く う 、 一 コ 計 ゴ ① 、 、 ① ○ 弗 匡 ． 「 の の 計 ． 「 ゴ ① ｐ ｍ の ① ○ ↓ Ｏ こ 「 一 一 く ヨ 血

計 ○ の 三 ○ ピ ー コ 凹 弐 亘 ① ． ○ の ゴ 、 の ロ ① ○ ○ ヨ ① 匡 ． ○ の ユ 、 ヨ 汁 巨 ． 工 ○ 乏 ① く の 「 ・

耳 の ① ① 「 ． の 計 ゴ 、 計 一 三 ① 「 ① 、 Ｏ 計 の ① ． の 詳 一 く の ｜ 匡 計 ○ 片 ゴ ① 。 ① ロ 「 ① ① の 一 ○ コ

① コ ロ 「 ① の 計 「 亡 Ｏ 計 匡 「 一 コ 、 ロ 匡 計 一 三 の 、 詩 ① ヨ の ① ． ① 一 計 一 く の 計 ○ 計 ゴ の ロ ○ ｜ 一 重 ○ ｍ 一

① Ｏ 堂 ○ コ 計 ○ の ① 計 三 の ○ ○ コ ｛ 一 一 ○ 片 ① ご 窪 一 三 ｍ 「 ． 「 ゴ ー の 一 の ヨ ュ 一 ○ ｍ 計 ① 。 □ 巨

計 ゴ の 討 ○ 芹 計 ゴ 凹 侍 ｐ Ｏ 計 ゴ 計 ゴ ① 三 菱 計 画 ㎡ ① 一 「 の ゴ ー 六 ① の ８ く こ 血 ○ の 一 ｍ く 一 四

四 コ Ｑ 計 ゴ の ロ 一 一 一 の 『 ○ 「 」 ① ロ 、 コ ー 匡 惑 の ． α ｍ 誌 、 つ の ① ○ ○ ○ 口 の 団 堂 ○ コ 、 匡 一 。 ① ‐

｜ ヨ ① の 一 ミ ① 「 の ． ○ 庁 一 コ ○ 一 匡 旦 血 匡 の く ① ヨ ー 垂 詩 五 の 一 一 の 〆 ○ 争 一 の ① こ の の ヨ コ 印 ‐

堂 ○ コ 一 三 一 Ｑ ① ’ ○ ○ ｍ 一 ① ｜ ① Ｏ 誌 一 ○ 重 の 詩 、 漆 の 室 画 一 画 ○ の 一 コ ① 計 「 ① ． の 再 一 ○ コ ○ 十

コ の Ｏ ｍ ｌ ビ ① ① 「 ・ ’ ○ ｍ コ コ ロ 誌 。 、 一 画 庁 雪 謬 恭 一 鍾 噸 群 毒 “ 計 の ○ ○ コ ○ 「 ゴ ー ○ ｍ 一 ○ ｐ 四 一 ‐

一 Ｎ ① 堂 ○ コ ① コ ロ ロ 一 ○ 片 の 註 ○ 毎 ｍ 雲 ロ ロ ま 麺 ○ 乏 の 詞 の 嘩 誹 ロ ○ 一 三 ○ の ① ． Ｑ ヨ 三 ‐

庁 ① 「 巨 四 「 ① 一 コ ｜ ① 、 血 こ の 砦 の 皿 ロ ゴ ○ 詩 雪 の 蒜 “ 雪 国 の ． の 「 気 、 茸 ． ｍ 計 ゴ ① ロ の Ｏ Ｄ ｌ ① の

① の 『 ‐ 。 ① ○ 一 の 一 ○ コ 墨 ① 蚕 室 血 雨 而 簿 ． Ｊ ・

」 く ○ 一 の 、 ○ 一 コ 鯉 懲 、 溌 勢 愚 息 、 一 読 異 ． 幾 零 ｍ の ロ ー 雷 一 ○ コ の 弓 「 ○ こ ぬ ゴ

ー コ 庁 ① 「 ． ① （ 一 ○ コ 錘 一 画 Ｃ Ｑ 画 の 団 蒜 置 再 識 云 の ○ 画 の 一 画 誌 蓉 の 湖 謡 ① ’ 一 Ｎ ① 計 一 ○ コ ○ 『

① ． ① ． く 一 「 ロ ョ ヨ 緬 蔦 画 一 一 室 、 雪 嘩 画 劇 ロ コ α ヨ ー 画 竺 雲 旦 冨 竺 、 「 の ○ ○ 一 の ご

日 の ① Ｑ Ｏ 爵 罵 騒 鰹 ○ 画 雲 の 喜 一 一 ｍ 醤 冨 詳 蔦 。 更 の 患 弓 ① ヰ ゴ ① ピ

ヨ ① く ロ の 罵 嘩 の 画 、 。 Ｑ の 。 計 幽 域 唾 堂 一 一 Ｎ 言 血 ｛ ○ ○ ｍ 一 『 ｍ の 。 宮 司 ○ ｍ ｍ ・ 計 ゴ ① 一 「

ロ ① Ｏ 匡 一 一 ｍ 裁 ○ 匡 罫 垂 詞 の “ 豆 ・ 蒜 弐 の 、 琶 鯉 鈴 の 『 。 ○ 弐 『 ご 重 計 室 、 一 昨 、 壷 ・ 言 ○ 計 ゴ の 「

乏 ○ 「 Ｑ の 。 評 宙 舜 ・ ヨ 印 表 の 衿 。 、 切 鋒 鷲 の ヨ 織 垂 驚 隷 毎 の 一 ○ ○ ｍ 一 ロ の Ｏ ｐ － の

８ ヨ ロ の 。 昼 の 蜜 の 一 雨 ｇ 慧 琶 欝 箇 辱 議 の ヨ の 、 一 く の “ 計 。 一 画 ヨ ロ ー 愚 ① の

皿 旦 く ○ ○ ｍ の 壁 、 蔦 一 ぐ 毒 の 、 議 司 口 重 の 翼 。 、 意 『 ｍ 一 ｍ 。 唾 盲 画 聖 ｍ ・ ヨ ヨ ー

一 驚 融 計 一 ○ コ ⑳ 霞 惹 の 画 。 噸 垂 謎 興 冨 ① 、 ⑳ 匡 扇 唾 溌 ざ 山 ⑳ の 一 駕 竺 雪 の 扇 の

ロ 「 ① Ｏ 竺 ○ の ① Ｏ ｛ 一 一 く の 一 一 コ Ｏ Ｏ Ｑ 一 コ ］ わ 「 ○ く ① ． ］ の ． 計 ロ ビ ロ ① Ｏ Ｄ － の 》 の ① の ① Ｏ Ｉ

Ｏ 一 ① 計 一 ○ コ の 、 。 Ｑ 一 ○ ○ ｍ 一 口 「 ｍ Ｏ 詳 一 Ｑ ｍ ｍ ．

「 ゴ の ○ 片 ゴ の 「 一 の 庁 ゴ の ロ 「 ① ○ 重 画 の 舜 口 ” の 計 ① ロ 一 一 の ゴ ロ ① ① ○ の 計 。 「 ○ こ ぬ ゴ

ヨ ① 四 ｍ の ① ！ 「 ○ ○ 筋 ヨ Ｏ く ① ヨ の 喜 ・ 裁 載 の 芝 ① 「 一 コ 弓 の ． 、 ヨ ① ○ ↓ 「 ① Ｏ ① 『

「 の 一 一 四 ○ コ ○ 「 ． 臼 一 ○ コ 弓 濡 画 舜 の 。 ⑱ 。 ○ ヨ 吾 亡 コ ー ご － コ Ｑ ① ロ ① コ ロ の ． ○ ①

『 「 ○ 「 ゴ ー 計 の く ① 「 く ↓ ○ 匡 ． 。 、 鐘 。 ． の 戦 一 画 群 鋤 汽 動 画 計 一 ○ コ 、 一 ○ ○ ○ 口 ① 「 ① 計 一 ○ コ － の

． ｇ ｏ コ ー ビ ョ の ① の ① 一 ｍ 葱 ． ⑤ 、 葬 画 ヨ 募 の 雪 ○ コ 庁 ○ 号 の Ｄ Ｏ Ｃ 「 ロ 胃

① ｜ の ○ ｍ 「 ① ① の ‐ 「 ○ ○ 計 、 雪 計 の 斜 面 勉 鴬 ○ 画 画 一 Ｑ Ｑ Ｑ 画 、 詩 、 芹 一 ○ コ ① コ ロ 計 ゴ の 計 巨 ‐

一 コ 、 ロ ○ コ 。 の ○ 帝 ロ 》 の 画 ⑤ の 画 舞 ○ 『 ユ ー ゴ “ 熱 気 画 、 ② 画 一 ① 「 ① 血 ① 「 。 － の ① の ○ 十

コ 、 計 一 ○ コ の 四 コ Ｑ 、 『 の 廼 鰯 ３ 画 。 軍 議 国 持 の 鰯 毒 働 匡 一 璽 画 国 持 ロ の ① ① 茸 ｜ の Ｑ ロ ビ

｛ ○ 「 ○ ① 一 コ 芹 ゴ の 、 ｍ 画 の ○ 歳 画 苛 の 黛 画 緬 哩 の 、 百 ｍ 彦 雲 ① の 。 雪 ① 計 一 ○ コ の 』 ロ 匡 ご 汁

一 の 一 ヨ ロ ○ ユ 四 ． 静 詩 ○ 冠 詞 の 曇 の 。 許 の 。 。 雲 画 誌 ⑳ ご 壁 画 望 一 α 一 コ 顕 匡 ロ 庁 。 ① 「 ① 一 ｍ ‐

汁 一 ○ コ の ゴ ー ｐ Ｑ 式 『 ご 匡 歳 嘩 皿 一 読 戟 露 鞭 註 苛 ゴ 『 Ｏ 屋 、 ゴ ロ ① ロ 画 一 、 鋤 の ○ ○ ℃ ① 「 ① 計 一 ○ コ 』

① ． 昌 ○ ① 餌 爵 竪 豊 義 頭 「 の 一 印 曾 。 豊 逼 呉 葺 鍾 麓 製 計 己 駕 ロ の 言 ① ① ．

ｇ ○ 呈 識 識 熟 ． 躍 一 島 の 霞 言 黒 の 雪 国 ｇ 望 罵 一 コ 塞 口 群 三 六 ○ 「 の ①

① コ ロ ヵ 塑 一 の 、 壁 画 の 唾 室 の 言 二 鶏 の 、 の ． 誌 読 。 ｍ 画 一 戚 召 唾 堂 琴 の ” 雪 印 ヨ の 一 巨

計 ゴ の ○ 画 室 、 鎌 示 迄 口 重 ○ コ ○ 諦 画 の 、 。 の び 壁 。 「 Ｑ 雪 、 喬 壁 ロ の 。 画 一 の 詳 。 毒 ○ 匡 血 ゴ

ロ 「 ｍ 属 一 ｏ 里 ⑳ 灘 零 重 の の 毒 ヨ 群 の ヨ 翼 一 ロ コ 里 。 ○ ○ 画 ⑳ 圃 或 ○ 画 ．

些 室 画 這 一 一 一 ○ の 一 の び 「 幽 隷 釦 計 毒 の 、 ○ 局 毒 、 重 つ 一 鐘 の 舞 の 画 曇 ヨ 詞 ① ロ 〔 匡 ① 逗

胸 ｛ 罵 薗 ． 豊 堅 言 ⑩ 言 一 一 一 「 の 、 威 課 ④ 、 、 ⑲ 画 の 画 弐 の ロ ゴ ○ コ ‐ 画 副 葦 画 ○ 下

ロ Ｏ 「 ① 堂 ○ コ 一 コ （ ゴ ① く ① ① 「 Ｏ ｛ 計 三 の 詳 仁 「 コ ヨ 、 ロ ○ 一 コ 汁 ． ご く ① 一 三 一 一 二 ○ ○ 六

ｐ ｍ Ｏ 六 ○ く ① 「 ○ こ 「 の × ロ ① 「 一 の コ ロ の 、 一 コ 計 ゴ ① ロ 、 の 庁 、 ○ く ① ① 「 の ① コ ロ

ロ 「 ○ 口 の 「 一 く こ ． 。 ① 「 の 庁 四 コ Ｑ の 耳 迄 ① 域 。 ． 、 言 計 ゴ ー の ① 血 ① ○ 『 匡 ． 「 の ① 計 ① ． Ｑ

○ 一 の ① 「 ｜ く ８ コ く ① 旨 ゴ の ① 両 雪 一 言 豊 画 の 呉 ロ 亡 「 、 ｇ く 三 ① の ． 三 の 三 四 ヨ

庁 ○ の ． ’ ① 「 ぬ ① 計 ゴ の の こ ロ ロ ロ 再 の 承 、 一 ○ 零 画 一 の 鰯 一 コ 」 ｍ ｐ ｍ ． ｍ の 「 の ① ロ ○ コ 。 ‐

一 コ 、 庁 ○ 片 ゴ ① ロ の ○ 口 一 の 皿 、 一 一 の ． 詩 画 壱 一 コ 一 ○ コ 、 計 ゴ 、 計 の ○ 「 ゴ の 計 ゴ ー コ 血 一 の

一 三 「 ○ コ 血 ．

幽 骨 目 Ｈ 国 」 倖 両 目 ○ 邑 忠 ⑭ お ‐ 旨 （ ｚ ｏ ． ］ 閉 ）

エ ー ヵ ○ の 工 一 「 ア ヱ ー く ア 亘 乃 ‐ 弓 ① の ① Ｏ 「 の 菌 こ ぬ ① ． ① 田 一

。 幹
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